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はじめに 

令和５年度 拠点形成・推進委員会 委員長 佐藤 真 

 

 大阪大学大学院大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達学

研究科（以下, 連合小児発達学研究科）は，5 つの国立大学法人の，臨床医学・生命科学・

心理学・教育支援学など異なった背景を持つ研究者が集い，既存の領域を超えた新しい学際

領域を創設して，「子どものこころの問題」に対して科学的な視点で対処できる人材を育成

することを理念として開設された大学院です。各大学には，「子どものこころの研究センタ

ー＊」が設置され，上記の学際領域の中で「子どものこころ」に関する基礎研究，治療法・

介入法の開発を行い，さらに，教育現場への展開など，研究成果の社会実装を進めています。 

欧米では多施設共同コンソーシアム型の研究が，発達障がいの理解，支援の上で大きな力

となっております。ところが，「子どものこころの問題」の表象には遺伝的・文化的な背景

が大きく影響するため，欧米の先端的な研究をそのまま移植してもうまく適合しないこと

がしばしばあります。連合小児発達学研究科・子どものこころの研究センターに参画する上

記５大学に，同じく「子どものこころの発達研究センター」を擁する弘前大学を加えた６大

学は，令和元年度から令和３年度の３年間にわたり, 蓄積してきた研究拠点としての活動実

績を協働して発展させ，アジアの研究ハブとなるアジアコンソーシアムを形成するべく活

動するとし, 「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」

事業として文部科学省より支援を受け実施してまいりました。本事業は令和３年度末で終

了となりましたが, 引き続き概算要求事項「OU エコシステム実践強化を目的とする大阪大

学「子どものこころの研究センター」への組織改革」およびその関連プロジェクト「連合小

児発達学研究科関連 5 大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成と OU エコ

システムアジア展開」が認められ, 文部科学省より新たに令和 4 年度から 5 年間, 連合小児

発達学研究科として支援を受けられることとなり, 本報告書はその 2 年目（令和 5 年度）の

活動内容をまとめたものです。 

本事業は, その中に「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と

社会実装」の継続事業の性格も有しております。一方で，不測の COVID-19 の拡がりがあ

り, その収束がはかられつつあるものの，令和５年度においても, 残念ながら国際交流の面

では一定の負の要因となったことは否めません。しかし, 1 年を通してみれば, ようやくお

ちつき, 爾来活発な交流と共同研究活動を行いました。特に年度の最後となりましたが, マ

レーシアから 2 名の女性講師をクロアポで迎え, 対面での研究活動がおこなえたことは今

後の大きな成果につながるものでした。また, 中国からも上海交通大学から若い研究者が数

名「さくらサイエンス」の枠組みで大阪に滞在され交流活動も行いました。 

 

 



 

 

 

本書では，事業の内容などの概要を各章の冒頭にまとめることで，まず全体を俯瞰的に説

明し，次いで令和５年度の詳細な活動，成果，関連する資料などを配置し，上述のシンポジ

ウムを含む個々の活動について詳細にお示しする形をとっております。我々連合小児発達

学研究科および関連する各大学の子どものこころの研究センター教職員一同は，少しでも

高い水準での研究実施とより良き社会還元を実施することを目指しております。本活動に

対する忌憚のないご意見およびご指導，ご鞭撻を頂けますと幸いです。 

 

＊本事業での通称。詳細は次々頁をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

目 次 

 

１．事業について                         １頁 

 

２．活動報告 

  （１）活動実績の概要                     ９頁 

  （２）成果一覧（原著論文，総説，著書，受賞）        １３頁 

  （３）委員会の活動実績 

      ①拠点形成・推進委員会               ３5 頁 

      ②実行委員会                    ３5 頁 

        部会（実行委員会に設置）の活動実績 

         共同研究推進・国際ハブ化推進・拠点化基盤推進部会 ３6 頁 

         社会実装支援部会               ７９頁 

         若手人材育成部会              １００頁 

      ③広報委員会                   １１２頁 

      ④アドバイザリーボード              １１３頁 

      ⑤外部評価委員会                 １１３頁 

  （４）各校を拠点とする活動実績・ＫＰＩ          １１４頁 

    

３．資料 

  （１）委員会等構成員一覧                 １３１頁 

  （２）関連規程                      １３４頁 

  （３）委員会議事要旨 

      ①拠点形成・推進委員会議事要旨          １４１頁 

      ②実行委員会議事要旨               １４１頁 

        部会（実行委員会に設置）議事要旨 

         共同研究推進・国際ハブ化推進・拠点化基盤推進部会 

                               １４３頁 

         社会実装支援部会              １４４頁 

         若手人材育成部会              １４５頁 

       

４．その他                          １４６頁 

  



 

 

 

 

   

令和 5 年度 

 

 

【 事業について 】 

 

 

 

 

本事業並びに本報告書では，参加各校に設置された子ども

のこころの諸問題を研究するセンターを「子どものこころの

研究センター」として一括して呼称している。 

 

正式な組織名は，大阪大学では，連合小児発達学研究科附

属「子どものこころの分子統御機構研究センター」，金沢大

学，浜松医科大学，福井大学では，それぞれ「子どものここ

ろの発達研究センター」，千葉大学では「子どものこころの

発達教育研究センター」である。 

 

 

 



 

- 1 - 

 

＜事業について＞ 

 

事業名：連合小児発達学研究科関連 5 大学子どものこころの研究センターによる国際拠点

形成と OU エコシステムアジア展開 

 

本事業は，文部科学省教育研究組織改革分 関連プロジェクトの枠組で実施する事業で

あり，大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児

発達学研究科が事業実施主体となり，連合小児発達学研究科を構成する 5 大学（以下，5 大

学）が実施するものである。 

本事業では，共同研究推進・国際展開促進を担う担当組織を設け，連合小児発達学研究科・

子どものこころの研究センター＊が協働し，「子どものこころの問題」に対する診断・介入法

を開発すべく多施設共同研究を推進し，若手人材を育成し，共同利用・共同研究拠点認定を

目指す。同時に，拠点化を見据え，拠点となりうる現存の研究基盤を強化する。そして，欧

米に比肩しうるアジアコンソーシアムを形成してアジアのハブ拠点となり，アジアの特性

を鑑みた介入法や研究成果を世界に発信する。 

なかでも OU エコシステムとは, 特に大阪大学（OU）で意識的に実践している社会をフ

ィールドとする循環型の研究システムを指す。すなわち研究成果を社会で実践し, その中で

問題点, 解決すべき点を拾い上げ, その点について研究を行い, 再度その成果を社会で実践

する。今回の事業では, 特にこの循環を意識し, 事業を進めている。 
＊医学，生命科学，心理学，教育学，看護学等からなる学際領域において，子どものこころの問題を取り

扱う組織としての「子どものこころの研究センター」では，子どものこころについて科学的多様な視点か

ら問題の原因の解析を行い，解決を目指す。連合小児発達学研究科では，「子どものこころの研究センター」

で得た知見をもって，共通のプラットフォームを用いて専門家の養成をすすめる。「子どものこころの研究

センター」は，研究成果を利用した教育・保健・福祉・医療への展開をもミッションとしている。なお，こ

の名称は５大学の関連組織を統一的に表記する呼称として本報告書で使用する。正式な組織名は，大阪大

学では，連合小児発達学研究科附属「子どものこころの分子統御機構研究センター」，金沢大学，浜松医科

大学，福井大学では，それぞれ「子どものこころの発達研究センター」，千葉大学では「子どものこころの

発達教育研究センター」がそれに相当する。また，本報告書では，各大学の「子どものこころの研究センタ

ー」をそれぞれ，大学名＋センター（例，大阪大学であれば 大阪センター）と称する。また, 連合小児発

達学研究科に参画している 5 大学をそれぞれ, 連合小児発達学研究科の構成大学として, 大阪校（大阪大

学）, 金沢校（金沢大学）, 浜松校（浜松医科大学）, 千葉校（千葉大学）, 福井校（福井大学）と呼称して

いる。 

 

【背景】 

発達障がい，摂食障害や，虐待に関連する「こころの問題」を抱える子どもたちが増えて

おり，少子化日本の大きな課題となっている。社会の喫緊の課題である「子どものこころに

関する諸問題」における脳科学的基盤の解明，治療・介入法の開発に対しては，いまだ根本
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的な解決にはいたっていないものの，世界規模で活発に取り組まれており，欧米ではコンソ

ーシアム形成が急速に進んでおり，大規模共同研究が進んでいる。 しかしながら，「こころ

の問題」に関しては，遺伝・文化・社会等多様な因子が関わるため，その解決についてはグ

ローバルな視点とともに，ドメスティックな視点も必要である。特に経済状況，福祉教育シ

ステムなどの社会的背景への考慮なしに，地域に適合した介入法は開発できない。この意味

で，日本をはじめとしたアジアにおける有効な介入法の開発は緊喫の課題である＊。このよ

うに，人種，文化の影響の大きい子どものこころの諸問題に対し，アジアの特性に留意した

研究は欠かせない。 

＊論文数や，多施設共同研究ではアジアは取り残されている。例えば，今までの自閉スペクトラム症関

連論文数は，日本 979 本(0.8 本/10 万人）や中国 1045(0.1)に対し，アメリカ 4416(1.4), 英国 

1371(2.1), オランダ  620(3.6), ドイツ 923(1.1), スウェーデン 463(4.7)。注意欠如多動症は，日本 

487(0.4), 中国 707（0.1)に対し，アメリカ 8184(2.5), 英国 2125(3.2), オランダ 1459(8.6), ドイツ

1709(2.1), スウェーデン 871(8.8)（Pubmed より作成，2018 年 5 月までの発表論文の総計）となってお

り，アジア発信の研究は欧米に大きく遅れている。 

一方，子どものこころの解決には，広く専門家を配置し知見を全国で共有する活動が必要

であるが，専門家の数が圧倒的に不足している。連合小児発達学研究科および関連する子ど

ものこころの研究センターは，日本で唯一の子どものこころに特化した組織であり，その活

動のより活性化，広がりに対する社会的ニーズは大きい＊。 

＊令和元年からの関連事業開始に際し，多くの首長から子どものこころの研究強化の要望をいただいた

（大阪府池田市長，同堺市長，千葉県千葉市長，同柏市長，福井県知事，同永平寺町長，青森県弘前市長）。 

 

【「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」（令和元

年～令和 3 年度）事業の成果】 

 すでに説明したとおり, 今回の事業は, 令和元年から令和 3 年度に実施した「子どものこ

ころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」事業の, いわば継続事業

である。その点を鑑み, 「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成

と社会実装」事業の成果を簡単に示す（詳細は, 毎年度発刊している報告書を参照されたい）。

この事業においては, 以下の評価項目１～７を指標とした。具体の目標数字もあわせて示す。 

・５大学および弘前大学間での共同研究（数），人材交流実績 

・国際共同論文の数，質，およびその増加 

・日本人の特性に適した，診断・治療・介入法の提唱 

・先端的知見の地域還元実績（市民公開シンポジウム，報道数，専門家研修, 教材開発な

ど） 

・若手研究者育成実績 

・アジアのハブとしての活動実績（シンポジウム，共同研究，政策への反映など） 

・国内・国際共同研究マネジメント数 

・既存リソースの共通化・国際共通臨床データベースの構築 
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事業を開始後, 上述のすべての評価項目で著しい実績の向上があった。 

 

【「連合小児発達学研究科関連 5 大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成と

OU エコシステムアジア展開」の内容】 

 以前の文部科学省からの支援の枠組み（文部科学省共通政策課題分（全国共同利用・共同

実施分）「新たな共同利用・共同研究体制の充実」）が, 今回概算要求の制度改変のため, 費

目として存在しなくなった。そのため, 本事業は前述のように, 文部科学省教育研究組織改

革分 関連プロジェクト の枠組みのもと実施している。予算額にはシーリングが課され

実質大きく減額となった。そのため, 今回の事業は, 連合小児発達学研究科を構成する 5 大

学のみで実施している。 

大阪大学が進めているエコシステム（OU エコシステム）の実践を念頭に置き, 活動を

整理した。OU エコシステムとは, いわゆる循環型の研究開発システムであり, 研究成果を

社会にて実践し, 実践の結果得られた問題点を把握し, その解決を新たな研究テーマとし

て取り組む。そして, その研究成果を再び社会にて実践することを繰り返すことで, より

良き活動を目指すものである。社会に目を向けた我々の活動に, よくフィットする概念で

あり, この枠組み及び, 参加大学の特徴を意識し, 高い水準で新たな研究成果を積み上げ, 

また日本国内および参加国に対してより良き社会還元ができることを目標として活動し

た。 

そのため, オンリーワンの研究基盤である，独自の特殊材料（患者細胞），特殊機器（脳

イメージング機器，小児用脳磁図装置），永年にわたる浜松出生コホートデータの蓄積

を，さらに強化する。そして，これら拠点化基盤の国内外との共有を積極的にすすめる。

同時に，国際共同研究をすすめるにあたり，エビデンスを持った研究成果を出すには必須

である多施設共同研究のマネジメント体制を確立し，多施設単一プロトコールにて共同研

究を実施できる体制を築く。その上で，欧米との国際比較を可能とするアジアコンソーシ

アムのハブ拠点となり，アジアの特性を鑑みた診断・介入法を開発して，研究成果を世界

R元年度 R2年度 R3年度

評価項目１　 6大学内での共同研究数、人材交流実績 17 20 28

評価項目２　 国際共同研究論文の数、およびその増加 27 42 71

　

評価項目３ アジア・日本の地域特性に適した診断、治療、介入法の提唱 17 22 33

評価項目４　 先端的知見の社会還元実績（市民公開シンポジウム、報道数、専門家研修、教材） 48 246 394

　

評価項目５　 若手研究者育成実績 28 27 30

　

評価項目６　 アジアのハブとしての活動実績（シンポジウム、共同研究、政策への反映など） 16 14 18

　

評価項目７　 国内・国際共同研究マネジメント数 31 54 59

　



 

- 4 - 

 

に発信する。合わせて，これらの先端的成果を積極的に社会へ還元する仕組みを樹立す

る。さらに，積極的に若手人材の育成を進めるために，若手海外研究・海外招聘プログラ

ムなどを実施する。 

これらの実現のため, 連合小児発達学研究科附属子どものこころの分子統御機構研究セ

ンターにおいて, 新たに多文化比較解析部門を新設し, 合わせて地域支援・社会実装部門

の強化を図り, 活動を行った。 

 

 

【実施体制】 

事業全体として活動を行うための委員会や部会の枠組みは「子どものこころの研究セン

ターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」を踏襲する形で設置し, 事業の推進にあ

たっている。 

研究科長のもと，拠点形成・推進委員会を設置し，方針策定，立案，計画をおこなう。ア

ドバイザリーボードおよび外部評価委員会を設置する。各校の子どものこころの研究セン

ター長を委員とする実行委員会のもとに，共同研究推進・国際ハブ化推進部会並びに拠点基

盤の強化を担う拠点化基盤推進部会（両部会は一体として活動）を置く。さらに社会実装支

援部会，若手人材育成部会を設置し，社会実装と若手の育成を図る体制としている（次頁）。 
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【事業実施当初における実施計画】 

 そもそも 2019 年度に活動をはじめた本活動は，10 年をかけ，アジアのハブとしての拠点

化並びにそれにふさわしい成果の発出を予定している。但し, 現時点では令和 4 年度から 5

年間（通算 8 年間）の支援が予定されており, その前提で活動している。 

 その詳細をまとめた図を次頁に示す。 
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さらに，2019 年事業開始当初の事業計画（10 年間）を以下に示す。 

 

 

【評価指標】 

 評価にあたっては，前項の事業計画の達成度が重要な指標となる。あわせて，評価指標を

見直し, 令和 4 年度からは以下の指標をもとに活動することとしている。 

・５大学での共同研究（数），人材交流実績  

・国際共同論文の数，質 およびその増加 

・アジア・日本の特性に適した診断, 治療, 介入法の提唱。アジアのハブとしての活動実   

 績（シンポジウム, 共同研究, 政策への反映など） 

・先端的知見の地域還元実績（市民公開シンポジウム，報道数，専門家研修, 教材開発など） 

・若手研究者育成実績  

 さらに，事業の実施にあたっては， 

・既存リソースの共通化・国際共通臨床データベースの構築が重要と考えている 

令和 5 年度のこれら項目の達成度については 11 頁に図示した。詳細は 9 頁以降にまとめ   

た。 

 

【期待される効果等】 

本事業では，以下の成果が期待できる。 

○ 新たな治療や介入手法の開発，関連する脳機能の基盤解明を国際的にもリードでき，関
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わる大学の教育・研究の向上に大きく寄与できる。 

○ 先端的研究成果を積極的に，日本広く，もしくは国際的に活用できる体制が構築され，

広く最新の診断・治療・介入法に関する成果に浴すことができる。 

○ アジアコンソーシアムのハブ拠点として，欧米との国際比較のもと，日本人やアジア人

の特性を配慮した，実質的な治療・介入法が開発できる。 

○ 急増し，かつ対応できる人員が限定的である｢子どものこころ｣の問題に，専門的見地か

ら取り組める人員の増加が実現でき，社会的に大きな意義がある。 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年度 

 

 

【 活動報告 】 
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＜活動実績の概要＞ 

令和５年度は，令和元年度～４年度の活動を受け,そのさらなる実体化を目指し活動

を進めた。先端的研究のさらなる実施およびアジア諸国との共同研究の基盤形成を進

めた。以下に，その概要を記す。 

なお，本事業のホームページにおいてもその活動内容を紹介している。 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/ 

 

１. 事業実施体制 （1～7 頁, 35～113 頁, 131～140 頁） 

事業初年度に確立した実施体制のもと，令和５年度は事業を進めた。詳細な体制につ

いては，令和元年度の「子どものこころの研究センターから展開する国際研究拠点の形

成と社会実装」事業の報告書をご参照されたい。 

 

２．拠点化基盤の強化，多施設共同研究の推進（36～78 頁） 

令和５年度は，研究支援の目的で事業主体外研究者と 5 大学内研究者との共同研究

６件を採択した。また，研究科全体としては，令和５年度の国内多施設共同研究は 32

件を数えた（114～117 頁）。 

 

３．アジアコンソーシアム形成に向けたネットワーク形成，国際共同研究の推進（35～78

頁） 

令和５年度は，令和元年度に連携を開始したマラヤ大学医学部（マレーシア），フィ

リピン小児医療センター（フィリピン），マヒドン大学医学部（タイ），インドネシア国

立大学医学部（インドネシア）の研究者と引き続き連携して活動を行った。令和 2 年度

より，事業参加 6 大学と上記東南アジア 4 施設と共同で国際発達障がい患者レジスト

リ Asian Neurodevelopmental Disorders Registry (ANDy)を共同で立ち上げ，大阪大学

での国内一括倫理審査，各国での倫理審査を経て稼働させている。これに伴い，Data 

Sharing Policy についての同意文書を作成し海外各施設と交わしている。症例数は 3500

を超えた。さらに令和元年度より継続して，大阪大学が開発した小児睡眠質問票の東南

アジア版の作成を 4 か国との共同研究で進め，マラヤ大学とともに国際共同論文とし

て発表している。タイではタイ語版の検証が終了し，論文化をすすめている。これら東

南アジア 4 大学とは，令和 6 年 1 月には国際シンポジウム’the 5th International 

Symposium for Asian Collaborative Research Network for Asian Children with 

Developmental Disorders’ を Zoom によるハイブリッド形式で開催し，共同研究の成

果の共有と意見交換を行った。なお, 次年度はマレーシア（マラヤ大学）の主催で開催

する予定である。 

 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/
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さらに, 令和５年度には新たにタイのプリンスオブソンクラー大学小児科との連携 

  が始まった。タイ南部ナコンシータマラート県の地域医療と発達支援の実情について

視察も行っており, 令和 6 年度より現地を訪問しての社会実装を進めていく。タイ, マ

ヒドン大学医学部ラマティボディ病院とは, 令和５年度に学術交流 MoU を交わした。

中国との連携も開始し, 令和５年 10 月には, さくら招へいプログラムにより, 上海交

通大学児童医院の若手研究者と若手医師を 1 週間にわたり受け入れた。 

 

４．社会実装（79～99 頁，122～129 頁） 

   令和５年度は, 5 大学全体では 641 件の活動を行った。このうち大阪大学関係のみの   

概要を記すと、77 件の公開シンポジウム, 講演会, セミナー等を開催した（全体の詳細    

は上記該当ページを参照されたい）。堺市, 池田市などの自治体との受託研究事業に加

え, 吹田市との受託研究事業も始めた。地域支援・社会実装部門の強化を図り, 同部門

に谷池雅子特任教授が就任した。谷池特任教授が主導する子どもの睡眠啓発アプリの

社会実装研究に関連して, 計 15 件のシンポジウム, 講演会等での講演・啓発を行い, オ

ンライン記事を含め多数の報道があった。これらの周知活動を経て, 令和５年度, 睡眠

啓発アプリを導入したのは, 従来の加賀市に加えて新規に鳴門市が導入を決定, 導入

が内定したのが東大阪市, 導入を前提にトライアル中が吹田市, 検討中が和歌山県す

さみ町, 旭川市である。さらに堺市においてコミュニティーベースの短縮版ペアレント

トレーニングや, 早期療育などを実装し, 養育者指導用教材の開発を進めた。また, 文

部科学省の不登校の原因調査事業には, 子どもの発達科学研究所とともに吹田市にお

けるデータの収集, 解析に貢献した。 

 

５．人材育成（100～111 頁，129 頁） 

 若手人材の国際交流を促進し，国際共同研究を行う力を持った若手研究者を育成す

るため，若手人材育成部会からは若手研究者の研究支援を令和 5 年度は 2 件行った。

研究科全体の支援は 15 件にのぼった。令和５年度は海外で開催された学会・セミナー

への大学院生の派遣が３件（2 名）であった。助教クラスの若手研究者を本事業関連の

研究に参加させての海外派遣は 4 件あり, 若手研究者が主体となって国際共同研究を

行うためのプラットフォームが確立してきた。 

 

６．評価指標（ＫＰＩ）に対する達成度について 

   進捗成果は以下のとおりである（詳細は，114～129 頁に記載）。 

・５大学間の共同研究（数），人材交流実績 32 件 

・国際共同論文の数，質 およびその増加 44 編 

・アジア・日本の特性に適した診断, 治療, 介入法の提唱。アジアのハブとしての活動実   

 績（シンポジウム, 共同研究, 政策への反映など）17 件 
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・先端的知見の地域還元実績（市民公開シンポジウム，報道数，専門家研修など）641 件 

・若手研究者育成実績 15 件 

 

なお，「既存リソースの共通化・国際共通臨床データベースの構築」については，KPI

として指標化はしていないが，予定を上回って達成できた（11 頁，42 頁）。 

 

７．活動計画と対比した実績を以下に模式図にて示す。 

事業計画を先取りして実績をあげることができた。 

2028202720262025202420232022202120202019年度

2019年当初の事業計画と
2023年度末までの実績

拠
点
へ

国際共同研究
開始

共同研究
推進支援・

国際展開推進
部門設立

多施設

共同研究

実施支

援・マネ

ジメント

体制

拠
点
化
基
盤
強
化

国際ハブ

化の推進

公募型共同研究
審査委員会設立

国内共同脳医学・

画像・コホート・介入研究
実施、マネジメント開始

アジア・コンソーシ
アム形成に向けた
ネットワーク形成・

連携の推進

国際共同研究
に向けたアジ
ア・コンソーシ
アム立ち上げ

脳
科
学

コ
ホ
ー
ト コホート・介入研究の標準

プロトコール作成

共同利用に向けた生体材
料・データの蓄積と共通化

人材育成

海外招聘プログラム

画
像
・

特
殊
装
置

国内の支援介入者の教育

画像を含めたバイオマーカー
候補データの蓄積・共通化

介入研究・
成果の社会
実装

アジアの国際ハブとして国際共同研究の推進

海外招聘プログラム

若手海外研修プログラム

若手研究者のReturn fellowship

若手海外研修プログラム若手研究
者の育成

国内共同脳医学・画像・コホート・介
入研究実施、マネジメント拡大

国際共同脳医学・画像・
コホート・介入研究実施、

マネジメント開始

欧米コンソーシアムとの連携
グローバルな共同研究を推進

国際共同脳医学・画像・
コホート・介入研究実施、

マネジメント拡大

国内での公募型共同利用 海外での公募型共同利用

海外人材育成 海外招聘プログラム

データマネジメント人材育成

アジアの国際ハブとして国際共同研究の推進

海外人材育成

国内での共同コホート・介入研究

アジアとの共同研究（コ
ホート・介入）策定

アジアとの共同コホート・介入研究

共同研究における倫理審査
の課題の分析と対策

国内共同研究
開始

コホートデータの蓄積・共通化

準済 達成済 進 進行中 準備中

済

済

済 済

済

済

済

済

済

済 進

準

済

済

済

済

済

進済

準

達成済、継続
中

継

継

継

継

継

継

継

継

継
継

継

準

準

継

継

継
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202720262025202420232022年度

地域支援・
社会実装
部門

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
研
究
セ
ン
タ
ー

工程表

国際ネットワーク強化

既存の4部門

国際共同研究・文化要因の解析

国際ハブ化に向けた国際連携のマネジメント

国際提言
国際社会実装

自治体との連携強化

研究成果の社会実装

社会的課題の解析と解決策の提示

制度提案・政策提言

キャンパスライフ健康支援・相談センター・病院との連携強化

異分野融合型学際
的グローバル拠点

形成研究・診療
データベース

の整備

S
D
G  
s
達
成
へ
の
貢
献

部門創設

部門改編

全学組織化

準済 達成済 進 進行中 準備中

済

済

進

進

進

継 達成済、継続中

継

継

準

準

進

進

継

継

継多文化比較
解析部門
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15. 浦尾悠子．保健室で行う認知行動療法, 第 8 回「社交不安症の認知行動モデルに触れ

る」.日本学校保健研修社「健」2024-1月号, P58-63. 

16. 久能勝. 不登校のこどもを理解する「ケース示説」. 子どものこころと脳の発達, 14

巻 1号, P48-55. 2023/11/30. 

17. 浦尾悠子．保健室で行う認知行動療法, 第 7回「認知行動モデル作成にチャレンジ」. 

日本学校保健研修社「健」2023-12月号, P61-65. 

18. 大島郁葉. 特集／自閉スペクトラム症のこれまで・これから「自閉スペクトラム症とス

ティグマ」. そだちの科学, 2023; 41(10), P87. 

19. 浦尾悠子．保健室で行う認知行動療法, 第 6回「認知行動モデルの基本要素」. 日本学

校保健研修社「健」2023-11月号, P64-69.  

20. 浦尾悠子．保健室で行う認知行動療法, 第 5回「認知行動療法の基本」. 日本学校保健

研修社「健」2023-10 月号, P64-69. 

21. 浦尾悠子．保健室で行う認知行動療法, 第 8 回「社交不安症の認知行動モデルに触れ

る」.日本学校保健研修社「健」2024-1月号, P58-63. 

22. 久能勝. 不登校のこどもを理解する「ケース示説」. 子どものこころと脳の発達, 14

巻 1号, P48-55. 2023/11/30. 

23. 浦尾悠子．保健室で行う認知行動療法, 第 7回「認知行動モデル作成にチャレンジ」. 

日本学校保健研修社「健」2023-12月号, P61-65. 

24. 大島郁葉. 特集／自閉スペクトラム症のこれまで・これから「自閉スペクトラム症とス

ティグマ」. そだちの科学, 2023; 41(10), P87. 

25. 浦尾悠子．保健室で行う認知行動療法, 第 6回「認知行動モデルの基本要素」. 日本学

校保健研修社「健」2023-11月号, P64-69. 

26. 浦尾悠子．保健室で行う認知行動療法, 第 5回「認知行動療法の基本」. 日本学校保健

研修社「健」2023-10 月号, P64-69. 

27. 浦尾悠子．保健室で行う認知行動療法, 第 4 回「過ごしやすく安心感のある学校環境

をつくる」. 日本学校保健研修社「健」2023-9月号, P64-68. 

28. 浦尾悠子．保健室で行う認知行動療法, 第 3回「発達障害のアセスメントと診断・支援

について」. 日本学校保健研修社「健」2023-8月号, P64-69. 

29. 浦尾悠子．保健室で行う認知行動療法, 第 2 回「メンタルヘルスの問題の背景にある

もの」.日本学校保健研修社「健」2023-7月号, P56-60. 

30. 浦尾悠子．保健室で行う認知行動療法, 第 1回「子どもたちのメンタルヘルス」. 日本

学校保健研修社「健」2023-6月号, P60-65. 

31. 大島郁葉. 特集／いま，知っておきたい発達障害 Q＆A「発達障害への認知行動療法は

有効ですか？」. 精神医学, 2023; 65(5), P775-777. 

32. 大渓俊幸, 若林明雄, 大島郁葉, 生稲直美, 岩倉かおり, 吉田智子, 永岡沙季子, 高
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田護, 林愛子, 齋藤朋子, 清水栄司, 潤間励子. 新型コロナ感染症流行の影響下で学

生が抱えるメンタルヘルスの問題についての調査. Campus Health (CD-ROM), 2023; 

60(1).  

33. 浦尾悠子．保健室で行う認知行動療法, 第 10回自閉スペクトラム症の子どもに対する

認知行動療法の実際②」. 日本学校保健研修社「健」2024-3月号, P90-95. 

34. 大島郁葉. 人権という視点－権利擁護と心理的支援. 臨床心理学, 2024; 24(1).   

35. 浦尾悠子．保健室で行う認知行動療法, 第 9 回「自閉スペクトラム症の子どもに対す

る認知行動療法の実際①」. 日本学校保健研修社「健」2024-2月号, P64-69. 

36. 水野賀史. 神経発達症と脳画像 病態に基づく客観的な診断を目指して. 子どもの心

とからだ. 31 (4) 537-540. 2023 年 4月 

37. 水野賀史. 【「生活環境の変化と子どもの心と発達」】米国におけるコロナ禍による子ど

もの心理発達面への影響. 小児の精神と神経. 63 (1) 62-64. 2023 年 4月 

38. 友田明美. 虐待（マルトリートメント）が子どもの脳に及ぼす影響. 脳神経外科ジャ

ーナル 32(6):362-367, 2023年６月. 

39. 國石洋, 日本神経化学会奨励賞受賞者研究紹介「思春期の社会経験依存的な眼窩前頭

皮質-扁桃体回路のシナプス機能の変化」, 神経化学 62 (2)1-4, 2023. 

40. 濱谷沙世, 水野賀史. 日本の小児メンタルヘルスケアにおけるインターネット認知行

動療法の活用. 子どもの心とからだ. 印刷中.  

 

 

【著書】 

1. 藤野陽生（分担執筆）．科学者－実践家としてのワーク・ライフ―明日からもがんばろ

う．心理職の仕事と私生活: 若手のワーク・ライフ・バランスを考える．福村出版． 

2. 吉崎亜里香(分担執筆)．睡眠ー寝ることの発達と保育. 鈴木みゆき(編著), 望月文代

(編著)．保育内容「健康」 幼児期の教育と小学校教育をつなぐ．ミネルヴァ書房. 

2023.10.20.  

3. 吉崎亜里香(分担執筆)．保育の場における「睡眠」. 鈴木みゆき(編著), 望月文代(編

著)．保育内容「健康」 幼児期の教育と小学校教育をつなぐ．ミネルヴァ書房. 

2023.10.20.  

4. 笹倉 尚子, 荒井 久美子, 岩城 晶子, 植田 峰悠, 大島 崇徳, 片岡 彩, 髙井 彩名, 

田中 智之, 長行司 研太, 德山 朋恵, 藤田 恵津子, 三田村 恵. サブカルチャーのこ

ころ: オタクなカウンセラーがまじめに語ってみた, 木立の文庫. 2023. 

5. 杉田克生編. 神経発達症児童への包括的治療教育プログラムガイドブック（補）ギフテ

ィッド児支援第４版～Guidebook of comprehensive therapeutic education program 

for children with neurodevelopmental disorders 4th～. 千葉大学子どものこころ

の発達教育研究センター, 千葉. 2023/12/01. 



 

- 33 - 

6. 清水栄司. 認知行動療法でつくる思考・感情・行動の好循環. 法研. 2023/10/22. 

7. 杉田克生（編集・分担執筆）, 大島郁葉（分担執筆）, 松澤大輔（分担執筆）. 「神経

発達症児童への包括的治療教育プログラムガイドブック」第 3 版. アジア・アセアン教

育研究センター出版. 千葉. 2023/03. 

8. 杉田克生編.英語読字障害支援ガイドブック第 2版 (Guidebook for English-dyslexia 

support). 千葉大学子どものこころの発達教育研究センター, 千葉. 2024/03/01. 

9. 友田明美. 第 4章 脳の発達と発達心理．加藤元博編『小児科学 第 11版』pp30-45, 

文光堂 東京, 2023年 4 月 12日． 

10. 友田明美（朱蔓青 訳）.（簡体字版＝中国語）『子どもの脳を傷つける親たち』 四川

科学技術出版 中華人民共和国, 2023年 6月 1日. 

11. 松﨑秀夫, 渡邉賢．自閉スペクトラム症の脂質代謝．中村和彦編『子どものこころの

診療のコツ研究のコツ』 金剛出版 東京 2023年 11月 14日． 

12. 友田明美. 小児の注意欠如・多動症 (ADHD). 『今日の治療指針 2024年版―私はこう

治療している』（福井次矢, 高木誠, 小室一成 編）pp1531-1532 医学書院 東京

2024 年 1 月 1日． 

13. 友田明美, 小坂拓也. チック症の環境調整は推奨されるか？ 『小児チック症 診療ガ

イドライン』（日本小児神経学会チック症診療ガイドライン策定 WG編）pp20-21 診断

と治療社 東京 2024年 2月 15日． 

  

 

【受賞】 

1. Arika Yoshizaki, Rie Miyata, Tomoka Yamamoto, Emi Murata, Ikuko Hirata, Ikuko 

Mohri, Masako Taniike. elected Posters, Discrepancies between knowledge about 

sleep, values, and actual parenting behaviors of Japanese caregivers who have 

problems with children's sleep habits. The 16th Asian Oceanian Congress of 

Child Neurology, 2023 年 8月． 

2. 長谷川 千秋. 2023年度PCN Reports最優秀論文賞 

3. 長野智美. 第 28回日本神経精神医学会学術集会 学会奨励賞. 全般性不安症及び社交

不安症の安静時脳機能の比較；感覚運動ネットワークと報酬応答の特徴. 2023/12/10. 

4. 佐々木翼. 未来博士 3 分間コンペティション 2023 コニカミノルタ動画賞. 

2023/11/11. 

5. 江草信子. 第 41回日本小児心身医学会学術集会・日本小児心身医学会大会長賞心理士

（在学中～10 年未満）部門 「ASD 特性の理解を踏まえた中 3 男児 A の認知行動療法

(CBT)の一症例」. 2023/09/15-17. 

6. 佐々木翼, 三好未来. 第 4回一般社団法人 ICT マネジメント研究会学生小論文アワー

ド 優秀賞「AYA世代に対するメンタルヘルス不調予防ゲームの提案―SNS 利用におけ

るメンタルヘルス不調要因に着目して―」. 2023/08/04(オンライン). 
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7. 大田淳子. 第 15回日本不安症学会学術大会 若手優秀演題賞「閾値下社交不安の病態

解明のための脳機能解析」. 2023/05/19-20. 

8. Ohashi S. 8th Asian CBT Congress. Poster Presentation Awards (TrackⅢ-Cultural 

Adaptation of CBT and Current Trends). Feasibility study of an e-learning 

version of the “Journey of the Brave (JOB)” universal anxiety prevention 

program in Japan. 2024/03/02. 

9. 國石洋. 2023 年度日本神経化学会 奨励賞, 2023 年 7月． 

10. 謝敏カク. 福井大学男女共同参画推進功労者表彰 研究者奨励賞, 2024年 3 月. 

 

 

【特許】 

特許名：マルトリ予防® のためのマルトリ・リスクのスクリーニング支援プログラム 

出願日：令和 6 年 2月 7 日 出願番号：特願 2024-016968 

出願人：国立大学法人 福井大学 

発明者：友田明美, 伊達岡五月, 河田ナターシャ 

 

特許名：男児における精神神経疾患診断を補助するためのデータの取得方法およびキット 

出願日：令和 6 年 3月 21 日 出願番号：特願 2024-045289 

出願人：国立大学法人 福井大学, 国立大学法人 浜松医科大学, 株式会社リピドームラボ 

発明者：松﨑秀夫, 平井孝治, 土屋賢治, 中西広樹 
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＜委員会の活動実績＞ 

本事業は, すでに説明したとおり, 活動の実態は令和元年～令和 3 年度の「子どものこ

ころの研究センターから展開する国際研究拠点の形成と社会実装」の実質的な継続事業で

あり, 委員会構成もほぼ継続した形で活動した。 

拠点形成・推進委員会が事業の方針ならびに活動の大枠を決定し，事業を推進する役割

を担う。所掌事項として，各種委員会の構成立案，関連規程の制定，人事の決定（特任教

員の選考後の承認など），予算・決算の承認などがあげられる。事業の具体的な実施は，

拠点形成・推進委員会の下に設置された実行委員会が担い，事業の成果を含めた広報は，

同じく拠点形成・推進委員会の下の広報委員会が担う（112 頁参照）。さらに，本事業で

は，事業内容について専門家の立場で助言する組織としてアドバイザリーボードを設置

し，事業全体の活動評価は，独立した外部評価委員会がその任にあたる。 

 

① 拠点形成・推進委員会 

委員長 佐藤 真 

委員長は，役職指定として連合小児発達学研究科長が務め，5 大学から各校の副研究科

長が委員として参加した。 

事業の実行に関しては，拠点形成・推進委員会は，実行委員会を監督・指導すると位置

付けられており，その方針に沿って活動を行った。委員，関連規程並びに詳細な議事録は

3．資料の項を参照にされたい（131 頁，134～135 頁，141～142 頁）。 

 

 

② 実行委員会 

委員長 佐藤 真 

実行委員会では，本事業の特徴的な活動に対応する担当部会をその下に置き，その部会

の統括を行うとともに，国際シンポジウムなど部会をまたぐ事業の実施主体として活動し

た。本委員会の構成メンバーは 131 頁に掲載し，関連規程は別途示した（136～137 頁）。

本委員会は，各参加校における活動をもとに，より協働しての活動を推進した。なお，そ

れぞれの部会（共同研究推進・国際ハブ化推進部会，拠点化基盤推進部会，社会実装支援

部会，若手人材育成部会）については，別途部会長からの活動報告をまとめた。相互の関

係の深化を鑑み，共同研究推進・国際ハブ化推進部会，拠点化基盤推進部会を同時に開催

し，経費も両部会で合議のうえ用途を定め，活動した。昨年に引き続き国際シンポジウム

（アジア発達障がいコンソーシアム）も開催した。なお, 本シンポジウムは各国持ち回り

開催の予定で, 次年度はマレーシア（マラヤ大学）が主催する予定である。詳細について

は，(36～111 頁)を参照されたい。各校における活動については 114～129 頁に記載した 
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＜実行委員会 各部会別活動報告＞ 

 

 

共同研究推進・国際ハブ化推進・拠点化基盤推進部会 

        部会長 土屋賢治 

      部会長 橘 雅弥 

 

 令和５年度からの OU エコ事業においては, 昨年度同様, 共同研究推進・国際ハブ化推

進・拠点化基盤推進部会に再編して, 活動を行った。部会長は昨年度に引き続き, 浜松

校・土屋賢治特任教授, 大阪校・橘雅弥准教授の 2 名が務めた。部会員は, 部会長のほか, 

下野准教授・岡講師（大阪校）, 廣澤准教授・池田准教授（金沢校）, 千住教授・西村講

師（浜松校）, 浦尾講師・田口特任助教（千葉校）, 水野准教授・西谷特命講師（福井

校）の計 12 名で構成し, zoom による会合および適宜メール会議を開催した。 

令和５年度の活動においては, １) ５大学内の海外に向けた研究支援, 2) ５大学に所属

する研究者との共同研究支援, 3) 国際ハブ化の推進として, 令和元年度に形成したアジア

ネットワークの強化とこれを基盤とした共同研究の推進, 4) ５大学共通リソースの整備の

推進, を行った。 

  

1. 学外からの共同研究公募について 

前年度に引き続き, 学外研究者の提案による５大学との共同研究については，公募によ

り支援を行った。令和５年度の募集にあたり, 単年度で実施される研究の期間を可能な限

り長く設定できるよう, 令和５年１月 26 日に開催した部会において, 募集要項について

協議を行い, メール審議で文言を調整したうえで, 令和５年２月 13 日から令和 5 年 4 月

7 日まで, 募集を行った。前年度までは, 研究内容に応じて①単年度 15 万円 ②3 年まで

計 50 万円 の２通りの応募が可能としていたが, 協議の結果, 一件につき 50 万円までの

支援とすることに決定した。OU エコ事業, 連合小児発達学研究科および各大学子どもの

こころのセンターHP 上に掲載し, さらに国内の大学・研究施設に案内を送り, 公募を行

った（資料 1-1,1-2）。下記の１件の応募があり, 部会員で厳正に審査を行った結果, 採用

とした。 

 

・Norhamizan Banti Hamzah（University of Malaya, Malaysia 共同研究者：大阪大学 

橘 雅弥 准教授, 毛利育子准教授） 

「Sleep Disturbances of Children with Neurodevelopmental Disorders in Asian 

Countries: A Cross International Study」 

 

２．連合小児発達学研究科からの国際化に向けた研究支援 
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例年同様に, ５大学内における海外との共同研究に向けた試みに対する研究支援を令和

５年度も行った。１．学外からの共同研究公募と同様に, 1 件 50 万円までの支援とし

（資料２）, 令和 5 年 4 月 7 日の〆切までに, 計 10 件の応募があった。学外からの公募

と同様, 部会員による公正な審査の上, 下記の２件に対し支援をおこなった。 

 

・海地 伊沙名 （千葉校 大学院生） 

  「ブラジルのペロタス地域の小学校における子どものレジリエンス向上を目指した認

知行動療法(CBT)プログラムの実施可能性と効果の検証」 

・李 敏 （大阪校 大学院生） 

  「自閉スペクトラム症の言語認知に関わる脳神経ネットワークの特異性 – 多施設共

同・マルチモダリティーの脳画像解析に基づく–」 

 

３．令和５年度共同研究支援課題の報告会 

令和５年度に共同研究支援課題として採択した課題, および若手人材育成部会から支

援を行った課題について, 令和 4 年度までは年度末に採択課題の報告会を web 開催し

ていたが, 本年度より後述する事業主催の

国際シンポジウムにおいて, 支援課題の報

告セッションを設け, 国内だけでなく, アジ

ア・コンソーシアムの連携各国に対しても

その成果を発信した（資料 3-1）。また, 研

究報告書は, OU エコ事業 HP 上で公開する

予定である。（資料 3-2） 

 

４．令和６年度共同研究支援課題の公募 

 令和６年度の国際共同研究支援の要項について, 令和 6 年 1 月に部会でメール審議を

行い, 令和 6 年 1 月 30 日より同 3 月 29 日まで, 学外者からの連合小児発達学研究科所

属研究者との共同研究募集, および研究科学内者と外部研究者との国際化を目指した共

同研究について, それぞれ募集を行った（資料 4-1, 4-2, 4-3）。 

 

５．アジア・コンソーシアム形成と連携の推進について 

前事業に引き続き, Collaborative Research Network for Asian Children with 

Developmental Disorders (CRNACDD)において連携している東南アジア 4 か国（マレ

ーシア, フィリピン, タイ, インドネシア）の 4 施設と, 後述の国際レジストリの構築

を中心に連携を進めた。さらに各国における共同研究に関して, 連携 4 カ国の 4 施設を

ハブとして, ネットワークを広げ, 強化すべく活動を行った。 

i) マレーシア 
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令和 5 年 11 月 24 日に橘部会長, 大阪校山本助教, 石井特任助教, 弘前大学斉

藤まなぶ教授, 坂本唯衣講師（神経発達症レジストリ共同研究者）でマレーシ

ア・マラヤ大学医学部を訪問し, Norhamizan Hamzah 講師（国際化ユニット, 

リハビリテーション科）, Subhashini Jayanath 准教授（小児科）, Aida 

Sharinaz Ahmad Adlan 講師（精神科）らと会合を持ち, 現在進行中の国際共同

研究（国際神経発達症レジストリ, COVID-19 禍における神経発達症児と家族の

変化, 日本版小児睡眠質問票のマレーシアでの標準化と国際比較）についてディ

スカッションを行い, 今後の研究の進め方について方針を確認した。また本部会

の仲介により始まった弘前とマラヤ大学とのメンタルヘルス教材開発共同研究

についてのディスカッションを行い, スーパーバイズを行った。 

 Hamzah 講師は, 令和 6 年 3 月にクロスアポイントメントによる特任講師と

して大阪大学に招聘し, 橘部会長と共に, 大阪大学, 金沢大学および福井大学と

のミーティングを行って, 新たなアジアとの共同研究のシーズの掘り起こしを担

った。 

 さらに, 令和 6 年度中に開催予定の International Symposium for 

Collaborative Research Network for Asian Children with Developmental 

Disorders (CRNACDD) 2025 において, マラヤ大学が主催しホストを務めるこ

とになった。 

 

ii) タイ 

令和 5 年 3 月末に, 橘部会長, 水野委員（福井校）, 廣澤委員（金沢校）の 3

名でタイ・マヒドン大学を訪問した際に, マヒドン大学小児科 Annanit 

Visudtibahn 教授が会頭を務める令和 5 年 8 月に開催のアジア・オセアニア小

児神経会議（AOCCN2023）において, CRNACDD のセッションを企画するこ

とに同意し, 同会議において CRNACDD 関連のシンポジウムセッションを持っ

た。佐藤実行委員長, 橘部会長, 石井特任助教の 3 名が令和 5 年 8 月初旬, タイ

に渡り同会議に出席した。マヒドン大学小児科 Lunliya Thampratankul 准教授

の企画のもと, Thampratankul 准教授および大阪校・毛利育子准教授がそれぞ

れ講演をおこなった（毛利准教授は録画での講演）。またセッションの最後には, 

橘部会長が登壇して, CRNACDD のアジアでの連携について学会参加者に紹介

した。 

 マヒドン大学医学部ラマティボディ病院と大阪大学連合小児発達学研究科と

の間では, 令和 5 年 8 月末に学術交流協定を締結した。この協定に基づき, 令和

6 年 4 月 1 日より, マヒドン大学医学部小児科の発達小児科レジデント 2 名を 2

週間受け入れる予定である。令和 4 年度には大阪大学医学部の学部学生がマヒ

ドン大学医学部ラマティボディ病院小児科の発達小児グループで 1 週間の研修
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を行うにあたり, 本部会がその仲介・紹介を行った実績もあり, 若手人材交流が

進んでいる。 

 さらに令和 5 年度は, マヒドン大学に加えてプリンスオブソンクラー大学と

大阪大学との連携が進んだ。令和 5 年 4 月 5 日にプリンスオブソンクラー大学

小児科より Therdpong Thongseiratch 准教授, Nattaporn Tassanakijpanich 助

教と 8 名のコメディカルによる大阪校訪問があり, 大阪校の研究者とミーティ

ングを持ち, お互いの関心について確認した。令和 5 年 8 月 5 日にバンコクに

おいて, タイ訪問中の佐藤実行委員長, 橘部会長, 石井特任助教と, 

Thongseiratch 准教授, Tassanakijpanich 助教の 5 名で会合を持ち, 大阪校で行

ってきたコミュニティベースの短縮版ペアレントトレーニング（PT）の社会実

装について共同研究を行うこととなった。令和 6 年 2 月初旬には, 研究代表者

である石井特任助教と橘部会長がタイ南部ナコンシータマラート県を訪問し, 

Thongseiratch 准教授, Tassanakijpanich 助教らとともに現地コミュニティー

の一次から三次医療機関を視察して, 具体的な研究の問題点や方向性の確認を行

った。なお, 同研究は令和 6 年度二国間交流事業共同研究に採択され, 令和 6 年

度から本格的な社会実装研究を開始する予定である。 

 

iii) インドネシア 

令和 5 年 11 月初旬に, 橘部会長, 田口佳代子委員（千葉校）がインドネシア

大学医学部の Dr. Amanda Soebadi 及び Dr. Ivan Widjaja と国際神経発達症レ

ジストリをはじめとする共同研究に関する会合を持つためにインドネシアに渡

った。Dr. Soebadi が体調不良で欠席となったため, Dr. Widjaja と会合を持ち, 

Prof. Hardiono Pusponegoro と Dr. Widjaja が既に持っている ASD 患者のデー

タベースをレジストリに活用していくことになった。 

また, 田口委員が進めるジャカルタ日本人学校との共同研究, 千葉校波平百合

香さんがジャカルタ州立大学教育心理学部と進める共同研究について, それぞれ

を訪問しての研究ミーティングに橘部会長が同席し, 国際共同研究の遂行にあた

っての手続きなどについての助言を行った。 

 

     iv) フィリピン 

 令和 5 年度は, フィリピンへの訪問は行わなかったが, Philippines Children’s 

Medical Center（PCMC）Child Neuroscience Center 長及び発達神経科長で

ある Dr. Ermenilda L. Avendano, 小児神経科科長の Dr. Marilyn H. Ortiz, 発

達神経科医の Dr.Bernice Louise Ho-Jao と Zoom およびメールで国際神経発達

症レジストリの今後の解析と, 同国における睡眠質問票の標準化研究について

の意見交換を行った。 
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令和６年 1 月２６日には, 上記 4 カ国と, 事業開始より年 1 回開催している国際シン

ポジウム The 5th International Symposium for Collaborative Research Network for 

Asian Children with Developmental Disorders 2024 を, ハイブリッド形式で開催した

（後述）。 

 

v）欧米との連携について 

欧米の研究ネットワークとの協働を通じてアジア・コンソーシアムとの国際連 

携の水準を強化拡大する取り組みにも着手した。令和 5 年 4 月 28 日，土屋部会 

長が米国・Child Mind Institute を訪問し，臨床レジストリやコホートデータの共           

有，脳画像や遺伝子の共同解析に関する予備的な打ち合わせを行った。なお，

Child Mind Institute は，神経発達症に関する国際コンソーシアム形成（主として

北米，西欧）にイニシアティブをもっており，ENIGMA を主導した経験もある。

今回，同 Institute は日本を含むアジアとの大きなデータ連携に強い関心を示して

おり，今後，本部会が中心となってアジアと欧米をつなぐ役割を担うことも期待

される。 

 

６．国際共同研究の推進について 

a ）アジア共同臨床レジストリ（Asian Neurodevelopmental Disorder Registry; 

ANDy）の構築 

国内で参画している 5 大学の子どものこころのセンター及び弘前大学で, 臨床レジ    

ストリワーキンググループ（構成メンバー：大阪大学 橘部会長・菱谷特任助教, 金沢      

大学 廣澤部会員, 浜松医科大学 土屋部会長, 千葉大学 田口部会員, 福井大学 水野部        

会員, 弘前大学 斉藤教授・坂本講師）を構成し, zoom およびメール審議にて,  

REDCap システムを用いた共通レジストリ構築を継続して進めた。各大学の持つ診療    

情報を共通レジストリに登録していく枠組みについて, 菱谷特任助教、大阪大学医学

部附属病院データセンターと各大学のワーキンググループメンバー及び病院医療情報

部と協議しながら, 構築を進めた。海外でも症例登録が進んでおり, 令和 6 年 3 月現

在で, レジストリ登録症例数は国内約 2900, タイ約 330, マレーシア約 240, フィリピ

ン約 85 症例と着実に増えてきている。また, 令和 3 年度～令和 6 年度は, 部会メンバ

ーで, 科研費 国際共同研究加速基金（国際共同研究強化 B）「アジアの神経発達症～

表現型・背景因子・重症度と予後に関する共同レジストリ研究」(代表研究者：橘 雅

弥)を獲得している。令和 6 年度は, レジストリ登録されたデータを, 参加施設で分担

して解析を開始し, 国際共同論文としてまとめていく予定である。 

 

ｂ）子どもの眠りの質問票のアジア版作成 
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 事業開始当初から取り組んでいる, 日本版子どもの眠りの質問票（幼児版）のアジ

ア版作成と妥当性検証研究について, 事業連携相手との共同研究であり, 共同研究推

進・国際ハブ化推進部会で研究遂行のサポート・マネジメントを引き続き行った。すで

に標準化が完了し論文発表（Jayanath S et al., Pediatrics International 2022）を行っ

たマレーシアでは, 神経発達症患者の睡眠についてのデータ収集が完了し, 論文作成中

である。また, タイにおいては質問票の信頼性と妥当性の評価, および神経発達症児に

おけるデータ収集と解析が終了しており, 論文化を進めている。フィリピンでも標準化

作業を進めており, 今後同一尺度を用いた国際比較研究を進める予定である。 

 

ｃ）COVID-19 下の神経発達症患者に関する共同研究 

  令和 2 年に始まった COVID-19 流行に伴う社会的要請にこたえるため, 推進委員長

からのトップダウンでの「COVID-19 拡散のなか, アジアの重点機関（マラヤ大学, イ

ンドネシア大学, マヒドン大学, フィリピン小児医療センター）と協働し, COVID-19

下の子どものこころの問題に取り組んでいる取り組み」に対して, 令和 2 年度に研究支

援を行った。支援対象課題とした「新型コロナウイルス感染拡大下における発達障害を

もつ子どもの状況と発達支援ニーズに関する調査」（大阪大学山本助教・橘准教授, 金

沢大学吉村准教授・田中助教とマレーシア・マラヤ大学との共同研究）では, 令和 4 年

度, マラヤ大学の研究責任者 Dr. Ahmad Fauzi と大阪大学山本助教がそれぞれ, その成

果を論文発表した（Ahmad Fauzi et al., Asia Pac J Public Health, .2022, Yamamoto 

et al., Child Adolesc Psychiatry Ment Health, 2022)。令和 5 年度は, 両国のデータを

比較検討して社会提言に繋げるための研究についてのディスカッションを行い, 現在解

析中である。また, インドネシアにおいても同じ質問項目を用いた調査が既に完了して

おり, これらのデータを合わせた国際論文の作成を目指している。 

   

７．国際シンポジウムの開催 

第５回 Collaborative Research Network for Asian Children with Developmental  

Disorders 2024 国際シンポジウムの開催 

令和 6 年 1 月 26 日（金）に, 第 5 回

Collaborative Research Network for 

Asian Children with Developmental 

Disorders（CRNACDD）国際シンポジ

ウムを, 大阪会場と zoom によるハイブ

リッド形式で開催した（資料 3-1） 

タイ, マレーシア, フィリピン, イン

ドネシアからは web での参加があり, 各

国からそれぞれの国における共同研究の 
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進捗状況の報告, 各国で行っている研究の紹介と, 新たな共同研究の提案などがあっ

た。また, 国際レジストリの解析の方向性について橘部会長から説明と提案を行っ

た。令和 6 年度以降の年次国際シンポジウムについては, CRNACDD 構成 5 カ国で持

ち回りとすることを協議し, 令和 6 年度はマレーシア・マラヤ大学がホストをつとめ

ることになった。 

 

8．バイオリソースの整備・拠点化基盤強化 

令和 4 年度に, 国際共通レジストリの臨床情報と紐づける画像データについて, 既

存の連合小児発達学研究科のデータ共有サーバ（大阪大学医学部附属病院に設置）の

アップデートと拡充を行い, 画像データ共有のためのデータベース整備を進めた。令

和 5 年度には, 試験運用を経て，実際の運用を開始した。すなわち，データ共有サー

バと各大学を VPN でセキュアに接続し，膨大なデータを安全に保管しつつ容易に交

換できる態勢を確保した。そのプラットフォームは民生品（Google Chrome）の上に

作られており，拡張性も担保されている。すでに水野委員（福井校）を中心とした

MRI 画像データの保管と交換を含む共有が進められており，共同解析に供されてい

る。 

 

 ９．その他 

 令和 5 年度は, 従来の CRNACDD での連携国・連携施設だけではなく, 各国の他の

施設との連携, いままで連携していなかった国からの連携のオファーもあった。タイ

やインドネシアでの共同研究施設の拡大だけでなく, 中国・上海交通大学医学部附属

児童医院から連合小児発達学研究科大阪校への見学研修の依頼があり, 令和 5 年 10 月

に, 橘部会長が実施主担当者となって, JST の SAKURA 招聘プログラムでの 5 名の若

手医師の 1 週間の受入れを行った。同大学からは CRNACDD への参加希望もあり, 

現在対応を検討しているところである。 

令和 6 年度以降, アジア圏での国際連

携の拡大・強化に加えて, 欧米諸国との

連携を進め, 世界の中のアジアのハブ拠

点として活動を進めて行きたいと考えて

いる。 
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資料 1－1 令和 5 年度事業主体外の研究者と 5 大学の共同研究支援 公募要領 

 

2023（令和 5）年度 文部科学省教育研究組織改革分事業 

「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成と

OU エコシステムアジア展開」との共同研究支援 公募要領 

 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達

学研究科, 同研究科附属子どものこころの分子統御機構研究センター、金沢大学子どものこ

ころの発達研究センター、浜松医科大学子どものこころの発達研究センター、千葉大学子ど

ものこころの発達教育研究センター、福井大学子どものこころの発達研究センターで連携

して実施する文部科学省教育研究組織改革分事業「連合小児発達学研究科関連５大学子ど

ものこころの研究センターによる国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」は、国立

大学法人のなかで唯一、複数の大学が連合し、「科学的視点を持って子どものこころを健や

かに育てる」ための教育研究拠点です。 

本事業では、上記５大学内だけでなく、広く国内、海外の研究者・研究施設が、子どもの

こころを健やかに育てることを目指して行う多施設に依る共同研究の場として中核的役割

を果たし、国内外の研究者の要請に応えることを目指しております。  

そのため、大阪大学連合小児発達学研究科の構成５大学において蓄積されたリソースや

設備を活用して、研究者が広く、連合小児発達学研究科と共同し実施する研究を公募し、支

援します。 

   

公募事項 

1. 募集テーマ 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達

学研究科、研究科構成大学の子どものこころの発達研究センター（大阪大学は子どものここ

ろの分子統御機構研究センター、千葉大学は子どものこころの発達教育研究センター）にお

いて実施する、子どものこころに関する臨床研究・介入研究・基礎研究に関連するテーマ。 

５大学の持つ共通リソースや設備を活用した下記テーマに関する共同研究、及び事業主

体５大学外部の研究者からの自由な提案により、連合小児発達学研究科または５大学の子

どものこころの研究センター所属の研究者と共同で行う子どものこころに関する研究を募

集します。共同研究者には事業主体側の研究者（特任助教以上）を 1 名以上必ず含むように

してください。５大学による研究内容および研究者については、下記ホームページを参照し

てください。 

 

研究テーマ 

テーマ 1 脳とこころの表現型 
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（研究内容）神経発生、発達とその障害の分子メカニズム、ゲノム・エピゲノム・オ

ミクス研究、神経病理・神経薬理、発達と発達障がいのあらわれ・症候論など 

（事業側受入れ研究者） 

佐藤 真 教授（大阪大学）、片山泰一 教授（大阪大学）、横山 茂 教授（金沢大学）、

松崎秀夫 教授（福井大学）、橘 雅弥 准教授（大阪大学）、岡雄一郎 講師（大阪大

学）、吉村武 講師（大阪大学）、三好耕 助教（大阪大学）、謝 敏珏(ビンカク) 助教

（福井大学） 

テーマ２ こころの育ちとその支援 

（研究内容）子育て支援、ペアレントトレーニング、地域・学校支援、虐待、出生コ

ホート研究、認知行動療法、ことばとコミュニケーション、子どもの眠りと育ちなど 

（事業側受入れ研究者） 

友田明美 教授（福井大学）、清水栄司 教授（千葉大学）、毛利育子 准教授（大阪大

学）、藤野陽生 准教授（大阪大学）、西村倫子 特任講師（浜松医科大学）、浦尾悠子 

特任講師（千葉大学）、山本知加 助教（大阪大学）、吉崎亜里香 特任助教（大阪大学）、

石井篤子 特任助教（大阪大学）、田中早苗 特任助教（金沢大学） 

テーマ３ 子どものこころの計測とその基盤 

（研究内容）脳画像（MEG、MRI）、睡眠、視線、発達と発達障害のバイオマーカー、

評価尺度開発、機械学習と人工知能、子どものこころ研究の ELSI（ethical, legal and 

social issues）など 

（事業側受入れ研究者） 

谷池雅子 特任教授（大阪大学）、土屋賢治 特任教授（浜松医科大学）、千住 淳 教授

（浜松医科大学）、平野好幸 教授（千葉大学）、下野九理子 准教授（大阪大学）、水

野賀史 准教授、池田尊司 准教授（金沢大学） 

  

 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達学

研究科 

 http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/ 

大阪大学連合小児発達学研究科附属子どものこころの分子統御機構研究センター 

 http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/kokoro/ 

金沢大学子どものこころの発達研究センター 

 http://kodomokokoro.w3.kanazawa-u.ac.jp/ 

浜松医科大学子どものこころの発達研究センター 

 https://rccmd.net 

千葉大学子どものこころ発達教育研究センター 

 http://www.m.chiba-u.ac.jp/class/rccmd/ 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/
http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/kokoro/
http://kodomokokoro.w3.kanazawa-u.ac.jp/
https://rccmd.net/
http://www.m.chiba-u.ac.jp/class/rccmd/
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福井大学子どものこころの発達研究センター 

 http://www.med.u-fukui.ac.jp/CDRC/welcome.html 

 

2. 申請資格者 

日本国内および海外の大学並びに研究機関、または医療機関に所属する教員・研究者・

医師・コメディカル 

 

3. 研究期間 

2023（令和 5）年 4 月 1 日から 2024（令和 6）年 3 月 31 日まで（次年度の再申請に

よる延長可） 

 

4. 申請方法 

申請書の様式は、上記 連合小児発達学研究科ホームページ、事業主体５大学の子供

のこころのセンターホームページ、または以下の事業ホームページよりダウンロードし

て取得して下さい。 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html 

本研究支援を希望される方は、募集テーマの受入教員（連合小児発達学研究科・子ど

ものこころの発達研究センター所属）と研究課題、研究計画、必要経費等について事前

に打ち合わせを行ったうえ、申請してください。 

研究分野・所属教員・研究の概要等は、以下のホームページをご覧ください。 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/access/ 

   適当な受け入れ教員が見つからない場合や、希望の受入教員との事前打ち合わせに

ついての調整を希望される場合は、６．申請書提出先に記載された担当までご連絡くだ

さい。 

   作成した申請書は、e-mail または郵送にて 「6．申請書提出先」に記載の提出先に

提出してください。 

5.   申請書提出期限 

  2023（令和 5）年 3 月 17 日（金）17 時必着 

 

 

6. 申請書提出先 

大阪大学大学院連合小児発達学研究科 

共同研究推進・国際ハブ化推進・拠点化基盤推進部会 

部会長：橘 雅弥（大阪大学 准教授）、土屋賢治（浜松医科大学、特任教授） 

E-mail：kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp 

電話 06-6879-3863 

http://www.med.u-fukui.ac.jp/CDRC/welcome.html
http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html
http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/access/
mailto:kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp
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住所 〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-2 

 

7. 採択基準 

応募いただいた提案は以下の基準を以って評価し、採否を決定します。 

(1) 連合小児発達学研究科および５大学の子どものこころの研究センターで行っ

ている子どものこころの発達研究をさらに飛躍させるものであること 

(2) 研究実現の可能性が高く、研究の中で子どものこころのセンターが果たす役割

が明確であること 

(3) 国際化の視点を持った研究であること 

(4) 先端的もしくは社会への還元・貢献が期待できる研究であること 

(5) 本事業の趣旨にかなう内容であること 

(6) 倫理的な問題のない研究であること 

※事業の趣旨については、下記の HP を参照してください。 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html 

 

8. 採否 

1~2 件程度の採択を予定しています。 

共同研究の採否は、「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センター

による国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」事業 共同研究推進・国際ハブ化推

進・拠点化基盤推進部会で審議決定し、本事業実行委員会で承認後、申請者へ直接通知し

ます。 

 

９． 研究経費 

短期支援課題については、1 件につき 50 万円を上限として、共同研究に必要な研究経

費について、「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる国

際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」事業で負担します。必要な研究経費のうち、

支援可能な項目は、共同研究にかかわる旅費、および事業側が支出に同意した物品購入費

等とします。 

 

１０． 遺伝子組み換え実験、動物実験、ヒト及びヒトから得られた標本を対象とする研究、

ヒトへの介入研究、ヒトゲノム・遺伝子解析研究等 

 研究において遺伝子組み換え実験、動物実験等を５大学のいずれかで実施する場合、ま

たヒトから得られた標本を用いた研究、ヒトへの介入研究、ヒトゲノム・遺伝子を扱う研

究等では、研究の遂行にあたって、当該大学において申請手続きや倫理審査・承認が必要

となります。 

 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html
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１１． 研究成果の報告 

共同研究代表者には、研究の進捗状況や成果について、令和 6 年 2 月~3 月に開催する本

事業の国際シンポジウムにて英語でご報告いただきます。詳細については、採択後にお知

らせします。 

 

１２． 共同研究報告書の提出 

研究代表者は、令和 5 年度の研究成果を A4 版２－３枚程度にまとめ、2024（令和 6）

年 4 月 30 日までに、「６．申請書提出先」へ提出してください。長期支援対象者は年次報

告を提出してください。 

報告書の著作権は公衆送信権を含めて「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこ

ころの研究センターによる国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」事業を実施して

いる各大学の子どものこころの研究センター（大阪大学連合小児発達学研究科附属子ども

のこころの分子統御機構研究センター、金沢大学子どものこころの発達研究センター、浜

松医科大学子どものこころの発達研究センター、千葉校大学どものこころの発達教育研究

センター、福井大学子どものこころの発達研究センター）に帰属いたしますので、ご了承

ください。 

※報告書の記載方法などについては、後日連絡します。 

 

１３． 論文の提出 

本共同研究の成果を論文として発表される場合には、謝辞として「文部科学省教育研究

組織改革分事業・連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる

国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」による旨の文章を記載してくださることを

お願いいたします。その際、別刷り 1 部を「6．申請書提出先」へ提出してください。  

 

１４． 知的財産権の取り扱い 

大阪大学共同研究規程を準用します。 

http://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000471.html 

 

１５． 事故対応等 

共同研究が採択され、学生が参画する場合は、「学生教育研究災害障害保険」等に必ず 

加入し、所属機関の助教以上の教員、もしくは、連合小児発達学研究科、各大学の子ども

のこころの研究センターの教員の監督下にて実験等を実施してください。 

 

１６． 前年度採択者の再申請 

前年度に本事業での共同研究に対する支援を受けている場合にも、次年度に改めて共同 

研究申請を行うことができます。他の申請と同様に、厳正な審査を行い、再度採択された

http://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000471.html
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場合には、次年度にも継続して共同研究支援を受けることができます。 

 

１７．問い合わせ先 

大阪大学大学院連合小児発達学研究科 

共同研究推進・国際ハブ化推進・拠点化基盤推進部会 

部会長：橘 雅弥（大阪大学 准教授）、土屋賢治（浜松医科大学、特任教授） 

E-mail：kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp 

電話 06-6879-3863 

住所 〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-2 

 

  

mailto:kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp
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資料 1-2 令和 5 年度事業主体外の研究者と 5 大学の共同研究支援 公募要領（英語版） 

 

Information and Call for Collaborative Research Partners for FY2023 

With the Collaborative Research Network for Asian Children with Developmental Disorders  

Under MEXT Policy Initiative  

 

The Collaborative Research Network for Asian Children with Developmental Disorders is a 

unique initiative among national universities in Japan. It is an education research network set up 

by several national universities that have come together to promote mental health in children, with 

a scientific focus. This is a project initiative of the Japanese Government’s Ministry of Education, 

Culture, Sports, Science and Technology (MEXT). Participating universities and centers are 

Osaka University United Graduate School of Child Development, Osaka University, Kanazawa 

University, Hamamatsu University School of Medicine, Chiba University and University of Fukui 

(“UGSCD”), Molecular Research Center for Children’s Mental Development, United Graduate 

School of Child Development, Osaka University, Research Center for Child Mental Development, 

Kanazawa University, Research Center for Child Mental Development, Hamamatsu University 

School of Medicine, Research Center for Child Mental Development, Chiba University, and 

Research Center for Child Mental Development, University of Fukui. 

The project goes beyond the bounds of the five academic institutions named above. The 

Network is to play a key role as a hub for collaborative research aimed at promoting the mental 

health of children, with participation from other Japanese and non-Japanese institutions, 

international researchers and research centers around the globe. The Network aims to respond to 

the requests and needs of Japanese as well as international researchers. 

To this end, the Network is calling for research partners who will work in collaborative research 

with the five universities that comprise UGSCD. The collaboration will utilize the resources and 

facilities that have been acquired and created at these centers and research support and funding 

will be made available. Potential research partners from far and wide are invited to apply to 

undertake collaborative research.  

 

General Information for Applicants 

1.    Research Topic 

The research topic for application should be relevant to clinical/ interventional/ basic research 

on child mental development conducted at UGSCD and the research centers of Network member 

institutions (The center at Osaka University will be Molecular Research Center for Children’s 

Mental Development, United Graduate School of Child Development, Osaka University, and the 

center at Chiba University will be Research Center for Child Mental Development, Chiba 
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University).  

 

 

  Collaborative research which will utilize the resources and facilities that have been 

acquired and created at Osaka University UGSCD and 5 centers of the participating 

universities in Japan.  

General Collaborative Project themes will be proposed freely by researchers outside the 

Network of Japan. The proposal should include at least one researcher (Prof / Assoc. prof. Asst. 

prof.) of UGSCD or the 5 universities participating the Network.  

Please refer to the following websites for the research being undertaken at each institution 

and the belonging researchers. 

 

List of research topics 

Theme 1  Brain and behavioral phenotypes in children and adolescents 

(Topics) Neurogenesis; Molecular mechanisms of mental development/disorders; Genomics 

/ epigenomics / other omics studies; Neuropathology; Neuropharmacology; Phenotypes and 

symptomatology of normal/abnormal mental development, etc.  

(Collaborative researchers from the Network in 2021) 

SATO Makoto (Professor, Osaka U), KATAYAMA Taiichi (Professor. Osaka U), 

YOKOYAMA Shigeru (Professor, Kanazawa U), MATSUZAKI Hideo (Professor, Fukui 

U), TACHIBANA Masaya (Assoc. Professor, Osaka U), OKA Yuichiro (Lecturer, Osaka U), 

YOSHIMURA Takeshi (Lecturer, Osaka U), XIE Min-Jue (Assist. Professor, U Fukui), 

MIYOSHI Ko (Assist. Professor, Osaka U),  

Theme 2  Mental development and support for development 

(Topics) Parenting support and interventions; Regional childcare / school support; Child 

abuse; Birth cohort study; Cognitive behavioral therapy; Language and communication, etc.  

(Collaborative researchers from the Network in 2021) 

TOMODA Akemi (Professor, U Fukui), SHIMIZU Eiji (Professor, Chiba U), MOHRI Ikuko 

(Assoc. Professor, Osaka U), FUJINO Haruo (Assoc. Professor, Osaka U), NISHIMURA 

Tomoko (Lecturer, Hamamatsu U Sch Med), URAO Yuko (Lecturer, Chiba U), 

YAMAMOTO Tomoka (Assist. Professor, Osaka U), YOSHIZAKI Arika (Assist. Professor, 

Osaka U), ISHII Atsuko (Assist. Professor, Osaka U) ,TANAKA Sanae (Assist. Professor, 

Osaka U) 

Theme 3  Measurement of brain and mind in children and adolescents 

(Topics) Brain studies using imaging techniques (e.g. MRI, MEG); Sleep studies; Eye gaze 

studies, Biomarkers of neurodevelopment and neurodevelopmental disorders; Psychometric 

studies; Artificial intelligence; ELSI (ethical, legal and social issues) in researches of child 

mental development, etc. 

(Collaborative researchers from the Network in 2021) 

TANIIKE Masako (Professor, Osaka U), TSUCHIYA Kenji (Professor, Hamamatsu U Sch 

Med), HIRANO Yoshiyuki (Professor, Chiba U), KAGITANI-SHIMONO Kuriko (Assoc. 

Professor, Osaka U), MIZUNO Yoshifumi (Assoc. Professor, Kanazawa U), IKEDA 
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Takashi (Assoc. Professor, Kanazawa U) 

 

Osaka University UGSCD 

 http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/ 

Molecular Research Center for Children’s Mental Development, United Graduate School of 

Child Development, Osaka University 

 http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/kokoro/ 

Research Center for Child Mental Development, Kanazawa University 

 http://kodomokokoro.w3.kanazawa-u.ac.jp/ 

Research Center for Child Mental Development, Hamamatsu University School of Medicine 

     https://rccmd.net/ 

Research Center for Child Mental Development, Chiba University 

 http://www.m.chiba-u.ac.jp/class/rccmd/ 

Research Center for Child Mental Development, University of Fukui 

 http://www.med.u-fukui.ac.jp/CDRC/welcome.html 

 

2. Eligibility 

Teaching staff, researchers, graduate school students, physicians and co-medical professionals 

of universities and research institutions or healthcare institutions in Japan and other countries 

 

3. Research Timeframe 

From April 1, 2023 to March 31, 2024 (Possible extension into the following fiscal year upon 

reapplication)  

 

4. Application Procedure 

Use the application form available from the websites of Osaka University UGSCD and the 

research centers listed above or the project webpage below. 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html 

Applicants for this research support and funding should first liaise with the relevant prospective 

academic collaborator belonging to the respective Network member research institution, and 

discuss the theme, plan, and research expenses beforehand. 

Please refer to the following webpage or the websites listed above for information on the 

research domain, faculty/staff members and details of ongoing research. 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/en/ 

If the applicant has difficulties in finding relevant collaborator at the research institution of 

choice, or wishes to discuss the collaboration with the prospective academic collaborator, please 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/
http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/kokoro/
http://kodomokokoro.w3.kanazawa-u.ac.jp/
https://rccmd.net/
http://www.m.chiba-u.ac.jp/class/rccmd/
http://www.med.u-fukui.ac.jp/CDRC/welcome.html
http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html
http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/en/
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e-mail the Application Contact given in Section 6. 

  Submit the completed application form by e-mail or by post to the Application Contact given 

in Section 6. 

 

5. Application Deadline 

No later than 17:00 hrs (JST) on Friday , March 17, 2023. 

 

6. Application Contact 

Committee of Collaborative Research Promotion / Globalization / Joint Resource Promotion  

 Chair: TACHIBANA Masaya, Osaka Univ., Assoc. Professor or  

Chair: TSUCHIYA Kenji, Hamamatsu Univ. School of Med., Professor 

Collaborative Research Network for Asian Children with Developmental Disorders 

United Graduate School of Child Development, Osaka University 

E-mail:  kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp 

Phone:  +81-6-6879-3863 

Address:  2-2, Yamadaoka, Suita-shi, Osaka 565-0871, Japan 

 

7. Review of Research Proposal 

Research proposals submitted will be reviewed under the criteria listed below. The successful 

application shall: 

(1) Further drive forward and enhance the developmental research undertaken at UGSCD 

and the five-member university research centers. 

(2) Be highly practicable and have a clearly defined role to play in the ongoing work at the 

relevant research center. 

(3) Have a global perspective and scope of application 

(4) Be pioneering or have the potential of benefiting/contributing to society at large 

(5) Fulfil the purpose and mission of the project initiative 

(6) Be ethically acceptable 

*Please refer to the webpage below for the purpose and mission of the project initiative. 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html 

 

8. Successful Applications 

Adoption of one or two applications in total is planned. Adoptive decisions will be made upon 

deliberation by the executive committee of the Network after reviewed by Collaborative Research 

Promotion/Globalization Subcommittee and Joint Resource Promotion Subcommittee. The 

successful applicants will be contacted directly by the Network.  

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html
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9. Expenses 

Research expenses required for the collaborative research shall be paid for with project 

funding from the Network up to a maximum of 500,000 JPY per adopted project. The items which 

will be paid are travel expenses and purchase of materials for which the Network agree to pay 

beforehand.   

 

10. Research Using Genome-Editing Techniques / Animals / Human Samples, Research 

with Intervention to Human and Analysis of Human Genome / Genes 

If the adopted research plan includes genome-editing, animal experiments, use of human 

derived samples, intervention to human subjects, and human genome analysis at institute within 

the Network, review and approval from the relevant committee (IRB, IACUC, etc) of the Network 

institute are necessary. The recipient of this funding and the collaborator inside the network shall 

submit necessary application for approval to the relevant committee of the institutes where the 

network collaborator belongs, before the recipient starts applicable experiments or research.  

  

11. Presentation at Research Liaison Conference 

The successful recipient of the research collaboration funding shall report on the progress and 

results of the research in English at the international symposium which will be held around 

February or March 2024. Detailed information will be given after application approval. 

 

12. Collaborative Research Report 

The principal investigator shall submit a summary of the research results for FY 2023. This 

shall be a report covering 2 to 3 pages of A4 paper. The report should be submitted by April 30, 

2024 to the UGSCD contact given in Section 6 above. 

The copyright of the report, including the right of public transmission, shall be the property 

of the research centers of each university undertaking the project belonging to the Collaborative 

Research Network for Asian Children with Developmental Disorders (namely, Molecular 

Research Center for Children’s Mental Development, United Graduate School of Child 

Development, Osaka University, Research Center for Child Mental Development, Kanazawa 

University, Research Center for Child Mental Development, Hamamatsu University School of 

Medicine, Research Center for Child Mental Development, Chiba University, and Research 

Center for Child Mental Development, University of Fukui). 

*Format and other instructions on compiling the report will be made available at a later date. 

 

13. Publication of Research Paper 
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    The research representative should summarize the research results of FY2023 on about 2-3 

pages of A4 size and submit it to the contact address given in section 6 by April 30, 2024.  

If the findings of this collaborative research are to be published, the paper should carry the 

following sentence as acknowledgement: “This study was supported by the Collaborative 

Research Program of the Collaborative Research Network for Asian Children with 

Developmental Disorders: MEXT Policy Initiative FY2023, under joint research conducted 

through the initiative.” Please submit a printed copy of the paper to the contact address given in 

Section 6. 

 

14. Intellectual Property Rights 

Regulations on Collaborative Research at Osaka University will apply to the handling of 

intellectual property rights.  

http://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000471.html 

 

15. Health and Safety Provision 

After approval of the research project, if students are recruited to participate in the research, 

insurance must be taken out (e.g. Accidents and Disasters Insurance for Students in Education 

and Research). Experiments must be conducted under the supervision either of a member of the 

institution concerned who is of assistant professor position or higher, or a faculty member of 

UGSCD, research centers of member universities. 

 

16. Reapplication for Research Funding 

Even if funding has been received for collaborative research in one fiscal year, application 

can be made for collaborative research funding in the following fiscal year. The application will 

be considered carefully alongside other applications. If your application is successful, funding for 

the collaborative research will continue for the new fiscal year. 

 

17. Contact Us 

Committee of Collaborative Research Promotion / Globalization / Joint Resource Promotion  

 Chair: TACHIBANA Masaya, Osaka Univ., Assoc. Professor or  

Chair: TSUCHIYA Kenji, Hamamatsu Univ. School of Med., Professor 

Collaborative Research Network for Asian Children with Developmental Disorders 

United Graduate School of Child Development, Osaka University 

E-mail:  kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp 

Phone:  +81-6-6879-3863 

Address:  2-2, Yamadaoka, Suita-shi, Osaka 565-0871, Japan 

http://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000471.html
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資料 2   令和 5 年度 5 大学から海外に向けた共同研究支援 公募要領 

 

2023（令和 5）年度 文部科学省教育研究組織改革分事業 

「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成と

OU エコシステムアジア展開」 

海外共同研究支援 支援プロジェクトの募集について 

 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達

学研究科、同研究科附属子どものこころの分子統御機構研究センター、金沢大学子どものこ

ころの発達研究センター、浜松医科大学子どものこころの発達研究センター、千葉大学子ど

ものこころの発達教育研究センター、福井大学子どものこころの発達研究センターで連携

して実施する文部科学省教育研究組織改革分事業「連合小児発達学研究科関連５大学子ど

ものこころの研究センターによる国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」では、５

大学内だけでなく、広く国内、海外の研究者・研究施設が、子どものこころを健やかに育て

ることを目指して行う多施設に依る共同研究の場として中核的役割を果たし、全国の研究

者の要請に応えることを目指しております。  

そのため、大阪大学連合小児発達学研究科の構成５大学のこころの発達研究センターに

おいて現在進行中もしくは今後行われる国際化を目指した研究に対し、これを支援します。 

   

募集要項 

１．募集テーマ 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発 

達学研究科、研究科構成大学の子どものこころの発達研究センター（大阪大学は子どもの

こころの分子統御機構研究センター、千葉大学は子どものこころの発達教育研究センタ

ー）において実施する、国際化（アジア地域を対象としたものが望ましい）を目指す臨床

研究もしくは基礎研究。ただし国際化はアジア以外の地域を対象としたものでも応募可。

現在進行中のものでも、今後実施する予定のものでも良い。 

 

２．応募資格者 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発 

達学研究科、研究科構成大学の子どものこころの発達研究センター（大阪大学は子どもの

こころの分子統御機構研究センター、千葉大学は子どものこころの発達教育研究センタ

ー）に所属する、教員、大学院生、研究員等。 

 

３．応募方法 

所定の申請書（様式１）に必要事項を記載して、下記申請書提出先に E メールに添付
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してご提出ください。 

 

４.   申請書提出期限  

  2023（令和 5）年 3 月 17 日（金）17 時必着 

 

５． 申請書提出先 

大阪大学大学院連合小児発達学研究科 

共同研究推進・国際ハブ化推進・拠点化基盤推進部会  

部会長 橘 雅弥（大阪大学）、土屋賢治（浜松医科大学） 

E-mail：kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp 

電話 06-6879-3863 

住所 〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-2 

 

６． 支援基準 

応募いただいた提案は以下の基準を以って評価し、支援の可否を決定します。 

(1) 連合小児発達学研究科および５大学の子どものこころの研究センターで行ってい

る子どものこころの発達研究をさらに飛躍させるものであること 

(2) 国際化（特にアジア地域）の視点を持った研究であること 

(3) 倫理的に問題のない研究であること 

(4) 本事業の主旨にかなう内容であること 

(5) 当該年度中に支援を受けた額の執行が可能であること 

(6) 本事業の発展に寄与する内容であること 

 

７． 採否 

令和 5 年度は 2~3 件の採択を予定しています。採否は、「連合小児発達学研究科関連５

大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」

事業共同研究推進・国際ハブ化推進・拠点化基盤推進部会で審議決定し、実行委員会で

承認後、申請者へ直接通知します。 

 

８． 支援内容 

研究に必要な備品等購入費、海外との連携のための旅費などを支援します。支援額は 1

件につき上限 50 万円までとします。 

 

９． 研究成果の報告 

研究代表者には、研究の進捗状況や成果について、令和 6 年 2 月~3 月に開催する東南

アジア連携機関との国際シンポジウムにてご報告いただきます。詳細については、採択
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後お知らせします。 

 

１０． 研究報告書の提出 

研究代表者は、令和５年度の研究成果を A4 版２-３枚程度にまとめ、2024（令和 6）

年 4 月 30 日までに「１２．報告書提出先」へ提出してください。 

報告書の著作権は公衆送信権を含めて「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこ

ころの研究センターによる国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」事業を実施し

ている各大学の子どものこころの研究センター（大阪大学連合小児発達学研究科附属子

どものこころの分子統御機構研究センター、金沢大学子どものこころの発達研究センタ

ー、浜松医科大学子どものこころの発達研究センター、千葉校大学どものこころの発達

教育研究センター、福井大学子どものこころの発達研究センター）に帰属いたしますの

で、ご了承ください。 

※報告書の記載方法などについては、後日連絡します。 

 

１１． 前年度採択者の再申請 

前年度に本支援を受けている場合にも、次年度に改めて研究支援への応募ができます。

他の申請と同様に、厳正な審査を行い、再度採択された場合には、次年度にも継続して

研究支援を受けることができます。昨年度長期支援に採択されている場合にも、応募は

可能ですが、長期支援を終了して令和 5 年度の支援を受ける形をとっていただきます。 

 

１２． 報告書提出先（問い合わせ先） 

  大阪大学大学院連合小児発達学研究科 

共同研究推進・国際ハブ化推進・拠点化基盤推進部会  

部会長 橘 雅弥（大阪大学）、土屋賢治（浜松医科大学） 

  e-mail：kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp 

    電話： 06-6879-3863 （平日 9 時~17 時） 

  住所：〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-2 

  

mailto:kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp
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資料 3-1  令和 5 年度国際シンポジウム（兼共同研究支援課題報告会）プログラム 

 

 

The 5th International Symposium for CRNACDD 

2024 

 

Date and Time:  26st (Fri.) January 2024  

  12:00-15:30(JST)  【10:00-13:30(WIB, ICT), 11:00-14:30 (MYT, PST)】 

Participants:     <Japan> Osaka University, Kanazawa University, Hamamatsu  

University School of Medicine, Chiba University, and University 

of Fukui 

<Overseas> University of Malaya, Philippine Children’s Medical 

Center, Mahidol University and Universitas Indonesia 

Online (Zoom):        

https://zoom.us/j/94736395658?pwd=ZGJBOTdjR09pa0xKaitORzRjVng

5UT09 

ID:  947 3639 5658    

Passcode:  451398 

(Osaka university: Conference room, 2F. Icho-Kaikan, Graduate  

School of Medicine/Faculty of Medicine) 

 

PROGRAM 

◇12:00 -12:05 (JST)   OPENING REMARKS                                    

Makoto Sato, Professor, Dean of UGSCD, Osaka University 

 

◇12:05 -13:20    ANNUAL REPORT 1                                            

 

https://zoom.us/j/94736395658?pwd=ZGJBOTdjR09pa0xKaitORzRjVng5UT09
https://zoom.us/j/94736395658?pwd=ZGJBOTdjR09pa0xKaitORzRjVng5UT09


 

- 59 - 

        Chair: Hideo Matsuzaki, 

Professor, Vice Dean of UGSCD, University of Fukui             

   

◆ 12:05 -12:55 《JAPAN (UGSCD)》 

 Verification of the effectiveness of a cognitive behavioral therapy 

(CBT) program 

aimed at improving children's resilience in Brazilian schools 

Isana Kaichi, Chiba University  

 

Altered Topological Organization of Language Networks in Autism 

Spectrum Disorder: a Graph Theory Study 

 Li Min, Osaka 

University 

 

Correlation Analysis of Soluble Epoxide Hydrolase in Cord Blood and 

Postnatal Autism Spectrum Disorder Characteristics - Interim report - 

Natsuki Hata, University of Fukui 

 

An Examination of Factors Influencing Chinese Children's Sense of 

School Adjustment in Japan 

Li Shuming, Kanazawa University 

 

Social implementation of parent training for ADHD children in Thailand. 

Dr. Atsuko Ishii, Asst. Professor, Osaka University 

 

◆ 12:55 -13:20《University of Malaya》 

 A Preliminary Analysis of Sleep Disturbances among 

Neurodevelopmental Disorders Children and Neurotypical Children: A 

Case-Control Study in A Single Tertiary Hospital of Malaysia  

Dr. Pong Mei Yin 

 

Data update on registry - Malaysia Data  

Dr. Subhasini Jayanath, Assoc. Professor 
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<BREAK TIME: 13:20-13:30> 

 

◇13:30 -14:50   ANNUAL REPORT 2                                              

 Chair: Kenji J. Tsuchiya, 

Professor, Vice Dean of UGSCD, Hamamatsu University School of Medicine 

 

◆ 13:30 -14:00 《Philippine Children’s Medical Center》 

Update on the Philippine's Asian Neurodevelopmental Disorders 

Registry 

    Dr. Ermenilda L. Avendaño, Head, Child Neuroscience Division 

  

Update on the Use of the Japanese Sleep Questionnaire ( Filipino 

version) in the Screening for Sleep Disorders in Typicallly Developing 

Children and in Children with Neurodevelopmental DIsorders in the 

Preschool Age Group 

    Dr. Bernice Louise Ho-Jao 

  

Neurodevelopmental Outcomes of Pediatric Patients with anti-NMDAR         

 encephalitis diagnosed and managed at the Philippine Children’s 

Medical  

Center 

     Dr. Marilyn H. Ortiz, Head, Section of Child Neurology 

 

◆ 14:00 -14:25 《Mahidol University》  

Developmental outcome in children born to mothers with high risk 

pregnancy 

and gestational OSA.  

Dr. Lunliya Thampratankul, Assoc. Professor 

 

Effectiveness of music therapy on sleep problem in children with 

autism 
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 spectrum disorder: A randomized waitlist-controlled trial.  

Dr. Jariya Chuthapisith, Assoc. Professor 

 

◆ 14:25 -14:50 《Universitas Indonesia》  

Post-COVID-19-pandemic adaptations in children with neurologic and 

neurodevelopmental disorders 

Dr. Amanda Soebadi 

 

Preliminary results: Fine-tuning of a neurological soft signs test battery 

as a diagnostic tool for developmental coordination disorder  

Dr. Amanda Soebadi 

 Dr. Lisa Safira 

                               

<BREAK TIME: 14:50-15:00> 

 

◇15:00 -15:25   CRNACDD MEETING & DISCUSSION                                                    

Facilitator: Masaya Tachibana, Assoc. Professor, Osaka University 

 

Discussion about proposal for new collaborative research 

Discussion about Registry 

                                                 

◇15:25-15:30   CLOSING REMARKS                                           

 Taiichi Katayama, Professor, Osaka University 
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資料 3-2  令和 5 年度共同研究支援課題報告書 

 

氏名

所属大学名

職位

研究題目

長期支援（3年）　　　　年目

成果（論文発表等）

本年度の内容報告

　本年度は、子どものレジリエンス向上を目指した認知行動療法(CBT)プログラム

「レジワールドの冒険」を開発し、ポルトガル語版ワークブックの作成が完了し

た。プログラムは、全9回（45分/回）である。第1回の目的は、レジリエンスの概

念理解である。第2回は基本感情を理解する内容である。第3回は行動活性化、強み

に関するワーク、感謝のワークを通じて、よい気持ちの増やし方を学ぶ。第4回で

は、気持ちと体の関係を理解できるようになり、リラックス法も学ぶ。第5回は、

認知行動モデルを用いて、考え、気持ち、体の反応、行動を整理する方法を学ぶ。

第6回は、認知再構成についてである。第7回は、自分への思いやりをもった話し方

を知るためのコンパッションのワークが中心である。第8回では問題解決法を学

び、第9回は全体のまとめとなる。

　本プログラムの対象は小学5,6年生であり、子どもに向けた工夫が3点ある。ま

ず、子どもが楽しみながらプログラムに取り組むために、漫画やキャラクターを使

用している。子どもたちに興味を持ってもらえるように、導入には漫画を使用し、

ストーリー性のあるプログラムとした。具体的には、自分のパートナーとなるキャ

ラクターとともにレジワールドを冒険して進むことで、レジリエンスを高めていく

ことができる。次に、子どもにとって分かりやすいプログラムとなるよう、身近な

具体例をキャラクターによって提示している。子どもたちは、キャラクターの例を

参考に、ワークを進めていくことができる。最後に、各回にご褒美シールを用意し

ている。認知行動療法では、ホームワークに取り組むことで効果が高まることが、

これまでの研究成果より知られている。そのため、本プログラムでは各回にホーム

ワークを用意している。子どもたちのホームワークに対するモチベーションを高め

るために、ホームワークに取り組んでくれた子どもには各回ごとにご褒美シールを

配布する予定である。

　また、英語版の指導者用マニュアルを完成させることができた。ポルトガル語へ

の翻訳に関しては、共同研究者であるペロタス大学に依頼中である。次年度は、心

理もしくは心理学部の大学院生がプログラム指導者となる予定である。指導者マ

ニュアルには、認知行動療法に関する解説やプログラムの進め方を詳細に記載し

た。

　さらに、倫理審査申請書類を完成させることができた。まずは、ペロタス大学に

て倫理審査を通過し、その後千葉大学の倫理審査に申請する予定である。

なし

共同研究支援報告書

海地　伊沙名

千葉大学

特任研究員

ブラジルのペロタス地域の小学校における子どものレジリエンス向上を目指した認知行動
療法(CBT)プログラムの実施可能性と効果の検証

短期支援（1年）
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氏名

所属大学名

職位

研究題目

長期支援（3年）　　　　年目

成果（論文発表等）

備考

本年度の内容報告

    自閉スペクトラム症 (Autism Spectrum Disorder: ASD)には、言語発達遅滞や言語理
解能力の低下が診療の主訴及び主な合併症状として頻繁に見られている。脳神経回路の結
合性の異常は、ASDの言語認知問題を引き起こす神経基盤であると考えられている。しか
し、従来の脳画像研究では、サンプルサイズの規模不足や画像データへの統制不十分など
によって、ASDの脳内言語ネットワークの特性について未だに一貫した結果が得られてい
ない。そして、ASDで神経回路の結合的特性が言語認知問題との関係性についてまだ十分
に検討されていない。そこで、報告者は、心理言語学のバックグラントを踏まえて、ASD
の言語認知に関わる神経線維及び脳機能的ネットワークの特性を解明するために、マルチ
モダリティーの脳画像解析を行なってくる。
まず、連合大学院のMRIデータベースを活用し、ASD児83名(6-16歳、IQ＞70、右利き、神
経疾患なし)と定型発達児83名を対象として、言語意味理解の中枢である腹側回路の白質
構造に焦点を当てて、Automated Fiber Quantification（AFQ）解析を行ってきた。AFQ解
析では、下前頭後頭束（inferior fronto-occipital fasciculus: IFOF）、下縦束
（inferior longitudinal fasciculus: ILF）、鉤束（uncinate fasciculus: UF）という
３つの腹側線維を抽出した上えで100ポイントに分け、各神経線維の細部までの特性を考
察してきた。そして、知能検査（WISC-Ⅳ）や自閉症行動観察検査（Autism Diagnostic
Observation Schedule-2: ADOS-2）という認知発達検査の評価結果を取り入れた相関分析
を通じて、ASDにおける腹側線維の微細構造的変化と言語理解能力及び重症度との関係性
を分析した。また、研究対象者を児童群（6.0 <= y < 12.0）と思春期群（12.0 <= y <
16.0）に分けて、年齢層別のサブグループ分析によって、ASDの白質微細構造における発
達段階の影響効果を検討してみた。その結果として、ASDでは言語認知領域の神経線維が
連結不足で、特に左IFOFと左ILFの側頭部には結合性の低下が最も顕著であることを検証
した。これらの白質構造異常は、ASD児の言語認知問題と自閉的行動と深く関与すること
が分かった。また、ASD群では、白質構造異常が発達段階によって影響され、低年齢層に
おいてより顕著に見られた。この解析結果は、アメリカ神経科学会（2023, Nov）で発表
し、今年2月にNeuroImageという国際英文誌に投稿した。
以上の解析は、言語認知に関連した神経線維束だけにターゲットを絞った研究であり、統
合的な神経回路レベルの検討ができていない。言語認知領域に関わる神経ネットワークレ
ベルのASD特性とその発達的変化を明らかにするために、ASD児のDTI及び安静時fMRIデー
タを取り入れて、グラフ理論に基づくコネクトーム解析を行っている。
上述、多面的アプローチからASDの脳内言語ネットワークの特性を考察し、ASDの言語認知
問題に関わる神経生物学的基盤への統合的理解につながっていきたい。

学会発表

Li, M., Kagitani-Shimono, K., Izumoto,M., Wang, YD., Kato, Y., Iwatani, Y., Mizuno, M.,

Tachibana, M., Mohri, I. Altered white matter microstructure of language networks in autism

spectrum disorder: An automated fiber quantification analysis with multi-site datasets,

Nerurosicence Annual Meeting 2023, November 11-15,2023, Washington DC, USA.

論文投稿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Li,

M., Kagitani-Shimono, K., Izumoto,M., Wang, YD., Kato, Y., Iwatani, Y., Mizuno, M.,

Tachibana, M., Mohri, I. Altered white matter microstructure of language networks in autism

spectrum disorder: An automated fiber quantification analysis with multi-site datasets. 2024.

(NeuroImage, Under Review)

共同研究支援報告書

李　敏　（り　びん）

大阪大学連合小児発達学研究科

大学院生　(博士後期課程)

自閉スペクトラム症の言語認知に関わる脳神経ネットワークの特異性
– 多施設共同・マルチモダリティーの脳画像解析に基づく –

短期支援（1年）
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資料 4-1  令和 6 年度事業主体外の研究者と 5 大学の共同研究支援 公募要領 

 

2024（令和 6）年度 文部科学省教育研究組織改革分事業 

「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成と

OU エコシステムアジア展開」との共同研究支援 公募要領 

 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達

学研究科、同研究科附属子どものこころの分子統御機構研究センター、金沢大学子どものこ

ころの発達研究センター、浜松医科大学子どものこころの発達研究センター、千葉大学子ど

ものこころの発達教育研究センター、福井大学子どものこころの発達研究センターで連携

して実施する文部科学省教育研究組織改革分事業「連合小児発達学研究科関連５大学子ど

ものこころの研究センターによる国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」は、国立

大学法人のなかで唯一、複数の大学が連合し、「科学的視点を持って子どものこころを健や

かに育てる」ための教育研究拠点です。 

本事業では、上記５大学内だけでなく、広く国内、海外の研究者・研究施設が、子どもの

こころを健やかに育てることを目指して行う多施設に依る共同研究の場として中核的役割

を果たし、国内外の研究者の要請に応えることを目指しております。  

そのため、大阪大学連合小児発達学研究科の構成５大学において蓄積されたリソースや

設備を活用して、研究者が広く、連合小児発達学研究科と共同し実施する研究を公募し、支

援します。 

   

公募事項 

１. 募集テーマ 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達

学研究科、研究科構成大学の子どものこころの発達研究センター（大阪大学は子どものここ

ろの分子統御機構研究センター、千葉大学は子どものこころの発達教育研究センター）にお

いて実施する、子どものこころに関する臨床研究・介入研究・基礎研究に関連するテーマ。 

５大学の持つ共通リソースや設備を活用した下記テーマに関する共同研究、及び事業主

体５大学外部の研究者からの自由な提案により、連合小児発達学研究科または５大学の子

どものこころの研究センター所属の研究者と共同で行う子どものこころに関する研究を募

集します。共同研究者には事業主体側の研究者（特任助教以上）を 1 名以上必ず含むように

してください。５大学による研究内容および研究者については、下記ホームページを参照し

てください。 

 

研究テーマ 

テーマ 1 脳とこころの表現型 
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（研究内容）神経発生、発達とその障害の分子メカニズム、ゲノム・エピゲノム・オ

ミクス研究、神経病理・神経薬理、発達と発達障がいのあらわれ・症候論など 

（事業側受入れ研究者） 

佐藤 真 教授（大阪大学）、片山泰一 教授（大阪大学）、横山 茂 教授（金沢大学）、

松崎秀夫 教授（福井大学）、橘 雅弥 准教授（大阪大学）、岡雄一郎 講師（大阪大

学）、吉村武 講師（大阪大学）、三好耕 助教（大阪大学）、謝 敏珏(ビンカク) 助教

（福井大学） 

テーマ２ こころの育ちとその支援 

（研究内容）子育て支援、ペアレントトレーニング、地域・学校支援、虐待、出生コ

ホート研究、認知行動療法、ことばとコミュニケーション、子どもの眠りと育ちなど 

（事業側受入れ研究者） 

友田明美 教授（福井大学）、清水栄司 教授（千葉大学）、毛利育子 准教授（大阪大

学）、藤野陽生 准教授（大阪大学）、西村倫子 特任講師（浜松医科大学）、浦尾悠子 

特任講師（千葉大学）、山本知加 助教（大阪大学）、吉崎亜里香 特任助教（大阪大学）、

石井篤子 特任助教（大阪大学）、田中早苗 特任助教（金沢大学） 

テーマ３ 子どものこころの計測とその基盤 

（研究内容）脳画像（MEG、MRI）、睡眠、視線、発達と発達障害のバイオマーカー、

評価尺度開発、機械学習と人工知能、子どものこころ研究の ELSI（ethical, legal and 

social issues）など 

（事業側受入れ研究者） 

谷池雅子 特任教授（大阪大学）、土屋賢治 特任教授（浜松医科大学）、千住 淳 教授

（浜松医科大学）、平野好幸 教授（千葉大学）、下野九理子 准教授（大阪大学）、水

野賀史 准教授（福井大学）、池田尊司 准教授（金沢大学） 

  

 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達学

研究科 

 http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/ 

大阪大学連合小児発達学研究科附属子どものこころの分子統御機構研究センター 

 http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/kokoro/ 

金沢大学子どものこころの発達研究センター 

 http://kodomokokoro.w3.kanazawa-u.ac.jp/ 

浜松医科大学子どものこころの発達研究センター 

 https://rccmd.net 

千葉大学子どものこころ発達教育研究センター 

 http://www.m.chiba-u.ac.jp/class/rccmd/ 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/
http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/kokoro/
http://kodomokokoro.w3.kanazawa-u.ac.jp/
https://rccmd.net/
http://www.m.chiba-u.ac.jp/class/rccmd/
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福井大学子どものこころの発達研究センター 

 http://www.med.u-fukui.ac.jp/CDRC/welcome.html 

 

2．申請資格者 

日本国内および海外の大学並びに研究機関、または医療機関に所属する教員・研究者・

医師・コメディカル 

 

３．研究期間 

2024（令和 6）年 4 月 1 日から 2025（令和 7）年 3 月 31 日まで（次年度の再申請に

よる延長可） 

 

４． 申請方法 

申請書の様式は、上記 連合小児発達学研究科ホームページ、事業主体５大学の子供

のこころのセンターホームページ、または以下の事業ホームページよりダウンロードし

て取得して下さい。 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html 

本研究支援を希望される方は、募集テーマの受入教員（連合小児発達学研究科・子ど

ものこころの発達研究センター所属）と研究課題、研究計画、必要経費等について事前

に打ち合わせを行ったうえ、申請してください。 

研究分野・所属教員・研究の概要等は、以下のホームページをご覧ください。 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/access/ 

   適当な受け入れ教員が見つからない場合や、希望の受入教員との事前打ち合わせに

ついての調整を希望される場合は、６．申請書提出先に記載された担当までご連絡くだ

さい。 

   作成した申請書は、e-mail または郵送にて 「6．申請書提出先」に記載の提出先に

提出してください。 

 

5. 申請書提出期限 

  2024（令和６）年 3 月 22 日（金）17 時必着 →3 月 29 日（金）17 時必着 まで延長 

 

6． 申請書提出先 

大阪大学大学院連合小児発達学研究科 

共同研究推進・国際ハブ化推進・拠点化基盤推進部会 

部会長：橘 雅弥（大阪大学 准教授）、土屋賢治（浜松医科大学、特任教授） 

E-mail：kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp 

電話 06-6879-3863 

http://www.med.u-fukui.ac.jp/CDRC/welcome.html
http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html
http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/access/
mailto:kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp
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住所 〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-2 

 

７．採択基準 

応募いただいた提案は以下の基準を以って評価し、採否を決定します。 

(1) 連合小児発達学研究科および５大学の子どものこころの研究センターで行ってい

る子どものこころの発達研究をさらに飛躍させるものであること 

(2) 研究実現の可能性が高く、研究の中で子どものこころのセンターが果たす役割が

明確であること 

(3) 国際化の視点を持った研究であること 

(4) 先端的もしくは社会への還元・貢献が期待できる研究であること 

(5) 本事業の趣旨にかなう内容であること 

(6) 倫理的な問題のない研究であること 

※事業の趣旨については、下記の HP を参照してください。 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html 

 

8. 採否 

1~2 件程度の採択を予定しています。 

共同研究の採否は、「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センター

による国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」事業 共同研究推進・国際ハブ化推

進・拠点化基盤推進部会で審議決定し、本事業実行委員会で承認後、申請者へ直接通知し

ます。 

 

9. 研究経費 

短期支援課題については、1 件につき 50 万円を上限として、共同研究に必要な研究経

費について、「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる国

際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」事業で負担します。必要な研究経費のうち、

支援可能な項目は、共同研究にかかわる旅費、および事業側が支出に同意した物品購入費

等とします。 

 

10. 遺伝子組み換え実験、動物実験、ヒト及びヒトから得られた標本を対象とする研究、

ヒトへの介入研究、ヒトゲノム・遺伝子解析研究等 

 研究において遺伝子組み換え実験、動物実験等を５大学のいずれかで実施する場合、ま

たヒトから得られた標本を用いた研究、ヒトへの介入研究、ヒトゲノム・遺伝子を扱う研

究等では、研究の遂行にあたって、当該大学において申請手続きや倫理審査・承認が必要

となります。 

 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html
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11. 研究成果の報告 

共同研究代表者には、研究の進捗状況や成果について、令和 7 年１月~3 月に開催する本

事業の国際シンポジウムにて英語でご報告いただきます。詳細については、採択後にお知

らせします。 

 

12．共同研究報告書の提出 

研究代表者は、令和 6 年度の研究成果を A4 版２－３枚程度にまとめ、2025（令和 7）

年 4 月 30 日までに、「６．申請書提出先」へ提出してください。長期支援対象者は年次報

告を提出してください。 

報告書の著作権は公衆送信権を含めて「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこ

ころの研究センターによる国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」事業を実施して

いる各大学の子どものこころの研究センター（大阪大学連合小児発達学研究科附属子ども

のこころの分子統御機構研究センター、金沢大学子どものこころの発達研究センター、浜

松医科大学子どものこころの発達研究センター、千葉校大学どものこころの発達教育研究

センター、福井大学子どものこころの発達研究センター）に帰属いたしますので、ご了承

ください。 

※報告書の記載方法などについては、後日連絡します。 

 

13. 論文の提出 

本共同研究の成果を論文として発表される場合には、謝辞として「文部科学省教育研究

組織改革分事業・連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる

国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」による旨の文章を記載してくださることを

お願いいたします。その際、別刷り 1 部を「6．申請書提出先」へ提出してください。  

 

14. 知的財産権の取り扱い 

大阪大学共同研究規程を準用します。 

http://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000471.html 

 

15. 事故対応等 

共同研究が採択され、学生が参画する場合は、「学生教育研究災害障害保険」等に必ず 

加入し、所属機関の助教以上の教員、もしくは、連合小児発達学研究科、各大学の子ども

のこころの研究センターの教員の監督下にて実験等を実施してください。 

 

16.． 前年度採択者の再申請 

前年度に本事業での共同研究に対する支援を受けている場合にも、次年度に改めて共同 

研究申請を行うことができます。他の申請と同様に、厳正な審査を行い、再度採択された

http://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000471.html
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場合には、次年度にも継続して共同研究支援を受けることができます。 

 

１7. 問い合わせ先 

大阪大学大学院連合小児発達学研究科 

共同研究推進・国際ハブ化推進・拠点化基盤推進部会 

部会長：橘 雅弥（大阪大学 准教授）、土屋賢治（浜松医科大学、特任教授） 

E-mail：kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp 

電話 06-6879-3863 

住所 〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-2 

  

mailto:kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp
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資料 4-2  令和 6 年度事業主体外の研究者と 5 大学の共同研究支援 公募要領（英語版） 

 

Information and Call for Collaborative Research Partners for FY2024 

With the Collaborative Research Network for Asian Children with Developmental Disorders  

Under MEXT Policy Initiative  

 

The Collaborative Research Network for Asian Children with Developmental Disorders is a 

unique initiative among national universities in Japan. It is an education research network set up 

by several national universities that have come together to promote mental health in children, with 

a scientific focus. This is a project initiative of the Japanese Government’s Ministry of Education, 

Culture, Sports, Science and Technology (MEXT). Participating universities and centers are 

Osaka University United Graduate School of Child Development, Osaka University, Kanazawa 

University, Hamamatsu University School of Medicine, Chiba University and University of Fukui 

(“UGSCD”), Molecular Research Center for Children’s Mental Development, United Graduate 

School of Child Development, Osaka University, Research Center for Child Mental Development, 

Kanazawa University, Research Center for Child Mental Development, Hamamatsu University 

School of Medicine, Research Center for Child Mental Development, Chiba University, and 

Research Center for Child Mental Development, University of Fukui. 

The project goes beyond the bounds of the five academic institutions named above. The 

Network is to play a key role as a hub for collaborative research aimed at promoting the mental 

health of children, with participation from other Japanese and non-Japanese institutions, 

international researchers and research centers around the globe. The Network aims to respond to 

the requests and needs of Japanese as well as international researchers. 

To this end, the Network is calling for research partners who will work in collaborative research 

with the five universities that comprise UGSCD. The collaboration will utilize the resources and 

facilities that have been acquired and created at these centers and research support and funding 

will be made available. Potential research partners from far and wide are invited to apply to 

undertake collaborative research.  

 

General Information for Applicants 

1.  Research Topic 

The research topic for application should be relevant to clinical/ interventional/ basic research 

on child mental development conducted at UGSCD and the research centers of Network member 

institutions (The center at Osaka University will be Molecular Research Center for Children’s 

Mental Development, United Graduate School of Child Development, Osaka University, and the 

center at Chiba University will be Research Center for Child Mental Development, Chiba 
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University).  

 

 

  Collaborative research which will utilize the resources and facilities that have been 

acquired and created at Osaka University UGSCD and 5 centers of the participating 

universities in Japan.  

General Collaborative Project themes will be proposed freely by researchers outside the 

Network of Japan. The proposal should include at least one researcher (Prof / Assoc. prof. Asst. 

prof.) of UGSCD or the 5 universities participating the Network.  

Please refer to the following websites for the research being undertaken at each institution 

and the belonging researchers. 

 

List of research topics 

Theme 1  Brain and behavioral phenotypes in children and adolescents 

(Topics) Neurogenesis; Molecular mechanisms of mental development/disorders; Genomics 

/ epigenomics / other omics studies; Neuropathology; Neuropharmacology; Phenotypes and 

symptomatology of normal/abnormal mental development, etc.  

SATO Makoto (Professor, Osaka U), KATAYAMA Taiichi (Professor. Osaka U), 

YOKOYAMA Shigeru (Professor, Kanazawa U), MATSUZAKI Hideo (Professor, Fukui 

U), TACHIBANA Masaya (Assoc. Professor, Osaka U), OKA Yuichiro (Lecturer, Osaka U), 

YOSHIMURA Takeshi (Lecturer, Osaka U), XIE Min-Jue (Assist. Professor, U Fukui), 

MIYOSHI Ko (Assist. Professor, Osaka U),  

Theme 2  Mental development and support for development 

(Topics) Parenting support and interventions; Regional childcare / school support; Child 

abuse; Birth cohort study; Cognitive behavioral therapy; Language and communication, etc.  

TOMODA Akemi (Professor, U Fukui), SHIMIZU Eiji (Professor, Chiba U), MOHRI Ikuko 

(Assoc. Professor, Osaka U), FUJINO Haruo (Assoc. Professor, Osaka U), NISHIMURA 

Tomoko (Lecturer, Hamamatsu U Sch Med), URAO Yuko (Lecturer, Chiba U), 

YAMAMOTO Tomoka (Assist. Professor, Osaka U), YOSHIZAKI Arika (Assist. Professor, 

Osaka U), ISHII Atsuko (Assist. Professor, Osaka U), TANAKA Sanae (Assist. Professor, 

Osaka U) 

Theme 3  Measurement of brain and mind in children and adolescents 

(Topics) Brain studies using imaging techniques (e.g. MRI, MEG); Sleep studies; Eye gaze 

studies, Biomarkers of neurodevelopment and neurodevelopmental disorders; Psychometric 

studies; Artificial intelligence; ELSI (ethical, legal and social issues) in researches of child 

mental development, etc. 

TANIIKE Masako (Professor, Osaka U), TSUCHIYA Kenji (Professor, Hamamatsu U Sch 

Med), HIRANO Yoshiyuki (Professor, Chiba U), KAGITANI-SHIMONO Kuriko (Assoc. 

Professor, Osaka U), MIZUNO Yoshifumi (Assoc. Professor, U Fukui), IKEDA Takashi 

(Assoc. Professor, Kanazawa U) 
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Osaka University UGSCD 

 http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/ 

Molecular Research Center for Children’s Mental Development, United Graduate School of 

Child Development, Osaka University 

 http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/kokoro/ 

Research Center for Child Mental Development, Kanazawa University 

 http://kodomokokoro.w3.kanazawa-u.ac.jp/ 

Research Center for Child Mental Development, Hamamatsu University School of Medicine 

     https://rccmd.net/ 

Research Center for Child Mental Development, Chiba University 

 http://www.m.chiba-u.ac.jp/class/rccmd/ 

Research Center for Child Mental Development, University of Fukui 

 http://www.med.u-fukui.ac.jp/CDRC/welcome.html 

 

2. Eligibility 

Teaching staff, researchers, graduate school students, physicians and co-medical professionals 

of universities and research institutions or healthcare institutions in Japan and other countries 

 

3. Research Timeframe 

From April 1,2024 to March 31, 2025 (Possible extension into the following fiscal year upon 

reapplication)  

 

4. Application Procedure 

Use the application form available from the websites of Osaka University UGSCD and the 

research centers listed above or the project webpage below. 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html 

Applicants for this research support and funding should first liaise with the relevant prospective 

academic collaborator belonging to the respective Network member research institution, and 

discuss the theme, plan, and research expenses beforehand. 

Please refer to the following webpage or the websites listed above for information on the 

research domain, faculty/staff members and details of ongoing research. 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/en/ 

If the applicant has difficulties in finding relevant collaborator at the research institution of 

choice, or wishes to discuss the collaboration with the prospective academic collaborator, please 

e-mail the Application Contact given in Section 6. 

  Submit the completed application form by e-mail or by post to the Application Contact given 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/
http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/kokoro/
http://kodomokokoro.w3.kanazawa-u.ac.jp/
https://rccmd.net/
http://www.m.chiba-u.ac.jp/class/rccmd/
http://www.med.u-fukui.ac.jp/CDRC/welcome.html
http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html
http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/en/
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in Section 6. 

 

5. Application Deadline 

No later than 17:00 hrs (JST) on Friday , March 22, 2024. →extended to No later than 17:00 

hrs (JST) on Friday , March 29, 2024 

 

6. Application Contact 

Committee of Collaborative Research Promotion / Globalization / Joint Resource Promotion  

 Chair: TACHIBANA Masaya, Osaka Univ., Assoc. Professor or  

Chair: TSUCHIYA Kenji, Hamamatsu Univ. School of Med., Professor 

Collaborative Research Network for Asian Children with Developmental Disorders 

United Graduate School of Child Development, Osaka University 

E-mail:  kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp 

Phone:  +81-6-6879-3863 

Address:  2-2, Yamadaoka, Suita-shi, Osaka 565-0871, Japan 

 

7. Review of Research Proposal 

Research proposals submitted will be reviewed under the criteria listed below. The successful 

application shall: 

(1) Further drive forward and enhance the developmental research undertaken at 

UGSCD and the five-member university research centers. 

(2) Be highly practicable and have a clearly defined role to play in the ongoing work 

at the relevant research center. 

(3) Have a global perspective and scope of application 

(4) Be pioneering or have the potential of benefiting/contributing to society at large 

(5) Fulfil the purpose and mission of the project initiative 

(6) Be ethically acceptable 

*Please refer to the webpage below for the purpose and mission of the project initiative. 

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html 

 

8. Successful Applications 

Adoption of one or two applications in total is planned. Adoptive decisions will be made upon 

deliberation by the executive committee of the Network after reviewed by Collaborative Research 

Promotion/Globalization Subcommittee and Joint Resource Promotion Subcommittee. The 

successful applicants will be contacted directly by the Network.  

http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/crnacdd/index.html
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9. Expenses 

Research expenses required for the collaborative research shall be paid for with project 

funding from the Network up to a maximum of 500,000 JPY per adopted project. The items which 

will be paid are travel expenses and purchase of materials for which the Network agree to pay 

beforehand.   

 

10. Research Using Genome-Editing Techniques / Animals / Human Samples, Research 

with Intervention to Human and Analysis of Human Genome / Genes 

If the adopted research plan includes genome-editing, animal experiments, use of human 

derived samples, intervention to human subjects, and human genome analysis at institute within 

the Network, review and approval from the relevant committee (IRB, IACUC, etc) of the Network 

institute are necessary. The recipient of this funding and the collaborator inside the network shall 

submit necessary application for approval to the relevant committee of the institutes where the 

network collaborator belongs, before the recipient starts applicable experiments or research.  

  

11. Presentation at Research Liaison Conference 

The successful recipient of the research collaboration funding shall report on the progress and 

results of the research in English at the international symposium which will be held around 

February or March 2025. Detailed information will be given after application approval. 

 

12. Collaborative Research Report 

The principal investigator shall submit a summary of the research results for FY 2024. This 

shall be a report covering 2 to 3 pages of A4 paper. The report should be submitted by April 30, 

2025 to the UGSCD contact given in Section 6 above. 

The copyright of the report, including the right of public transmission, shall be the property 

of the research centers of each university undertaking the project belonging to the Collaborative 

Research Network for Asian Children with Developmental Disorders (namely, Molecular 

Research Center for Children’s Mental Development, United Graduate School of Child 

Development, Osaka University, Research Center for Child Mental Development, Kanazawa 

University, Research Center for Child Mental Development, Hamamatsu University School of 

Medicine, Research Center for Child Mental Development, Chiba University, and Research 

Center for Child Mental Development, University of Fukui). 

*Format and other instructions on compiling the report will be made available at a later date. 

 

13. Publication of Research Paper 
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If the findings of this collaborative research are to be published, the paper should carry the 

following sentence as acknowledgement: “This study was supported by the Collaborative 

Research Program of the Collaborative Research Network for Asian Children with 

Developmental Disorders: MEXT Policy Initiative FY2024, under joint research conducted 

through the initiative.” Please submit a printed copy of the paper to the contact address given in 

Section 6. 

 

14. Intellectual Property Rights 

Regulations on Collaborative Research at Osaka University will apply to the handling of 

intellectual property rights.  

http://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000471.html 

 

15. Health and Safety Provision 

After approval of the research project, if students are recruited to participate in the research, 

insurance must be taken out (e.g. Accidents and Disasters Insurance for Students in Education 

and Research). Experiments must be conducted under the supervision either of a member of the 

institution concerned who is of assistant professor position or higher, or a faculty member of 

UGSCD, research centers of member universities. 

 

16. Reapplication for Research Funding 

Even if funding has been received for collaborative research in one fiscal year, application 

can be made for collaborative research funding in the following fiscal year. The application will 

be considered carefully alongside other applications. If your application is successful, funding for 

the collaborative research will continue for the new fiscal year. 

 

17. Contact Us 

Committee of Collaborative Research Promotion / Globalization / Joint Resource Promotion  

 Chair: TACHIBANA Masaya, Osaka Univ., Assoc. Professor or  

Chair: TSUCHIYA Kenji, Hamamatsu Univ. School of Med., Professor 

Collaborative Research Network for Asian Children with Developmental Disorders 

United Graduate School of Child Development, Osaka University 

E-mail:  kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp 

Phone:  +81-6-6879-3863 

Address:  2-2, Yamadaoka, Suita-shi, Osaka 565-0871, Japan 

 

  

http://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000471.html


 

- 76 - 

資料 4-3  令和 6 年度 5 大学から海外に向けた共同研究支援 公募要領 

 

2024（令和６）年度 文部科学省教育研究組織改革分事業 

「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成と

OU エコシステムアジア展開」 

海外共同研究支援 支援プロジェクトの募集について 

 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達

学研究科、同研究科附属子どものこころの分子統御機構研究センター、金沢大学子どものこ

ころの発達研究センター、浜松医科大学子どものこころの発達研究センター、千葉大学子ど

ものこころの発達教育研究センター、福井大学子どものこころの発達研究センターで連携

して実施する文部科学省教育研究組織改革分事業「連合小児発達学研究科関連５大学子ど

ものこころの研究センターによる国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」では、５

大学内だけでなく、広く国内、海外の研究者・研究施設が、子どものこころを健やかに育て

ることを目指して行う多施設に依る共同研究の場として中核的役割を果たし、全国の研究

者の要請に応えることを目指しております。  

そのため、大阪大学連合小児発達学研究科の構成５大学のこころの発達研究センターに

おいて現在進行中もしくは今後行われる国際化を目指した研究に対し、これを支援します。 

   

募集要項 

１．募集テーマ 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発 

達学研究科、研究科構成大学の子どものこころの発達研究センター（大阪大学は子どもの

こころの分子統御機構研究センター、千葉大学は子どものこころの発達教育研究センタ

ー）において実施する、国際化（アジア地域を対象としたものが望ましい）を目指す臨床

研究もしくは基礎研究。ただし国際化はアジア以外の地域を対象としたものでも応募可。

現在進行中のものでも、今後実施する予定のものでも良い。 

 

２．応募資格者 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発 

達学研究科、研究科構成大学の子どものこころの発達研究センター（大阪大学は子どもの

こころの分子統御機構研究センター、千葉大学は子どものこころの発達教育研究センタ

ー）に所属する、教員、大学院生、研究員等。 

 

３．応募方法 

所定の申請書（様式１）に必要事項を記載して、下記申請書提出先に E メールに添付
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してご提出ください。 

 

４.   申請書提出期限  

  2024（令和６）年 3 月 22 日（金）17 時必着 →3 月 29 日（金）17 時必着 まで延長 

 

５． 申請書提出先 

大阪大学大学院連合小児発達学研究科 

共同研究推進・国際ハブ化推進・拠点化基盤推進部会  

部会長 橘 雅弥（大阪大学）、土屋賢治（浜松医科大学） 

E-mail：kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp 

電話 06-6879-3863 

住所 〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-2 

 

６． 支援基準 

応募いただいた提案は以下の基準を以って評価し、支援の可否を決定します。 

(1) 連合小児発達学研究科および５大学の子どものこころの研究センターで行ってい

る子どものこころの発達研究をさらに飛躍させるものであること 

(2) 国際化（特にアジア地域）の視点を持った研究であること 

(3) 倫理的に問題のない研究であること 

(4) 本事業の主旨にかなう内容であること 

(5) 当該年度中に支援を受けた額の執行が可能であること 

(6) 本事業の発展に寄与する内容であること 

 

７． 採否 

令和 6 年度は 2~3 件の採択を予定しています。採否は、「連合小児発達学研究科関連５

大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」

事業共同研究推進・国際ハブ化推進・拠点化基盤推進部会で審議決定し、実行委員会で

承認後、申請者へ直接通知します。 

 

８． 支援内容 

研究に必要な備品等購入費、海外との連携のための旅費などを支援します。支援額は 1

件につき上限 50 万円までとします。 

 

９． 研究成果の報告 

研究代表者には、研究の進捗状況や成果について、令和 7 年 2 月~3 月に開催する東南

アジア連携機関との国際シンポジウムにてご報告いただきます。詳細については、採択
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後お知らせします。 

 

１０． 研究報告書の提出 

研究代表者は、令和 6 年度の研究成果を A4 版２-３枚程度にまとめ、2025（令和７）

年 4 月 30 日までに「１２．報告書提出先」へ提出してください。 

報告書の著作権は公衆送信権を含めて「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこ

ころの研究センターによる国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」事業を実施し

ている各大学の子どものこころの研究センター（大阪大学連合小児発達学研究科附属子

どものこころの分子統御機構研究センター、金沢大学子どものこころの発達研究センタ

ー、浜松医科大学子どものこころの発達研究センター、千葉校大学どものこころの発達

教育研究センター、福井大学子どものこころの発達研究センター）に帰属いたしますの

で、ご了承ください。 

※報告書の記載方法などについては、後日連絡します。 

 

１１． 前年度採択者の再申請 

前年度に本支援を受けている場合にも、次年度に改めて研究支援への応募ができます。

他の申請と同様に、厳正な審査を行い、再度採択された場合には、次年度にも継続して

研究支援を受けることができます。昨年度長期支援に採択されている場合にも、応募は

可能ですが、長期支援を終了して令和６年度の支援を受ける形をとっていただきます。 

 

１２． 報告書提出先（問い合わせ先） 

  大阪大学大学院連合小児発達学研究科 

共同研究推進・国際ハブ化推進・拠点化基盤推進部会  

部会長 橘 雅弥（大阪大学）、土屋賢治（浜松医科大学） 

  e-mail：kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp 

    電話： 06-6879-3863 （平日 9 時~17 時） 

  住所：〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-2 

 

 

  

mailto:kyodokenkyu@ugscd.osaka-u.ac.jp


 

- 79 - 

社会実装支援部会  

社会実装支援部会 

部会長 清水 栄司 

 

【OU エコ】 社会実装支援部会 活動報告書 

（敬称略） 

千葉校  清水栄司 

大阪校  藤野陽生 

金沢校  田中早苗 

金沢校  吉崎亜里香 

浜松校  岩渕俊樹 

千葉校  浦尾悠子 

福井校  國石洋 

 

国際的な社会実装について，福井大学 子どものこころの発達研究センター 濱谷沙世 

特命助教らによる摂食障害に対する遠隔認知行動療法の社会実装を支援した。 

 

2022 年度 (令和 4 年度）「連合小児発達学研究科関連 5 大学子どものこころの研究センタ

ーによる国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」の社会実装支援部会の 

「国際的な社会実装の取組支援費」の実施状況報告書 

 

【研究目的】 

新型コロナウイルスパンデミックの影響で，人々のメンタルヘルスの問題が悪化してい

るものの，公衆衛生上の感染対策が求められ，通院困難な状況が続いている。そのような中，

諸外国では通院が不要で，金銭的な負担が軽く，いつどこからでも容易にアクセス可能な治

療者のサポートが付いたセルフヘルプ遠隔認知行動療法が開発されつつある。しかしなが

ら，本邦で利用可能なプログラムはほとんどない。そこで，本研究では，特に申請者らが実

績のある摂食障害に着目し，本邦初のセルフヘルプ遠隔認知行動療法を開発して有効性を

検証することを目的とした。 

 

課題名 摂食障害に対する遠隔認知行動療法の社会実装 

国際社会実装の担当者 濱谷沙世（福井大学 子どものこころの発達研究センター） 

共同担当者 水野 賀史(福井大学 子どものこころの発達研究センター) 

 平野 好幸(千葉大学 子どものこころの発達研究センター) 
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【研究の内容・成果】 

福井大学医学部倫理審査委員会にて 2022 年 8 月に倫理が承認された。本研究は，福井大

学，千葉大学，徳島大学，鹿児島大学，獨協医科大学埼玉医療センター，国立精神・神経医

療研究センター, 東北大学病院，Linköping University が行う多機関ランダム化比較試験で

あり，国際社会実装の担当者と各々の機関でキックオフミーティングを行い，本臨床試験の

実施体制を構築した。並行して，リクルートを開始し，2023 年 1 月 20 日の時点で 13 名の

症例登録を行った。さらに，SNS 広告を使用して，リクルートを行った結果，現在 8 名の

症例登録を予定している。加えて，社会実装の取り組みとして，治療者が利用できるように，

本研究に使用している治療者用の認知行動療法マニュアルをホームページに公開した

（https://www.hopeproject.site/）。今後も本研究のリクルートに注力して，本研究を継続し，

摂食障害に対する遠隔医療の仕組みを構築する。 

以上 

 

「子どもみんなプロジェクト」の活動 

 

また，大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学・鳥取大学・弘前大学・

兵庫教育大学・武庫川女子大学，中京大学の 10 大学コンソーシアムで進める「子どもみん

なプロジェクト」で，連携する教育委員会とともに，各大学の研究の社会実装を進めるため

のプラットフォームづくりを展開するため，子どもみんなプロジェクト協議会を隔月に行

い，拡大協議会を令和 5 年（2023 年）2 月 9 日（木）9:00～12:00 に ZOOM 議で開催した。 

 

各校の社会還元実績 

 

大阪校の社会還元実績  

市民公開シンポジウム 8 件，報道 17 件，専門家研修 46 件，教材作成 ０件 

金沢校の社会還元実績 

市民公開シンポジウム 8 件，報道 4 件，専門家研修 10 件，教材作成 0 件 

浜松校の社会還元実績 

市民公開シンポジウム ４件，報道 87 件，専門家研修 9 件，教材作成 1 件 

千葉校の社会還元実績  

市民公開シンポジウム 9 件，報道 11 件，専門家研修 26 件，教材作成 3 件 

福井校の社会還元実績 

市民公開シンポジウム 1 件，報道 6 件，専門家研修 18 件，教材作成 4 件 

  

https://www.hopeproject.site/
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大阪校の社会実装の活動 

 

・社会実装について，大阪校では，主に以下のような取り組みを実施してきた。全体として

大学間，国内での社会実装がなされてきているが，国際的な社会実装は課題となっている。 

・谷池教授がパナソニックアドバンストテクノロジーなどと開発してきたねんねナビの研

究成果を活用した社会実装を進めている。 

・大阪大学，金沢大学，弘前大学などの大学間の連携を進めている。 

・AI を利用したねんねナビを，加賀市において運用を開始している。 

・国内での社会実装として，吹田市との発達障害診療に係る連携を含めるための方策を市の

担当者らと検討を進めている。 

・堺市，池田市，西宮市などの自治体において発達相談事業の支援を行っているほか，

Gazefinder（かお TV）を相談に活用するなどの取り組みを進めている。 

・自閉症学超会議として，多分野の学際的な知の融合と社学共創のネットワークを展開する

ことで，発達障害とニューロダイバーシティへの社会の認知を目的とした企画に参画し

た。 

・国際的な社会実装については，子どもの眠りの評価票の翻訳をはじめとして，研究での連

携を進めているところであるが，社会実装としての成果があげるに至っている段階のも

のはない。 

 

大阪校の社会還元実績  

市民公開シンポジウム 8 件，報道 17 件，専門家研修 46 件，教材作成 ０件 

 

 

2022 年 10 月に実施した市民公開シンポジウム「地域に根差した発達支援を目指して～

地域と大学との連携を考える～」では，283 名(会場参加者：62, WEB: 191)と多数の参加を

得た。 

ねんねナビや睡眠研究に関して多数の報道がされた（Yahoo!ニュース，NHK 石川

NEWSWEB，TBS News23 など） 

 専門家研修では小児科医や精神科医などを対象とした発達診療セミナーや，保育や教育

領域の専門家に向けた発達に関わる専門家向け研修などを実施した。 
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大阪校

1 市民公開シンポジウム 名称 年月 参加者数

公開講座、講演会等 吹田市学校保健会講演会「子どもの発達障害と学校との連携」 2023/2 100名程度

8件 池田市　構造化と環境調整 2022/11 10名程度

池田市　行動の見方 2023/1 5名程度

市民公開シンポジウム「地域に根差した発達支援を目指して～地域と 2022/10 283名(会場参

自閉症学超会議！ 2022/4 100名程度

大阪自閉スペクトラム症協会・啓発講演会 2022/4 60名程度

かおTVを体験しよう（かおTVキャラバン）(計5回）

2022/4/2

2-

23,06/04,

07/15-16,

60名程度

西宮市市民向け啓発講演会（企画） 2022/11 100名程度

2 報道 内容 年月 報道の媒体

新聞、メディア等の報道 【プレスリリース】子どもの睡眠教育アプリ ねんねナビを全国で初めて本 2022/6 かがポータル

17件

阪大NOW関連ニュース【※プレスリリース！】石川テ

レビ、テレビ金沢、北陸朝日放送、MRO北陸放送

“子供の眠り”改善図る…加賀市が全国で初めて『睡眠

2022/6
大阪大学ポータ

ル

他校との共同も含む “子供の眠り”改善図る…加賀市が全国で初めて『睡眠教育アプリ』を 2022/6 石川テレビニュー

全国で初　石川県加賀市が睡眠教育アプリを導入 2022/6 TV金沢ニュース

世界の中でも睡眠が少ない“日本の子ども” 専門家監修のアプリねん

ねナビを石川・加賀市が全国初の本格導入（MRO北陸放送-）
2022/6 Yahoo!ニュース

世界の中でも睡眠が少ない“日本の子ども” 専門家監修のアプリねん

ねナビを石川・加賀市が全国初の本格導入（MRO北陸放送-）
2022/6 TBS news dig

子どもの睡眠をサポートするアプリ　運用開始へ 2022/6 Youtube北陸

子どもの睡眠をサポートするアプリ　運用開始へ 2022/6 Yahoo!ニュース

加賀市　幼児の睡眠習慣の改善にアプリ導入へ 2022/6 NHK石川

幼児おねんね、アプリで支援　加賀市が全国初、１２日に本格運用 2022/6 北國新聞　24

ねんねナビ加賀市が導入　幼児の睡眠 ＡＩが助言 2022/6 中日新聞WEB

ねんねナビ加賀市が導入　幼児の睡眠 ＡＩが助言 2022/6 47news

幼児おねんね、アプリで支援　加賀市が全国初、１２日に本格運用 2022/6 北國新聞WEB

ねんねナビ加賀市が導入　幼児の睡眠 ＡＩが助言 2022/6 dニュース（中

“世界一”時間短い日本　“睡眠の質”大人も子どももどう上げる？ い 2022/7 TBS News23

子どもの快眠　AI助言 2023/2 東奥日報

 子どもってどんな世界見えてるの　視線の動き測る「かおTV」 2022/5 京都新聞

3 専門家研修 内容 年月 対象 参加者数

専門家向けの講演会 第4回北摂発達診療セミナー 2022/9 小児科医 30名以上

・セミナーなど 豊能地区発達障がいネットワークセミナー 2023/2 精神科医・小 50名以上

46件 他1件

発達の道筋 ～社会性の発達とコミュニケーションについて～ 2022/6 保育士・幼稚 30名以上

ライフステージを通じて大切にしておきたい支援の視点 2023/3 教職員 50名

その他　37件

かおTV活用研修会（予定） 2023/3 保健師・支援 約10名

教育研修会（動画） 2022/7 教員 約50名

池田市委託事業の現状と課題 2022/8 議員 約20名

大阪府発達障害専門医師研修（動画） 2023/2 医師 約30名

4 教材作成 内容 年月
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金沢校の社会実装の活動 

 

大学間 

・大阪大学，福井大学，弘前大学と共同で睡眠教育アプリの多拠点社会実装事業を継続し，

地域のテレビニュースや新聞等で取り上げられている（COI 加速支援）。 

・東京藝術大学と芸術効果の客観的指標を検討しつつ，より効果の高い芸術活動の提供シス

テムの構築を模索している（ムーンショット課題９）。今後，大阪大学とも共同研究の形で

オンライン芸術活動の参加者をより広く募集予定である。 

・北海道大学，秋田大学，聖路加大学等との共同で早産児の発達に関する客観的理解の促進

と睡眠介入プログラムの開発に取り組み，睡眠と発達に関する報告が新聞等取り上げられ

ている。睡眠介入プログラムについては，今後開発予定である（COI 若手連携研究及び COI

加速支援） 

 

国内 

・世界自閉症啓発デーのイベントを主催し地域の障がい関連団体と共に発達障がいの理解

促進・啓発に努めている。また，広く一般市民を対象とした自閉症サイエンスカフェを年６

回開催し，当事者やその家族，地域の支援者等と交流を図っている。 

・友達づくりのための SST 学校版を金沢市教育委員会および枚方市教育委員会と協働で実

施し，効果検証を進めている（2 年目）。 

・大学における学生相談機関のための活動記録管理ソフトウェアの開発を進めている。 

・教育委員会への協力として特別支援学校専門相談員や巡回就学相談員，教育センター指導

員等の教職員を対象とした研修に講師を派遣している。 

 

金沢校の社会還元実績 

市民公開シンポジウム 8 件，報道 4 件，専門家研修 11 件，教材作成 0 件 
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浜松校の社会実装の活動 

 

 市民公開講演会：浜松市発達相談支援センター ルピロと共催で世界自閉症啓発デーに

あわせて浜松市民や支援者に向けた公開講演会を毎年開催している。近年はハイブリ

ッド開催形式にすることで 300～400 名の参加が続いている。 

 自閉スペクトラム症当事者向け講演会：自閉スペクトラム症当事者の方を対象に，浜松

医科大学精神医学講座，浜松市発達相談支援センター ルピロと共同でオンライン講演

会を開催した。 

 ペアレント・プログラムおよび専門家研修：浜松市精神保健福祉センター，浜松市発達

相談支援センター ルピロ，浜松市教育委員会等と共催で，子育てに困難感をもつ保護

者を対象としたペアレント・プログラムの実施と，プログラム実施者の養成研修を進め

ている。また，子どもの支援に関わる職種（小中学校教職員，養護教諭，保育士，スク

ールカウンセラー，スクールソーシャルワーカー，保健師，児童指導員など）を対象に，

子どもへの肯定的な理解やかかわりについての研修を実施している。 

 発達に困難を抱える外国人の子どもと保護者の支援者向け研修会（主催 浜松市多文

化共生センター）：講義と総合討論を通して，外国にルーツを持つ子どもの支援や不登

校の支援を行う支援者のための研修を行っている。 

 浜松市児童生徒のこころのケア研修教材「児童・生徒の困った行動へのかかわり方」:

浜松市精神保健福祉センターと浜松市教育委員会が主催する浜松市内の小中学校教員

を対象とした「児童生徒のこころのケア研修」のうち，「児童・生徒の困った行動への

かかわり方」をテーマとした研修教材を作成した。令和 4 年度は 8 校で研修が実施さ

れた。 

 浜松市における「子育て支援行政」「保健行政」へのその他の助言・支援者支援・直接

支援：浜松校の教員は，年間を通して浜松市発達障がい者地域支援体制検討委員会，浜

松市市子どものこころの健康づくりワーキング会議，浜松市発達支援広場，浜松市教育

委員会いじめ問題第三者委員会において委員もしくは嘱託専門員をつとめ，行政への

助言や支援者へのアドバイス，ユーザーの面接をおこなっている。 

 

浜松校の社会還元実績 

市民公開シンポジウム ４件，報道 87 件，専門家研修 9 件，教材作成 1 件 

 

1．市民公開シンポジウム（計 4 件） 

名称 開催日 参加者数 講演者（連合教員の

み記載） 

第 19 回『子どものこ 令和 4 年 4 月 2 日 会場参加者：60 名 西村倫子特任講師 
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ころの発達研究』講演

会 with ルピロ（アク

トシティ浜松＆オン

ライン ハイブリッ

ド開催） 

 オンライン参加者：

330 名 

オンライン開催講演

会「成人期の自閉スペ

クトラム症～困り事

と支援について～」 

令和 5 年 2 月 19 日 参加者：10 名 千住淳教授，山末英

典教授 

浜松市子育て支援ひ

ろば Luana 多世代

支援「お子さん，お孫

さんの発達を知って

上手につきあおう」 

令和 4 年 5 月 21 日 

令和 5 年 2 月 8 日 

参加者：各日親子 10

組 

西村倫子特任講師 

浜松市子育て支援ひ

ろば OHANA 「幼

児期のこころの発達」 

令和 4 年 1 月 10 日 参加者：親子 10 組 西村倫子特任講師 

 

 

2．報道数（計 87 件） 

名称 掲載日 

浜松医科大学プレスリリース「『外遊びが幼児期のデジタル視聴に

よる神経発達への影響を弱める』可能性を世界で初めて明らかに

～幼児期のデジタル視聴対策にあらたな方向性～」 

令和 5 年 1 月 24 日 

大阪大学研究専用ポータルサイト ResOU「『外遊びが幼児期のデ

ジタル視聴による神経発達への影響を弱める』可能性を世界で初

めて明らかに～幼児期のデジタル視聴対策にあらたな方向性～」 

令和 5 年 1 月 24 日 

医療 NEWS QLifePro「『外遊び』が幼児期のデジタル視聴による

神経発達への影響を弱める可能性―阪大ほか」 

令和 5 年 1 月 26 日 

マイナビニュース「幼児の長時間デジタル視聴による神経発達へ

の影響を外遊びが弱める可能性，阪大などが解析」 

令和 5 年 1 月 26 日 

Mapion ニュース「幼児の長時間デジタル視聴による神経発達へ

の影響を外遊びが弱める可能性，阪大などが解析」 

令和 5 年 1 月 26 日 

アンドラ「『外遊びが幼児期のデジタル視聴による神経発達への影

響を弱める』可能性を世界で初めて明らかに～幼児期のデジタル

視聴対策にあらたな方向性～」 

令和 5 年 1 月 25 日 
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共同通信「スマホ育児，発達に影響限定的か 外遊びで軽減も，

阪大など発表」 

令和 5 年 2 月 20 日 

毎日新聞「『スマホ育児』影響限定的か 1 日 30 分の外遊びで軽

減 阪大と浜松医大確認」 

令和 5 年 2 月 21 日 

Scienmag (Science Magazine)「Getting kids outdoors can reduce 

the negative effects of screen time」 

令和 5 年 1 月 23 日 

EurekAlert (AAAS)「Getting kids outdoors can reduce the negative 

effects of screen time」 

令和 5 年 1 月 23 日 

MedicalXpress「Getting kids outdoors can reduce the negative 

effects of screen time」 

令和 5 年 1 月 23 日 

The Medical News「Outdoor play reduces some of the negative 

effects of screen time for young children」 

令和 5 年 1 月 23 日 

FOX 32 Chicago「Outdoor play could reduce negative impacts from 

screen time in young children, study finds」 

令和 5 年 1 月 26 日 

Radio France「Des solutions pour améliorer le sommeil des enfants 

et freiner les effets négatifs du temps passé devant les écrans」 

令和 5 年 1 月 28 日 

MSN Italia「Bambini: il gioco all’aperto riduce gli effetti negativi 

dell’elettronica」 

令和 5 年 1 月 28 日 

The Independence「Study reveals ‘simple way’ to reduce harmful 

effects of screen time on infants」 

令和 5 年 2 月 23 日 

浜松医科大学プレスリリース「ビデオゲームを用いて注意欠如多

動症（ADHD）を改善する治療機器の研究開発プロジェクトにつ

いて AMED と契約締結」 

令和 5 年 1 月 27 日 

浜松医科大学プレスリリース「自閉スペクトラム症に前部帯状皮

質のミトコンドリア活性の低下が関連し，社会的コミュニケーシ

ョンの困難に関係することが明らかに」 

令和 4 年 9 月 7 日 

浜松医科大学プレスリリース「妊娠中の喫煙は妊娠高血圧症候群

のリスクを高める欧米と相反する結果が，全国出生コホートコン

ソーシアムからの初成果で明らかに」 

令和 4 年 8 月 9 日 

Mapion ニュース「名大など，ADHD の症状を改善させるビデオ

ゲームの開発プロジェクトを指導」 

令和 5 年 1 月 30 日 

マイナビニュース「名大など，ADHD の症状を改善させるビデオ

ゲームの開発プロジェクトを指導」 

令和 5 年 1 月 30 日 

医療 NEWS QLifePro「自閉スペクトラム症，前部帯状皮質のミト

コンドリア活性が関連―浜松医大ほか」 

令和 4 年 9 月 8 日 

科学新聞 4 面「ミトコンドリア複合体の活性低下 自閉スペク 令和 4 年 9 月 16 日 
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トラム症と関与」 

日本の研究.com「自閉スペクトラム症に前部帯状皮質のミトコン

ドリア活性の低下が関連し，社会的コミュニケーションの困難に

関係することが明らかに」 

令和 4 年 9 月 7 日 

NHK「ヒューマニエンス」 番組タイトル名：「糖：ヒトが手にし

た禁断の果実」 

令和 4 年 10 月 25 日 

22時 00分～23時 00

分 

その他国内ニュース 33 件 令和 5 年 2 月 20 日

～2 月 27 日 

その他海外ニュース 27 件 令和 5 年 1 月 23 日

～2 月 27 日 

 

3．専門家研修（計 9 件） 

名称 開催日 参加者数 担当者 

ペアレント・プログラム支

援者養成研修（浜松市精神

保健福祉センター） 

令和 4 年 7 月 29 日 

令和 4 年 9 月 2 日 

令和 4 年 9 月 16 日 

令和 4 年 9 月 30 日 

令和 4 年 10 月 14 日 

令和 4 年 10 月 28 日 

令和 4 年 11 月 11 日 

20 名 奥村明美特任助教 

 

ペアレント・プログラム支

援者養成研修（浜松市立北

庄内幼稚園） 

令和 4 年 9 月 1 日 

令和 4 年 10 月 6 日 

令和 4 年 10 月 13 日 

令和 4 年 10 月 26 日 

令和 4 年 11 月 2 日 

令和 4 年 11 月 15 日 

令和 4 年 12 月 6 日 

20 名 奥村明美特任助教 

 

浜松市子どものメンタルヘ

ルスサポーター養成研修第

1 回（アイミティ浜松） 

令和 4 年 5 月 13 日 40 名 奥村明美特任助教 

 

浜松市子どものメンタルヘ

ルスサポーター養成研修第

2 回（浜松市若者コミュニテ

ィプラザ） 

令和 4 年 7 月 17 日 40 名 奥村明美特任助教 

 

子どもに関わる支援者向け 令和 4 年 8 月 16 日 44 名 奥村明美特任助教 
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ペアレント・プログラム研

修会（浜松市保健所口腔保

健医療センター） 

 

浜松市不登校についての保

護者対象情報会（浜松市教

育センター） 

令和 4 年 10 月 1 日 107 名 奥村明美特任助教 

 

浜松国際交流協会・発達に

困難を抱える外国人の子ど

もと保護者の支援者向け研

修会（クリエート浜松） 

令和 4 年 11 月 26 日 40 名 土屋賢治特任教授 

浜松市子どものこころの健

康づくりワーキング会議・

浜松市教員調査報告（浜松

市教育センター） 

令和 5 年 2 月 6 日 90 名 奥村明美特任助教 

 

浜松市子どものこころの健

康づくりワーキング会議・

特別講演・不登校児童の見

立てと支援（浜松市教育セ

ンター） 

令和 5 年 2 月 6 日 90 名 土屋賢治特任教授 

 

4．教材作成（計 1 件） 

 浜松市児童生徒のこころのケア研修教材「児童・生徒の困った行動へのかかわり方」（奥

村明美特任助教） 
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千葉校の社会実装の活動 

 

 いじめ・不登校・自殺につながる児童生徒のメンタル不調の未然防止のために，小学校・

中学校・高校等で，スクリー ニングとして，１人１台端末やスマートフォンでの WEB 

上でのストレスチェックを実施している。また，ストレスチェックの趣旨・効果，検査

結果を教育改善や校内組織の構築につなげるための ノウハウを身に付けるため担当

教員を対象に事前に教員研修を実施した。さらに，ストレスチェックの意義，ストレス

チェックを受けることのメリット（担任面談，ケース 会議，精神科医のコンサルテー

ションに繋がり，こころの問題をサポートするものであること 等），実際のストレスチ

ェックでの WEB 上の入力方法等を解説する e ラーニング・コンテンツ（担当教員対

象と生徒対象の２本）を作成した。 

 子どもの不安への対処力を育てる認知行動療法プログラム「勇者の旅」の研修会を行っ

た。 

 思春期・おとなの自閉症スペクトラム症の認知行動療法の研修会を行った。 

 認知行動療法に関して，市民および専門家向けのシンポジウム，専門家研修，教材作成，

メディアを通じての普及，啓発を行った。 

 

千葉校の社会還元実績  

市民公開シンポジウム 9 件，報道 11 件，専門家研修 26 件，教材作成 3 件 

 

①市民公開シンポジウム 9 回 

 

千葉市うつ病対策講演会「こころの健康のために認知行動療法を活用しよう」 

令和４年 11 月 29 日火曜日＠千葉市こころの健康センター 

講師 清水栄司 （参加者 40 名） 

 

柏市認知行動療法サポーター養成研修（身近な不安） NPO 法人認知行動療法推進協会 

令和４年 11 月 6 日（日）＠ラコルタ柏 講師 河崎 智子，古川美之ら （参加者 25 名） 

令和 4 年 12 月 11 日（日）＠ラコルタ柏 講師 宇治 貴子，廣瀬素久 （参加者 15 名） 

 

千葉大学学長主催講演会 「社会に貢献する千葉大学」 

令和４年 5 月 27 日金曜日＠千葉大学 「子どものストレスチェックとこころの健康づく

り」講師 清水栄司  

 

千葉大学国際高等研究基幹（IAAR）キックオフシンポジウム「千葉大学から世界へー新た
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な知の創出と価値の創造ー」令和４年７月２７日＠千葉大学 「「認知行動療法を活用した

デジタルヘルスケア技術の開発と有効性検証」シンポジスト 清水栄司 

 

千葉大学「災害治療学シンポジウム in 千葉 2022」令和４年 11 月 19 日（土）＠千葉大学  

「災害後のメンタルヘルス～子どものこころのケアのために～」シンポジスト 清水栄司 

 

千葉県発達障害者支援センター『青年期自閉スペクトラム症への心理評価および心理・社会

的支援』 

１０月中旬配信（オンデマンド） 講師 大島 郁葉 

 

家庭教育講演会（君津市立周西公民館） 講師 浦尾悠子  

テーマ「子どもたちの“不調”～コロナ禍の波紋」（令和 4 年 12 月 3 日） 

 

家庭教育講演会（木更津市立畑沢公民館） 講師 浦尾悠子  

テーマ「今，子どもの内面で起きていること」（令和５年３月９日） 

 

②報道数 11 件 

 

読売新聞 朝刊 生活面『医療ルネサンス  

2022 年 11 月 12 日(土) 強迫症＜３＞子どもの発症 悪化速く（加藤奈子） 

2022 年 11 月 16 日(水) 強迫症＜５＞対処法を習得 再発に備え（久能勝・廣瀬素久） 

 

読売新聞 「教えてヨミドック」 

2022 年 10 月 8 日(土) 「面接前で緊張する～ぅ。どうしよう」…止まらない手足の震えを

止める方法（清水栄司） 

 

教育新聞 連載記事『不安の予防教育プログラム「勇者の旅」』 浦尾悠子  

紙面および電子版（https://www.kyobun.co.jp） 

2022 年 5 月～6 月（全 10 回） 

 

NHK ラジオ第一放送「マイあさ！」（清水栄司） 

5 月 2 日(月)～6 日(金)5:00～5:55 

 5 月 2 日(月)▽健康ライフ「適応障害に注意！(1)」 

 5 月 3 日(火)▽健康ライフ「適応障害に注意！(2)どう治す」 

 5 月 4 日(水)▽健康ライフ「適応障害に注意！(3)治療で休養するとき」 

 5 月 5 日(木)▽健康ライフ「適応障害に注意！(4)周囲の人はどう接したら？」 
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 5 月 6 日(金)▽健康ライフ「適応障害に注意！(5)不安を伴う適応障害」 

 

NHK E テレ「ハートネット TV」（清水栄司） 

7 月 25 日(月) 20:00～20:29 (再放送：8 月 3 日(水)15:30～16:00) 

 「フクチッチ 社交不安症（前編）」 

8 月 1 日(月) 20:00～20:29 (再放送：8 月 10 日(水)15:30～16:00) 

 「フクチッチ 社交不安症（後編）」 

 

NHK「きょうの健康」（清水栄司） 

6 月 16 日(木)20:30～20:45 「HSP（とても繊細な人）ってなに？」 

 

NHK「みみより！くらし解説」の矢島ゆき子解説委員の取材（清水栄司） 

8 月 25 日(木)14:50～15:00 『子どもの体内時計を整える！』 

 

NHK E テレ「生放送！腰痛・しびれ・○○のお悩み一挙解決 SP～チョイス＠病気になった

とき×きょうの健康～」（清水栄司） 

12 月 17 日(土)20:00～20:44 HSP（とても繊細な人）について  

 

読売テレビ 関西ローカル「朝生ワイド す・またん！ＺＩＰ！」（清水栄司） 

2023 年 3 月 16 日(木)7 時頃「人見知り」について 

 

NHK E テレ「あしたも晴れ！人生レシピ」「うつ病と向きあう」（清水栄司，平松洋一） 

2023 年 3 月 24 日(金)20:00～20:40 番組内で「認知行動療法」を紹介 

 

③専門家研修 26 件 

 

第 14 回 千葉こどもの心教育医療研究会「認知から迫る臨床支援の最前線」 

2022 年 10 月 5 日（水）＠千葉大学 

「オールマイノリティプロジェクト:マイノリティが社会的孤立・孤独に陥らない認知行動

療法を用いた社会的ネットワークづくり」 講師 大島 郁葉 

 

思春期・おとなの自閉症スペクトラム症研修会の実施（全 5 回） 企画 大島 郁葉 

【 第 1 回 】  

日時：  2022 年 7 月 1 日（金）18:00～20:30 

内容：  自閉症者のメンタルヘルスサービスはどうすれば改善されるのか？ 

―神経性食欲不振症の例からの教訓 
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講師：  William Mandy 先生／University College London（通訳あり） 

【 第 2 回 】  

日時：  2022 年 7 月 10 日（日）10:00～16:10 

内容：  認知行動療法入門 ―自閉スペクトラム症者への適用― 

講師：  清水栄司・松澤大輔・大島郁葉／千葉大学子どものこころの発達教育 

研究センター 

【 第 3 回 】  

日時：  2022 年 8 月 20 日（土）10:00～16:00 

2021 年 8 月 21 日（日）9:30～14:30 

内容：  児童思春期の高機能自閉スペクトラム症者および家族に対する認知行 

動療法を用いた心理教育プログラム「ASD に気づいてケアするプログラム 

（Aware and Care for my AS Traits；ACAT）」実践者向け講習会 

講師：  大島郁葉/千葉大学・桑原斉/浜松医科大学 

【 第 4 回 】  

日時：  2022 年 9 月 16 日（金）18:00～20:30 

内容：  自閉症の人々に対するスティグマの理解と軽減 

講師：  Eilidh Cage 先生／University of Stirling（通訳あり） 

【 第 5 回 】  

日時：  2022 年 9 月 30 日（金）18:00～20:30 

内容：  自閉症におけるカモフラージュ 

講師：  Laura Hull 先生／University College London（通訳あり） 

 

厚生労働省研修事業 パニック症に対する認知行動療法研修 2022 年 2 月 18 日（金）10:00

～17:00 ZOOM （講師 関陽一，清水栄司） 

 

千葉県医師会 産業医研修会 令和 4 年 7 月 24 日（日）＠千葉県医師会館 「産業医に

有益な認知行動療法の理解」(講師 清水栄司） 

 

千葉県高等学校教育研究会養護部会研修会 ６月２９日（水）＠ 千葉県立千葉女子高校 

「ＷＥＢでの生徒のストレスチェックと認知行動療法を活用した対処法」 (講師 清水栄

司） 

 

千葉県高等学校教育研究会教育相談部会 教育相談専門講座 11 月 15 日 ZOOM 「学

校教育と精神医療の連携」～ストレスに対する認知行動療法の活用を通じて～(講師 清水

栄司） 
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2022.6.5. 第 64 回日本小児神経学会  実践教育セミナー2 誤診から学ぶ（３）近代医学と

誤診 GT メッセ群馬 講師 杉田克生 

 

第 14 回日本不安症学会学術集会 ワークショップ 3 本邦における強迫症（OCD）  

のガイドライン OCD に対する心理療法～認知行動療法を中心に～ 講師 久能勝 

 

2022 年度 全国大学保健管理研究集関東甲信越地方部会研究集会 シンポジウム「学生の

メンタルヘルスと危機管理」 講師 大渓俊幸 

 

2022 年度 第 3 回千葉県精神科専門認定薬剤師講習会 2023 年 2 月 19 日(日) 

Microsoft teams による Web 配信 「服薬指導に活かす認知行動療法」講師 廣瀬素久 

 

・市川市教育委員会保健体育課 令和 4 年度養護教諭対象研修会 講師 浦尾悠子  

テーマ「保健室で行う認知行動療法」（7 月 19 日） 

市川市内小・中学校養護教諭対象 

 

・千葉市教育センター 令和 4 年度研修事業 講師 浦尾悠子  

テーマ「子どもの不安への対処力を育てる」（7 月 28 日） 

千葉市内小・中学校教諭，養護教諭 35 名対象 

 

・千葉大学子どものこころの発達教育研究センター学校認知行動療法研修会 講師 浦尾

悠子  

「勇者の旅」指導者養成 6 時間ワークショップ 

(第 1 回：4 月 23 日，第 2 回：8 月 1 日，第 3 回：8 月 19 日，第 4 回：12 月 25 日）  

 

・創価学園創価中学校 

「勇者の旅」指導者養成校内研修会（オンライン）（2022 年 8 月 8 日）講師 浦尾悠子  

創価中・創価小学校教員 30 名対象 

 

・千葉県子どもと親のサポートセンター 令和 4 年度教育相談基礎研修 講師 浦尾悠子  

テーマ「子どもの発達を考える」（2022 年 8 月 24 日） 

小・中・義務教育・高等・特別支援学校教員 24 名対象 

 

・千葉県立四街道特別支援学校講演会 講師 浦尾悠子  

テーマ「認知行動療法 教材や指導・支援方法」（2022 年 8 月 26 日） 

千葉県立四街道特別支援学校教職員対象 
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・千葉県教育委員会 令和 4 年度千葉県学校保健研修会 講師 浦尾悠子  

テーマ「子どもの不安への対処力を育てる」（2022 年 10 月 13 日） 

県内公立小・中・義務教育・高等・特別支援学校教職員 約 1200 名対象 

 

・千葉市教育研究会教育相談部会講演会 講師 浦尾悠子  

テーマ「子どもへの認知行動療法について」（2022 年 10 月 18 日） 

千葉市教職員 90 名対象 

 

・石川県教員総合研修センター 令和 4 年度研修講座 教育課題研修 講師 浦尾悠子  

テーマ「子どものメンタルヘルス：子どもの不安の理解と対応」（2022 年 11 月 2 日）小・

中・高等・特別支援学校の教職員 約 3０名対象 

 

・江東区立深川第三中学校講演会 講師 浦尾悠子  

テーマ「認知行動療法」について（2022 年 11 月 7 日） 

校内教職員対象 

 

・ジャパンライム主催養護教諭対象セミナー（対面+ライブ配信） 講師 浦尾悠子  

テーマ「保健室で行う認知行動療法」（2022 年 11 月 20 日） 

全国の養護教諭対象 

 

・市川市立妙典中学校不登校生徒支援研修会 講師 浦尾悠子  

テーマ「未然防止及び初期対応における具体的な取り組み～認知行動療法に基づいた不安

への対応～」（2023 年 2 月 15 日） 

教職員 45 名対象 

 

④教材作成 3 件 

 

『おとなの自閉スペクトラムーメンタルヘルスケアガイド』 

本田秀夫監修 大島郁葉編集 2022 年 11 月 金剛出版 

 

「神経発達症児童への包括的治療教育プログラムガイドブック」第３版 千葉大学アジア・

アセアン教育研究センター出版 杉田克生編  

 

「勇者の旅」プログラム e-learning 版 浦尾悠子  
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福井校の社会実装の活動 

 

5 大学内での共同研究数，人材交流実績 

・大阪大学，千葉大学と共同プロトコルの下，発達障害の脳画像研究のデータを蓄積し，デ

ータベース化をすすめる。 

・新たにゲノムデータを蓄積し，脳画像データとの組み合わせた脳画像遺伝学研究を推進す

る。 

・国際共同レジストリ研究により，6 大学+タイ，フィリピン，インドネシア，マレーシア

の主要施設と共に神経発達症に関する症例データを蓄積していく。  

国際共同研究論文の数，およびその増加 

・米国・ハーバード大学，コロンビア大学，UCLA，エモリー大学，オハイオ州立トレドー

大学，アイオワ大学，スタンフォード大学，スウェーデン・リンショーピング大学， 韓国・

Korean Brain Research Institute との国際共同研究を行う。 

・エモリー大学には教員 1 名が留学中であり，今後の国際共同研究の促進が期待される。 

先端的知見の社会還元実績 

・11 月に市民公開シンポジウムをオンラインで開催し，福井県のみならず全国に対して知

見を発信し社会に還元する。  

・研究成果のプレスリリースを通じて積極的に社会発信する。 

・新たに発足した地域こころの支援部門を中心に専門家研修を行い，地域支援を推進する。 

 

福井校の社会還元実績 

市民公開シンポジウム 1 件，報道 6 件，専門家研修 18 件，教材作成 4 件 
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A

名称 開催日(年月日) *共共拠点

1
日本精神衛生学会第38回大会 市民公開講座『マルトリートメント（不

適切な養育）と社会的孤立』
2022/10/29

B

名称 報道日(年月日) *共共拠点

1 NHKラジオ深夜便「人ありて、街は生き」出演 2022/4/9

2
NHK BS科学番組ヒューマニエンス40億年のたくらみ『“三つ子の魂”

小さな体のビックバン』出演
2022/4/26

3 日本テレビ ニュースevery『暴力や激しい叱責のない子育て』 2022/4/28

4
ぶらり子育てしゃべり隊プラス（福井放送）話そう！子育ての悩み

～小学生のパパ編～　監修
2023/1/21

5
ぶらり子育てしゃべり隊プラス（福井放送）心どう育てる？①自分も

人も大切にする子　出演
2023/2/4

6
ぶらり子育てしゃべり隊プラス「先生教えて！」①スマホ・ゲームと

のつきあい方
2023/2/25

C

名称 開催日(年月日) *共共拠点

1

令和4年度石川県保育士会総会研修会（WEB配信)「子どもの脳を傷つ

けない子育て—マルトリートメントによる脳への影響と回復へのアプ

ローチ—」

2022/4/16

2

令和4年度群馬里親の会関係者育成セミナー（WEB配信)「子ども虐待

と子どものこころ—マルトリートメントによる脳への影響と回復への

アプローチ—」

2022/4/23

3

令和4年度新潟市保育会総会セミナー（WEB配信)「子ども虐待と子ど

ものこころ—マルトリートメントによる脳への影響と回復へのアプ

ローチ—」

2022/5/11

4

『発達障害』をめぐって、ゲストスピーカー、第１７回あとほーむカ

フェ大分「『発達障害』をめぐって～『発達障害』について学びなが

らお互いに交流を深めましょう ～」、WEB開催

2022/6/12

5
令和4年度なごや子ども応援委員会職員研修会（WEB配信)「虐待（マ

ルトリートメント）が子どもの脳に及ぼす影響」
2022/6/15

6

第576回北九州地区小児科医会学術講演会・第52回北九州子どものここ

ろ懇話会　合同学術講演会（WEB配信)「幼少期の環境が子どもの発達

に及ぼす影響—マルトリートメントによる脳への影響と回復へのアプ

ローチ—」

2022/6/16

7

令和4年度熊本県保育協会主任・副主任保育士等研修会（WEB配信)

「子どもの脳を傷つけない子育て—マルトリートメントによる脳への

影響と回復へのアプローチ—」

2022/7/6

市民公開シンポジウムの件数

報道数

専門家研修の件数
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8

令和4年度岐阜県保育研究協議会主任保育士研修会（WEB配信)「子ど

もの脳を傷つけない子育て—マルトリートメントによる脳への影響と

回復へのアプローチ—」

2022/7/20

9

日本応用脳科学コンソーシアム2022年度応用脳科学アカデミー（WEB

配信)「初期経験がつくる「こころ」と「脳」の発達および感受性期～

マルトリートメントによる脳への影響と回復へのアプローチ～」

2022/7/28

10

西宮市子ども未来センター職員研修会（WEB配信)「マルトリートメン

トが脳に与える影響と回復へのアプローチ—発達障がい・児童虐待の

神経生物学的観点から—」

2022/9/28

11
自閉スペクトラム症児童の脂質代謝、中性脂肪学会第5回学術集会・第

2回中性脂肪月間（2022）、オンデマンド配信方式
2022/10/1～31

12
こどものとも社「オンライン園内研修」（WEB配信)「子どもを傷つけ

るマルトリートメントを学ぶ～〈とも育て〉社会のために」
2022/10/15

13 福井市宝永小学校特別授業「スマホとゲーム依存」 2022/11/2

14

JICA 北陸課題別研修「子どもの保護:地域ベースの取組みとそれを支え

る政策枠組み」「Enduring Neurobiological Consequences of

Childhood Maltreatment」

2022/11/18

15
令和4年度児童虐待防止啓発講演会　「地域で考える子どもの脳の発達

とマルトリートメントの影響」
2022/11/18

16

令和4年度 子ども家庭福祉ソーシャルワーク専門職養成研修（WEB配

信)「子どもの脳を傷つけない子育て～マルトリートメントによる脳へ

の影響と回復へのアプローチ～」

2023/1/19

17
フリーラジカルスクール2022 in 定山渓（札幌）、日本酸化ストレス学

会若手の会、倶楽部錦渓（北海道札幌市）
2023/2/23～24

18

明治安田こころの健康財団2022年度集中講座：トラウマの世代間伝達

への親と子2世代への支援（WEB配信)「脳科学のエビデンスから不適

切養育の予防に向けた社会的介入システムへ」

2023/3/25

D

名称 *共共拠点

1
福岡県宮若市 要保護児童対策地域協議会 実務者会議リーフレット作成

を協力

2

福井県教育庁義務教育課から監修を要請され県内児童生徒と保護者を

対象にしたリーフレット作成を協力

家庭教育に関するリーフレット（新1年生の保護者向け）

3

福井県教育庁義務教育課から監修を要請され県内児童生徒と保護者を

対象にしたリーフレット作成を協力

インターネットの適正利用に関するリーフレット

4

大阪大学大学院連合小児発達学研究科（監修）「発達障がい―病態か

ら支援まで―」．第２章「病態」編集担当　朝倉書店．2022年10月2日

刊行

教材作成の件数
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若手人材育成部会 

                               若手人材育成部会長 

                                部会長 千住 淳 

 

 

１ 令和５年度の活動について 

 令和 5 年度は, 6 月 1 日に第 1 回部会を開催し, 本年度の若手研究者支援について, 公

募内容, 選考基準, 採点方法など, 昨年通りに実施することが確認された。新たに, 応募

申請書に「外部資金獲得の有無」「応募要項の内容理解」の 2 項目のチェック欄を設け

ることとした。6 月 12 日から 6 月 30 日まで公募（資料１）を実施し, 8 名から応募が

あった。第 1 回メール審議（7 月 12 日）にて, 部会委員が指導する院生による応募の採

点方法について審議され, 第 2 回メール審議（7 月 13 日）にて, 採点評価の高い上位 2

名が採択された。 

 

 

採択者  ： 畑 菜都希（福井大学 博士課程 1 年） 

支援金額 ： ２０万円 

研究題目名： 臍帯血出生コホートによる可溶性エポキシド加水分解酵素と自閉 

症との相関について 

 

採択者  ： Li Shuming（金沢大学 博士課程 1 年） 

支援金額 ： ２０万円 

研究題目名： 在日中国人児童における達成動機づけが学校適応感に与える影響 

 

 

採択者は、令和 6 年 1 月 26 日に開催された「令和 5 年度国際シンポジウム」にて、研

究成果を発表し（資料２）, 研究報告書を提出した。（資料３） 

 

 

    

以 上 
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資料１ 若手研究者支援令和 5 年度公募要領 

 

 

2023 年 6 月 6 日 

関係各位 

若手人材育成部会 

部会長 千住 淳 

                                                             

文部科学省教育研究組織改革分事業 

「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成

と OU エコシステムアジア展開」若手人材育成部会 若手研究者支援公募について 

 

 

「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形

成と OU エコシステムアジア展開」事業、若手人材育成部会におきましては、将来国際

共同研究の担い手となる若手育成を支援することを目的とし、令和 5 年度も、下記のと

おり若手研究者の研究支援を実施いたします。多くの研究者からの積極的なご応募をお

待ちしております。 

 

１．支援内容 ：研究経費支援（研究に必要な物品購入費、旅費等を支援します。） 

1～2 件程度。1 件につき上限 40 万円の支援を予定。（採択件数により

変わ 

ります。） 

 

２．公募対象者：連合小児発達学研究科、各校子どものこころの研究センター所属の学

位取得後 8 年未満の教員と研究者。全大学院生。 

 

３．公募締切 ：2023 年 6 月 30 日（金）17:00 必着 

 

４．応募方法 ：「研究支援申請書」（別紙）に必要事項を記載の上、下記の事務局宛に

提出。         

               「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターに

よる国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」 若手人材育成部

会 事務局 

        <Email: danke-k@office.osaka-u.ac.jp>  

件名に「若手研究者支援応募：名前」を明記して、提出して下さい。 

mailto:danke-k@office.osaka-u.ac.jp
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５．選考基準 ：以下の基準を以って評価し、支援の可否を決定します。 

        (1)連合小児発達学研究科及び 5 大学の子どものこころの研究センター

で行っている子どものこころの発達研究をさらに飛躍させるものであ

ること。 

        (2)国際化の視点を持った研究であること 

        (3)本事業の趣旨にかなう内容であること 

        (4)2023 年度（令和 5 年度）内に、支援を受けた額の執行が可能であ

ること 

        (5)科研費等外部資金を獲得していない教員・研究者・学生を優先 

 

６．採否   ：7 月初旬開催の若手人材育成部会にて審議、選考後、申請者へ直接通

知します。 

 

７．研究報告会での発表：採択者には、研究の成果、進捗状況等について、年度末に開

催する研究発表会にてご報告いただきます。 

 

８．研究報告書の提出 ：採択者には、令和 5 年度の研究成果を「報告書」にまとめ、

事務局へ提出いただきます。報告書の記載方法などについて

は、採択者に後日連絡します。 

 

９.  その他     ：論文執筆の際には、本事業名を謝辞として記載していただきま

す。 

 

 

<本件問合せ先> 大阪大学大学院連合小児発達学研究科「連合小児発達学研究科関連 5

大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成と OU エコシ

ステムアジア展開」事業 事務局 <E-mail: danke-k@office.osaka-

u.ac.jp>    

  

                                                                             

以 上 

 

  

mailto:danke-k@office.osaka-u.ac.jp
mailto:danke-k@office.osaka-u.ac.jp
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資料２ 令和 5 年度国際シンポジウム（兼 若手人材育成部会支援課題報告会）  <再掲＞ 

 

 

The 5th International Symposium for CRNACDD 

2024 

 

Date and Time:  26st (Fri.) January 2024  

  12:00-15:30(JST)  【10:00-13:30(WIB, ICT), 11:00-14:30 (MYT, PST)】 

Participants:     <Japan> Osaka University, Kanazawa University, Hamamatsu  

University School of Medicine, Chiba University, and University 

of Fukui 

<Overseas> University of Malaya, Philippine Children’s Medical 

Center, Mahidol University and Universitas Indonesia 

Online (Zoom):        

https://zoom.us/j/94736395658?pwd=ZGJBOTdjR09pa0xKaitORzRjVng

5UT09 

ID:  947 3639 5658    

Passcode:  451398 

(Osaka university: Conference room, 2F. Icho-Kaikan, Graduate  

School of Medicine/Faculty of Medicine) 

 

PROGRAM 

◇12:00 -12:05 (JST)   OPENING REMARKS                                    

Makoto Sato, Professor, Dean of UGSCD, Osaka University 

 

◇12:05 -13:20    ANNUAL REPORT 1                                            

        Chair: Hideo Matsuzaki, 

 

https://zoom.us/j/94736395658?pwd=ZGJBOTdjR09pa0xKaitORzRjVng5UT09
https://zoom.us/j/94736395658?pwd=ZGJBOTdjR09pa0xKaitORzRjVng5UT09
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Professor, Vice Dean of UGSCD, University of Fukui             

   

◆ 12:05 -12:55 《JAPAN (UGSCD)》 

 Verification of the effectiveness of a cognitive behavioral therapy 

(CBT) program 

aimed at improving children's resilience in Brazilian schools 

Isana Kaichi, Chiba University  

 

Altered Topological Organization of Language Networks in Autism 

Spectrum Disorder: a Graph Theory Study 

 Li Min, Osaka 

University 

 

Correlation Analysis of Soluble Epoxide Hydrolase in Cord Blood and 

Postnatal Autism Spectrum Disorder Characteristics - Interim report - 

Natsuki Hata, University of Fukui 

 

An Examination of Factors Influencing Chinese Children's Sense of 

School Adjustment in Japan 

Li Shuming, Kanazawa University 

 

Social implementation of parent training for ADHD children in Thailand. 

Dr. Atsuko Ishii, Asst. Professor, Osaka University 

 

◆ 12:55 -13:20《University of Malaya》 

 A Preliminary Analysis of Sleep Disturbances among 

Neurodevelopmental Disorders Children and Neurotypical Children: A 

Case-Control Study in A Single Tertiary Hospital of Malaysia  

Dr. Pong Mei Yin 

 

Data update on registry - Malaysia Data  

Dr. Subhasini Jayanath, Assoc. Professor 
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<BREAK TIME: 13:20-13:30> 

 

◇13:30 -14:50   ANNUAL REPORT 2                                              

 Chair: Kenji J. Tsuchiya, 

Professor, Vice Dean of UGSCD, Hamamatsu University School of Medicine 

 

◆ 13:30 -14:00 《Philippine Children’s Medical Center》 

Update on the Philippine's Asian Neurodevelopmental Disorders 

Registry 

    Dr. Ermenilda L. Avendaño, Head, Child Neuroscience Division 

  

Update on the Use of the Japanese Sleep Questionnaire ( Filipino 

version) in the Screening for Sleep Disorders in Typicallly Developing 

Children and in Children with Neurodevelopmental DIsorders in the 

Preschool Age Group 

    Dr. Bernice Louise Ho-Jao 

  

Neurodevelopmental Outcomes of Pediatric Patients with anti-NMDAR         

 encephalitis diagnosed and managed at the Philippine Children’s 

Medical  

Center 

     Dr. Marilyn H. Ortiz, Head, Section of Child Neurology 

 

◆ 14:00 -14:25 《Mahidol University》  

Developmental outcome in children born to mothers with high risk 

pregnancy 

and gestational OSA.  

Dr. Lunliya Thampratankul, Assoc. Professor 

 

Effectiveness of music therapy on sleep problem in children with 

autism 

 spectrum disorder: A randomized waitlist-controlled trial.  
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Dr. Jariya Chuthapisith, Assoc. Professor 

 

◆ 14:25 -14:50 《Universitas Indonesia》  

Post-COVID-19-pandemic adaptations in children with neurologic and 

neurodevelopmental disorders 

Dr. Amanda Soebadi 

 

Preliminary results: Fine-tuning of a neurological soft signs test battery 

as a diagnostic tool for developmental coordination disorder  

Dr. Amanda Soebadi 

 Dr. Lisa Safira 

                               

<BREAK TIME: 14:50-15:00> 

 

◇15:00 -15:25   CRNACDD MEETING & DISCUSSION                                                    

Facilitator: Masaya Tachibana, Assoc. Professor, Osaka University 

 

Discussion about proposal for new collaborative research 

Discussion about Registry 

                                                 

◇15:25-15:30   CLOSING REMARKS                                           

 Taiichi Katayama, Professor, Osaka University 
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資料３ 若手人材育成部会 支援課題報告書 

 

 

「連合小児発達学研究科関連5大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成とOUエ

コシステムアジア展開」関連事業  若手人材育成部会 報告書（令和５年度） 

 

  令和 6 年 5 月 10 日 

採択者 

ふりがな はた なつき 

氏 名 畑 菜都希 

所 属 大阪大学連合小児発達学研究科 福井校 

職 名 大学院生 

学位取得年 2023年3月31日（修士） 

連絡先E-mail hatana@u-fukui.ac.jp 

研究題目と研究実績の概要 

研究題目名：臍帯血中可溶性エポキシド加水分解酵素と出生後自閉スペクトラム症特性の相関解析

（Correlation Analysis of Soluble Epoxide Hydrolase in Cord Blood and Postnatal Autism  

Spectrum Disorder）      

 

実績概要： 

自閉スペクトラム症（autism spectrum disorder: ASD）は社会的コミュニケーションの障害、興

味の限局と常同的・反復的行動を特徴とする神経発達症である。有病率は高まっているが、病態は不

明であり、ASD早期診断に資する生物学的指標は未だ存在しない。近年、ASD特性に関連する分子と

して可溶性エポキシド加水分解酵素（soluble epoxide hydrolase: sEH）が注目されている。多価

不飽和脂肪酸由来の代謝物であるエポキシ脂肪酸（epoxy fatty acid: EpFA）は強力な抗炎症・抗

酸化作用を有するが、sEHは炎症･酸化ストレスの誘因となる。ASDの病態には母体免疫活性化（mate

rnal immune activation: MIA）が関与する。MIAモデルマウスの前頭皮質で、sEH濃度の増加とEpFA

の低下が報告されている。また、このモデルマウスにsEH阻害薬を飲ませると、出生仔マウスのASD

症状に関連する行動の抑制が認められた。以上より、ASDの病因に、多価不飽和脂肪酸の代謝に関わ

るsEHの異常が関与している可能性がある。そこで、浜松母と子の出生コホート研究で得られた臍帯

血検体を利用して、出生時の炎症刺激を反映する臍帯血中のsEH濃度を測定し、出生子の発達指標と

の相関を解析することを目的とした。 

共同研究先である米国UC DAVISの研究室より提供されたsEH ELISA試薬（polyclonal antibody・s

EH protein・Biotin VHH・SA-PolyHRP）を元に、簡便性の高い酵素免疫測定法ELISAにて臍帯血から

sEH濃度の測定を行った。しかし、sEH濃度の定量に必要な標準曲線の再現性が得られなかった。特
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に、標準曲線の算出に必要なsEHタンパク質の濃度値にバラツキがあったことや、試料以外の非特異

的な干渉を減少させるためのブランク値の吸光度が高いといった技術的問題が確認された。再現性

の高い標準曲線を確立するために、研究期間中にはELISA実験のプロトコルの改善や第三者による手

技の確認など技術的向上および原因の探索を行った。その結果、ウェル内の洗浄が不十分であるこ

とが主な問題であることが明らかとなった。洗浄操作を改善することで、再現性の高い標準曲線が

確立され、臍帯血中の sEH濃度の定量が可能となった。現在、約200例のサンプルを測定している。 

研究期間 令和 5年 7 月 1 日 ～ 令和 6 年 3 月 31 日 

 

 

現在までの進捗状況 
 

臍帯血中の sEH 濃度の定量に必要な再現性のある標準曲線が確立された。そのため現在、1258 例の

臍帯血サンプルのうち 240例の sEH濃度の測定を行った。臍帯血サンプル 240 例のうち臍帯血血漿を

除く臍帯血血清 220 例を用いて、sEH 濃度と出生子の発達指標との相関を解析した。出生子の発達指

標として、ASD 評価の世界的ゴールドスタンダードとされる自閉症診断観察検査（Autism Diagnostic 

Observation Schedule: ADOS）を用いた。相関解析の結果、臍帯血中の sEH濃度と ASDの特性（社会

性障害、興味の限局と常同的・反復的行動）との間で有意な差は認められなかった。最終的に 1258 例

の臍帯血サンプルの定量を目指すため、共同研究先である米国 UC DAVIS の Bruce Hammock研究室よ

り提供された sEH ELISA 試薬を元に、正確なデータを取得できるように測定を進めている。 

今後の見通しについて 
 

引き続き 1258 例の臍帯血中の sEH濃度を測定する予定である。すべてのサンプル測定が完了次第、

測定した臍帯血血清中の sEHが ASD の超早期診断指標として有用となるかの検証を行う予定である。

出生児の発達特性データと sEH 濃度の関連性を統計的に解析する。なお、ASD 症状の評価においては、

ADOS を用いる。適応機能の評価は、コミュニケーション・日常生活スキル・社会性・運動スキルの領

域を適応行動尺度（Vineland Adaptive Behavior Scales Second Edition, Vineland-II）を用いる。 

研究成果（論文発表、学会発表等） 
 

2025 年度の日本脳科学会、日本神経化学会にて発表予定である。 

 

  



 

- 109 - 

「連合小児発達学研究科関連5大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成とOUエ

コシステムアジア展開」関連事業  若手人材育成部会 報告書（令和５年度） 

 

  令和 6年 5月 10日 

採択者 

ふりがな りしゅめい 

氏 名 LI SHUMING 

所 属 金沢校（コミュニケーション支援学領域） 

職 名 博士課程1年 

学位取得年 2026年3月（見込み） 

連絡先E-mail limingshujp@gmail.com 

研究題目と研究実績の概要 

 

研究題目名:  在日中国人児童の学校適応感に達成動機づけが与える影響  

 

実績概要：在日中国人児童の日本語レベルは学校適応感の高さと関係することがこれまでの研究か

ら明らかとなっており（山野上,2016;平野・後藤,2018等）、在日中国人児童には日本語習得の支援

が重要であると考えられている。しかし、外国人である在日中国人児童が異文化環境で直面するさ

まざまな心理的問題に対しても支援をおこなう必要があるだろう。児童期における学校での経験は

子どもの心身に発達に大きく影響し、学校への適応のあり方が子どもの人格形成にも重要な影響を

及ぼすことが指摘されている（たとえば、岡本,1999）。そこで本研究では、自己決定理論(Ryan & 

Deci, 2000)に基づいた達成動機づけという心理的要因を媒介変数として取り上げることとした。達

成動機づけの異なる児童、たとえば「学校での学習が楽しく、面白い」という内発的動機づけを持っ

ている児童と「学習なんてどうでもいい」「学習は先生に仕方なくやらされている」という外発的動

機づけを持っている児童の間には、日本語レベルが同程度であったとしても、学校適応感に大きな

違いが生じている可能性がある。本研究では、日本語レベルと学校適応感の関係において達成動機

づけが媒介要因として影響を与えることを検証することを目的とした。研究1では、日本の小学校に

在籍する中国外国人児童８名程度を対象に半構造化インタビューを行い、中国外国人児童の学校適

応感に影響を与えていると思われるさまざまな社会心理的要因の抽出をおこなう。インタビュー対

象者となる中国外国人児童の家庭環境や学校環境は個人によって大きく異なっていることが予想さ

れるが、質的分析を通じて学校適応感に影響を与えている共通点と差異点を見いだし、達成動機づ

けの違いが学校適応感に影響を与えているという仮説の生成を試みた。その後におこなう研究２で

は、達成動機づけは重要な他者との関係性から影響を受けるという自己決定理論の知見をふまえて

、在日中国人児童、および、保護者を対象とした調査をおこない、研究1で生成した仮説の検証をお

こなう。児童に対しては、母語である中国語および第二言語の日本語の言語能力の評価、達成動機づ
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けと学校適応感に関する尺度、保護者に対しては子どもへのかかわり方に関する尺度を用いる計画

である。中国人児童に対する支援のあり方を新たに提案することをめざし、アジアにおけるグロー

バルな社会の発展に貢献したいと考える。 

研究期間 令和 ５年 ８月 １日 ～ 令和 ６年 ３月 31日 

 

      

現在までの進捗状況 
 
本研究の研究協力者となる中国人児童についてデータの収集が可能なフィールドを新たに開拓す

る必要があると考え、日本の大都市（東京、大阪）の国際交流機関に連絡を取って訪問し、協力を
依頼した。若手研究者支援の助成を受けた上で、東京の公立小学校に在籍している８名（男子４名、
女子４名）を調査した。対象者の言語レベルにあわせ、母語の中国語および第二言語の日本語の両
方を用いて申請者が半構造化インタビューを実施した。インタビュー項目は西部(2009)に基づいて
設定して、所要時間は約 45分であった。 
得られたインタビューデータについて、まず、大谷（2008,2011）の SCAT 分析手続きに従い、４

ステップのコーディングを実施した。そして、ステップ４において抽出された概念を包括する上位
概念をグループとして設定し、セグメント化された各テクストをそれぞれ４つのグループに分類し
た。言葉の分からない異国の地で学校に通い、現地で生まれ育った同級生と一緒にさまざまな活動
に参加し、不安を抱えていたこと、探究心が強く、授業に対するポジティブな態度を感じ、学習へ
の動機づけが高かったこと、および、動機づけの高さによって主体的に学習や友人関係などの学校
生活に取り組むことができていたことが考えられる。これらのことから、学校に興味を持ち価値を
見出すことができる。また、KH Coder(樋口,2020)を用いたテキストマイニングによる分析を行なっ
た。対象者のインタビュー記述からの頻出語１から 20位を表したものである。「授業」が最も多く
出現している語であった。それ以外の頻出語は「友達」「日本語」「日本人」「先生」「クラスメイ
ト」などであり、日本の小学校に通っている中国人児童の学習動機付けや学校適応感に影響を与え
るエピソードの特徴を確認できた。頻出語１位という語とともに、「先生」「日本語」「日常」とい
う語に強い共起関係が見られ、日本語レベルは学習意欲又は授業を積極的に聞くかということに影
響を与えていることが読み取れる。また、「日本」「生活」「学校」「慣れる」などの語に共起関係
を持っている「感じる」という特定の語に注目すれば、「授業」「日本語」「日常」「友達」「クラ
スメイト」などの語に強い共起関係が明らかとなった。「学習が面白いので、学習する」という自
発的な学習以外は、良い友人関係、日本語がペラペラになったこと、いい家庭環境などのことは学
習への動機付けにつながる可能性が高い。これらのことから、学校に興味を持ち価値を見出すこと
ができ、学校適応感に良い影響を与えていると推測される。 
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今後の見通しについて 
 
（1）インタビューや質問紙調査といった心理学研究の方法を多角的に用い、研究１の結果をふまえ
て、日本語レベルが学習動機づけを介入して学校適応感に間接効果が成立するかどうかを検証する
点、 
（2）教育学、言語学、心理学といった異なる研究分野でそれぞれ蓄積されてきた知見を統合し、新
たな視点から問題を設定している点、 
（3）学校社会ではマイノリティとされる外国人児童へ注目し、具体的な支援方法の提案を目指して
いる点、 
といった 3点が考えている。 
本研究課題で得られた成果は、中国人児童への支援だけではなく、現代社会の急速なグローバル化
において見過ごされがちなあらゆる外国人児童に対しても広い波及効果をもたらすと期待できる。 

研究成果（論文発表、学会発表等） 
 
2023 年 12月  
「在日中国人児童の学校適応感に影響を与える要因の検討-SCAT分析を用いて-」 
北陸心理学会第 58 回 口頭発表 
 
2024 年 01月  
「An Examination of Factors Influencing Chinese Children's Sense of School Adjustment in 
Japan」 
連合小児発達学研究科関連 5 大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成と OU エコシ
ステムアジア展開第５回国際シンポジウム 口頭発表 
 
2024 年 09月 
「在日中国人児童の学校適応感に関するテキストマイニングによる分析」 
日本教育心理学会 ポスター発表（予定） 
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③ 広報委員会 

広報委員会  

委員長 友田 明美 

1. 令和 5 年度の活動について 

令和 5 年度は主として, 研究成果活動の報告に注力した。具体的に, 連合大学院各校

より, 3 件の掲載依頼があった。その中には昨年度報告の今後の展開として挙げた, 「小

児脳指標－神経化学指標データベースの開発」などの成果が含まれている（図 1）。ま

た, これを皮切りに, 「神経発達症児の脳指標－神経化学指標データベースの開発」に

向けた連合大学院共同プロジェクトも始まっており, 次年度は成果掲載がより一層強

化されるよう, 本校研究者が研究を推進中である。 

 

 

図 1 成果報告に関する活動 

 

2. 今後の展開について 

OU エコ HP における, 神経発達症児を含む小児脳指標－神経化学指標データベー

スをアピールするための専用ページ設置案などに関する意見交換を行っている。その

ほか, 研究成果の掲載を推進する。 

 

以上 
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④ アドバイザリーボード 

  委員は 133 頁に示した。関連する規定は 134 頁～135 頁に示した。 

 

⑤ 外部評価委員会 

  委員は 133 頁に示した。 
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<各校を拠点とする活動実績・KPI> 

● 評価項目１ 5 大学内での共同研究数，人材交流実績 

5 大学内での共同研究数, 人材交流実績について, 以下の表に示す。 

 

５大学での共同研究数、人材交流実績 大阪校 金沢校 浜松校 千葉校 福井校 件数

1 乳幼児の睡眠改善のための睡眠アプリ「ねんねナビ」の多施設共同実証研究（大阪・金沢・福井） ○ ○ ○ 1

2 MRI画像研究。画像データ共有化（福井・大阪・千葉） ○ ○ ○ 1

3
国際レジストリの登録と他大学の登録に向けたシステム整備（浜松・大阪・金沢・千葉・福井+マラ

ヤ大学・フィリピン小児医療センター・マヒドン大学・インドネシア国立大学）
○ ○ ○ ○ ○ 1

4 日本版ESDMの効果検証研究と合同講習会開催（大阪・金沢） ○ ○ 1

5 日本小児神経学会での5大学合同シンポジウム開催（大阪・金沢・浜松・千葉・福井） ○ ○ ○ ○ ○ 1

6 小児期逆境体験調査（大阪・浜松） ○ ○ 1

7 言葉の使い方テストの被験者リクルート（大阪・金沢） ○ ○ 1

8 アジア日本人学校での発達障がい実態調査（大阪・千葉） ○ ○ 1

9 不登校要因調査実施、プレス発表予定（大阪・浜松） ○ ○ 1

10 脳の発達について研究実施（大阪・福井） ○ ○ 1

11 クロスアポイントメントにより浜松教員1名を大阪に受け入れ（大阪、浜松） ○ 1

12 自閉症モデルマウス研究（金沢・福井） ○ ○ 1

13 幼児期のASD特性と認知機能の関連性を評価する研究（金沢・浜松） ○ ○ 1

14 自閉スペクトラム症の栄養療法の開発（浜松・福井） ○ ○ 1

15
自閉スペクトラム症における脂質代謝異常・ミトコンドリア機能異常・酸化ストレスの関与の証明

（浜松・福井）
○ ○ 1

16 自閉症スペクトラム症者に対するマイクロアグレッション研究（浜松・千葉） ○ ○ 1

17 Gazefinderを用いた自閉スペクトラム症児の病態生理の研究（浜松・大阪） ○ ○ 1

18
子どもの発達と教育についての基礎研究と実践活動を進める、子どもみんなプロジェクト（千葉・

大阪・金沢・浜松・福井）
○ ○ ○ ○ ○ 1

19 摂食障害の遠隔認知行動療法（千葉・福井） ○ ○ 1

20 機能障がいに焦点をあてた神経発達症の診断体系の再構築（千葉・浜松・福井・金沢・大阪） ○ ○ ○ ○ ○ 1

21 ACAT多施設RCT（千葉・浜松） ○ ○ 　 1

22 ASD児末梢血中金属イオンに関する研究（福井・大阪） ○ ○ 1

23 ASD児死後脳の遺伝発現に関する研究（福井・浜松） ○ ○ 1

24 臍帯血出生コホートを用いた共同研究（福井・浜松） ○ ○ 1

25 複雑性PTSD患者への簡易型トラウマ治療プロトコールによる治療効果を検証研究（福井・浜松） ○ ○ 1

26
青年期コロナウィルス不安尺度と青年期COVID-19強迫観念尺度の日本語版の妥当性と信頼性に関す

る研究（福井・大阪）
○ ○ 1

27
初産母の乳児が泣くときに母親の注意がどのように変化するのかを追跡する脳画像研究（福井・千

葉）
○ ○ 1

28～32 国際ハブ化推進・拠点化基盤推進部会　共同研究支援（５件） 5

32
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【大阪校】 

2023 年度は, 前年度に引き続き, 乳幼児の睡眠改善のための睡眠アプリの多施設共同実

証研究（大阪・金沢・福井および弘前大学）を主導してすすめ, 社会実装を進行させて共同

でデータ収集, 解析を行った。 

MRI 画像研究（福井・大阪・千葉・浜松）においては, 福井大学主導で画像データの共有

化, 共通プロトコールの策定と論文化（Yamashita et al., BMC Open, 2023）を行い, このプ

ロトコールに基づいた共同研究を推進した。 

早期発見早期介入の切り札となるべき, 自閉スペクトラム症早期療育プログラム（ESDM）

日本版の多施設共同効果実証研究（弘前・大阪・金沢）においては, 倫理委員会での一括審

議も終え, 評価に用いる検査の合同講習会を大阪大学東京オフィスで主催し, 同じ評価基

準で同一のクオリティを保って各施設での評価が行えるようにした。 

５大学および弘前大学の６大学と東南アジア諸国との共通臨床発達障害レジストリの構

築（大阪・金沢・浜松・千葉・福井・弘前＋マラヤ大学・フィリピン小児医療センター・マ

ヒドン大学・インドネシア国立大学）においては, 大阪大学を中心に国内での登録数が訳２

８００例に達したほか, 大阪大学と各大学の病院医療情報担当部署とでやり取りをして , 

レジストリへの登録に向けたカルテ記載フォーマットとレジストリ入力のためのバッチ修

正を進めた。 

さらに浜松医大等と共同で, 小児期逆境体験調査を行ったほか, 文部科学省から子ども

の発達科学研究所が委託を受けた不登校要因調査において, 項目の選択等のデザイン並び

に吹田市におけるリクルートに協力し, 教師, 児童生徒, 保護者合わせて 56,088 人からの

回答を得た。２０２４年３月にプレスリリースして, 大きな社会的反響があった。 

ことばの使い方テストによる語用論調査（金沢・大阪）, 金沢大学が主導して行っている

アートセラピーについての研究においても, 共同研究を行い, 大阪大学での対象者リクル

ートを行った。 

また千葉大学と合同で, 在外教育施設におけるメンタルヘルス支援調査（千葉・大阪）を

行い, 計９件の共同研究を行った。 

さらに, ２０２３年５月に開催された日本小児神経学会においては, ５大学の研究者に

よる合同シンポジウムを開催し, 対外的なアピールを行った。 

５大学内の人材交流として, １名の浜松医科大学教員をクロスアポイントメントとして

１年間受けいれた。 

2024 年 3 月には, マレーシア・マラヤ大学からも本事業により附属子どものこころの分

子統御機構研究センターに創設した多文化比較解析部門にクロスアポイントメントで 1 名

を受入れ, 同部門の橘准教授と共に, 金沢大学, 福井大学等を訪問し国際共同研究のシーズ

を発掘した。 

 

【金沢校】 
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大阪校と幼児の睡眠教育アプリである「ねんねナビ」の実証研究を継続しており, 加賀市

との協力の下でデータを収集している。 

福井校とは, 自閉症モデルマウス研究が引き続き進行中である。 

早期介入プログラムである早期支援デンバーモデル（Early Start Denver Model: ESDM) 

を実践し活用するための共同研究が大阪校および弘前大学と継続中である。 

自閉スペクトラム症児を対象とした言葉の使い方テスト研究を大阪校および台東大学と

共同で開始した。 

子どもみんなプロジェクトでは, 千葉校との協定締結に向けた取り組みが進んだ。 

浜松校とは幼児期の ASD 特性と認知機能の関連性を評価する研究を進め, 国際原著論文

として発表した。 

国際共同レジストリの構築に参画し, 連合小児発達学研究科を中心としてタイ, フィリ

ピン, インドネシア, マレーシアの主要施設と共に神経発達症に関する症例データの蓄積

を目指している。 

 

【浜松校】 

＜目標＞ 5 大学内での共同研究プロジェクト数を維持しつつ，そのアウトプットの質と

量を向上させて，共同研究論文数 10（2023 年度 4）を目指した。また，教員のクロスアポ

イントメント 1 件の維持を目指した。 

＜活動と成果＞ 2023 年度に進捗のあった 5 大学内の共同研究プロジェクトは以下のと

おりである。 

①浜松市学童メンタルヘルス調査（大阪と協働），②吹田市いじめと学校風土・メンタル

ヘルス調査（大阪と協働），③自閉スペクトラム症の栄養療法の開発（福井と協働），④自閉

スペクトラム症における脂質代謝異常・ミトコンドリア機能異常・酸化ストレスの関与の証

明（福井と協働），⑤5 大学協働神経発達症レジストリの運営（大阪，金沢，千葉，福井と

協働），⑥自閉スペクトラム症者に対するマイクロアグレッション研究（千葉と協働），⑦子

どもの視覚認知に関する研究（金沢と協働），⑧マルトリートメントに関する研究（大阪と

協働），⑨Gazefinder を用いた自閉スペクトラム症児の病態生理の研究（大阪と協働）。共同

研究論文は 7 編にとどまった。5 大学内での教員 1 名のクロスアポイントが維持された。 

研究プロジェクト数の広がりがみられるが，個々のプロジェクトの深化と生産性の向上性

も求められる。 

 

【千葉校】 

子どものこころの発達について, 研究者と教育現場が連携・協働しながら課題解決を行う

「子どもみんなプロジェクト」を, 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・福井大学・弘前大

学を含む 10 大学と子ども発達科学研究センターで進めた。 

浜松医科大学と共同で, 自閉スペクトラム症の偏見からくるメンタルヘルスの変化とい
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ったマイノリティストレスに焦点を当てた研究を進めた。 

神経発達症に関する磁気共鳴画像（MRI）研究を福井大学・大阪大学, 浜松医科大学と共

同で進めた。同一被験者を 3 大学, 計 4 台の MRI 装置で撮像し, データベースで共有した。 

浜松校を主軸とした福井大学, 金沢大学, 大阪大学との共同研究である機能障害に焦点

をあてた神経発達症の診断体系の再構成の研究に参加し, 心理社会的側面からみた診断の

意義についての文献レビューを進めた。 

ASD に気づいてケアする CBT（ACAT）多施設 RCT を, 浜松医科大学と共同で準備中

を進めている。保険点数化も視野に入れていたが, 2023 年 12 月 14 日に千葉校より中止の

連絡が浜松医科大学に入り, 共同研究は中断に至った。 

神経発達症に関する MRI 研究を福井大学・大阪大学, 浜松医科大学と共同で進めた。神

経発達症の被験者の MRI, 心理, 尿, 唾液, 視線等のデータの取得を開始し, データベース

で共有を開始した。 

摂食障害の遠隔認知行動療法の研究を福井大学と共同で進めた。一部の被験者において

は, MRI 検査を実施し, 摂食障害の脳画像多施設研究のデータベースで共有を開始した。 

千葉大病院の認知行動療法センターを受診する患者４６名の診断名, 発達状況, 合併疾

患の有無 , 投薬内容 , 発達検査や心理検査の結果等のデータを収集 , 整理し Research 

Electronic Data Capture(RedCap)での共有を行った。 

 

【福井校】 

2023 年度に福井校では, 以下の共同研究を５大学内で進め, 10 編の原著論文を発表した。 

① 共同プロトコルの下で発達障害の脳画像研究データを蓄積し, 既存データと併せてデー

タベース化を進めた（大阪大学, 千葉大学） 

② ASD 児末梢血中金属イオンに関する研究（大阪大学, 奈良県立医科大学） 

③ ASD 児死後脳の遺伝子発現に関する研究（和歌山県立医科大学, 国立成育医療研究セン

ター, 浜松医科大学, 弘前大学） 

④ 臍帯血出生コホート研究（浜松医科大学・株式会社リピドームラボ・カリフォルニア大

学デービス校） 

⑤ 複雑性 PTSD 患者への簡易型トラウマ治療プロトコールによる治療効果を検証研究（浜

松医科大学） 

⑥ 青年期コロナウイルス不安尺度と青年期 COVID-19 強迫観念尺度の日本語版の妥当性

と信頼性に関する研究（大阪大学） 

⑦ 初産母の乳児が泣くときに母親の注意がどのように変化するかを追跡する脳画像研究

（千葉大学） 
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● 評価項目２ 国際共同研究論文の数,およびその増加 

国際共同研究論文等については，13～30 頁に示す。国際共同研究論文については＊印に

て示している。 

 

【大阪校】 

大阪校から 2023 年度に発表した国際共同論文は, 17 本であり, 年度当初に設定した国際

共同研究７本という KPI には届いたものの昨年度より減少した。数は少なかったが, 17 本

の半数がインパクトファクターの高い雑誌に掲載された質の高いものであった。 

 

【金沢校】 

令和 5 年度に発表した国際共同論文は 5 本であった。年度当初に設定した KPI（5 本）を

満たし, 国際共同研究は順調に行われている。 

揚州大学・北京師範大学（中国）・ケースウェスタンリザーブ大学・カリフォルニア州立

大学サンバーナーディーノ校（米国）・トロント大学（カナダ）・アシュート大学（エジプト）

との共同研究が原著論文出版につながった。 

上記以外にも広西中医薬学校（中国）・マラヤ大学（マレーシア）において国際共同研究

が進行中である。特に国立台東大学（台湾）とは相互訪問を通じて交流が深まり, 令和 6 年

3 月の国際学会発表を経て共同研究論文執筆が進んでいる。 

他には, クラスノヤルスク医科大学（ロシア）・アイオワ大学（米国）・モンペリエ研究所

（フランス）・トレント大学（イタリア）・マッコーリー大学（オーストラリア）・バーミン

ガム大学（英国）・モントリオール大学（カナダ）との共同研究が進行中である。 

 

【浜松校】 

＜目標＞ 新たな国際共同研究パートナーの開拓を視野に入れて，共同研究プロジェク

ト数 10 を，また共同研究論文数 15（2022 年度 13）を目指した。 

＜活動と成果＞ 2023 年度に進捗のあった国際共同研究プロジェクトは以下のとおりで

ある。①ヒトの社会認知の成り立ちに関する実験心理学的研究（ロンドン大学），②地域保

健に関する国際比較研究（国立がんセンター，バングラデシュ Global Public Health Research 

Foundation，ソウル大学ほか），③出生コホートを利用した子どもの発達の決定因を探る研

究（ニューヨーク市立大学，マウントサイナイ医科大学），④発達障がい当事者の受容とス

ティグマに関する研究（ブリストル大学）。共同研究論文数は 7 編にとどまった。 

今年度は昨年度と比較しても研究内容の深化が進んでいるが，あらたな国際共同研究パー

トナーの開拓も検討すべきである。 

 

【千葉校】 
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強迫症の脳画像研究２本，脳発達に関する画像研究１本 

拡散テンソル画像（DTI）を用いた白質神経経路のデータを用い, 強迫症と健常者の分類

制度を検証した。成人の強迫症 690 名, 健常対照者 646 名と, 子どもの強迫症 175 名, 健常

対象者 142 名のデータを利用し, 強迫症（OCD）分類モデルのサイト横断的な汎化可能性

を, 1 サイトごとのクロスバリデーションで検証した。その結果, 過去の灰白質を用いた訓

練モデルと比較して高い分類性能を示し, 脳梁, 内被殻, 視床後部放射の拡散率測定が, 

OCD と健常対照者（HC）の分類に寄与することが示された。本研究の成果は, 2024 年 2 月

に国際学術誌「Molecular Psychiatry」に受理された。 

強迫症の全脳機能的結合の群間差を領域レベルとネットワークレベルの両方で評価し, 

安静時脳機能的結合が個人レベルで患者の状態を識別するバイオマーカーとして機能する

かどうかを強迫症 1024 人, 健常者 1028 人の大規模サンプルを用いて, 機械学習解析を用

いて検討した。その結果 , 機能的結合の異常が広範囲に認められ , 全体的な低結合性

（Cohen’s d: -0.27～-0.13）と, 主に視床との高結合性（Cohen’s d: 0.19～0.22）が一部認め

られた。多くの低結合は感覚運動ネットワーク内にあり, 強迫症における感覚運動ネットワ

ークの重要な役割が確認された。本研究の成果は, 2023 年 5 月に国際学術誌「Molecular 

Psychiatry」に受理された。 

視神経脊髄炎スペクトラム障害（NMOSD）患者と健常対照者（HC）における縦断的脳

萎縮を比較することを目的とした。抗アクアポリン 4 抗体陽性 NMOSD（AQP4 + NMOSD）

患者における萎縮率を, 29 人の AQP4 + NMOSD 患者と 29 人の HC で調査した。年率換

算した正規化白質容積（NWV）の萎縮率は, AQP4 + NMOSD 患者では, 年率換算した NWV

萎縮率が HC よりも大きいが, プレドニゾロンの持続使用による疾患活動の抑制は AQP4 

+ NMOSD 患者の脳萎縮を予防する可能性があることを報告した。本研究の成果は, 2023

年 8 月に国際学術誌「Scientific Reports」に受理された 

 

ASD の社会的カモフラージュとメンタルヘルスの関連の国際比較研究 2 本 

下記２本の論文を発表した。1 本目は, 自閉スペクトラム症者のカモフラージュ行動とメ

ンタルヘルスの関連について, イギリスのデータとの国際比較を行った。その結果, カモフ

ラージュはイギリスよりも日本の方が低く, メンタルヘルスとの関連もイギリスがカモフ

ラージュ行動と連動していたことに対し, 日本は連動していなかったことが分かった。本研

究の成果は 2024 年 3 月に国際学術誌「Molecular Autism」に受理された。 

もうひとつは, 自閉症者のカモフラージュ行動を増やす要因には社会的スティグマがあ

るかということを日本とイギリスのデータで比較した。結果としては, 社会的スティグマの

認知がカモフラージュ行動を日本もイギリスも増やすことが明らかになった。本研究の成

果は「Autism in Adulthood」に 2024 年に受理された。 

 

【福井校】 
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2023 年度に福井校では, 米国：ハーバード大学, コロンビア大学, UCLA, マウントサイ

ナイ医科大学, カリフォルニア大学デービス校, エモリー大学, デンバー大学, オハイオ州

立トレドー大学, アイオワ大学, スタンフォード大学, イタリア：パドヴァ大学, カナダ：ウ

ェスタン・オンタリオ大学, スウェーデン・リンショーピング大学, 韓国・Korean Brain 

Research Institute, 中国：ハルビン医科大学との国際共同研究を行い, 6 本の論文を発表し

た。エモリー大学とデンバー大学には教員各 1 名が留学した。 

 

● 評価項目３ アジア・日本の地域特性に適した診断，治療，介入法の提唱。

アジアのハブとしての活動実績（シンポジウム, 共同研究政策, 政策への反

映等） 

各校が協働して実施した内容については, 部会報告に記した。ここでは, 各校が独自実 

施している内容について記す。 

 

【大阪校】 

 前事業より継続して, 日本の子どもの睡眠習慣に則して作成した, 日本版子ども眠り

の質問票幼児版の東南アジア版（マレーシア語, タイ語, インドネシア語, フィリピン語）

の標準化, 妥当性の検証を, 各国の連携施設と共同研究として行った。このうち, すでに標

準化を終え, 論文発表を行ったマレーシアでは, 神経発達症患者を対象としたデータ収集

が終了し, ２０２３年１１月にはマレーシア・マラヤ大学で解析と論文化についてのディス

カッションを行った。タイでも標準化作業, および神経発達症患者でのデータ収集と解析が

終了し, 現在論文を投稿中である。フィリピンでも標準化のためのデータ収集が進行してい

る。各国での標準化作業の進捗を踏まえ, 2024 年度は国際比較論文の作成に取り組む予定

である。さらに引き続き同質問票の小学生版の標準化, 国際比較研究を展開する予定にして

いる。 

日本国内では, 睡眠アプリの子育て支援アプリとしてのブラッシュアップと全国的な普

及および地域での自律した活用を可能にするため, 金沢大学, 弘前大学, 福井大学と連携の

下, 加賀市, 弘前市, 永平寺町においてと社会実装研究を行い, 広汎的なアプリの有効性を

確認し, さらに AI を一部活用した自動応答システムを開発した。この成果は積極的に国際

学会で発表をしており, 異なる睡眠習慣の中での乳幼児の睡眠啓発法の有効性の国際比較

等の観点から注目されている。 

また, 日本の実情にあった形での自閉スペクトラム症への早期療育モデル（ESDM）プロ

グラムを考案し, その効果検証研究について弘前大学, 金沢大学とともに準備を進めた。評

価項目１でも記載したように, 関係施設の研究者が一堂に会しての, 発達評価法の講習会
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を実施し, 上記プログラムの検証研究に向けて密に議論をしながら研究を進めている。 

さらに, 緊急事態時の発達障がい児と家族支援の政策提言を目指した COVID-19 下の実

態調査を大阪大学・金沢大学・マラヤ大学（マレーシア）の共同研究として行い, 2022 年度

に 2 本の論文として発表した（Ahmad Fauzi et al., Asia Pac J Public Health, 2022; Yamamoto 

et al., Child Adolesc Psychiatry Ment Health, 2022）が両国での結果の比較を行うための議

論を 2023 年 11 月のマラヤ大学訪問時に行い, データ解析の方向性について決定し現在進

行中である。2023 年度には, インドネシアでも同じ調査項目を用いた発達障がい児と家族

を対象とした調査が行われており, 現在論文化が進められている。 

大阪大学が主導して行っているアジアの発達障害共通レジストリの構築では, 大阪大学

のほか, 弘前大学やマレーシア, タイ, フィリピンでの登録患者数が増え, 昨年度比で 500

人以上増加し, 2023 年度末で約 3500 症例が登録されている。2024 年度には, このレジスト

リデータを参加施設で分担して解析を行い, 国際比較を行って政策提言につながる国際共

同研究を展開する予定である。 

さらに 2023 年度には新たにタイのプリンスオブソンクラー大学小児科との連携が始まっ

た。2023 年 4 月に同大学の視察団を大阪大学で受け入れ, 双方の研究的関心をすり合わせ

た結果, 大阪大学で作成したコミュニティーベースの短縮版ペアレントトレーニングのタ

イ版を作成し, タイの地方コミュニティーで実装する共同研究を行うことになった。2023

年 8 月にバンコクで詳細についてディスカッションを行い, 2024 年 2 月には研究を主導す

る石井篤子特任助教と橘准教授とでタイ南部ナコンシータマラート県の地域医療と発達支

援の実情について視察を行い, 具体的な社会実装研究計画を練り上げた。本研究は, 令和 6

年度日本学術振興会二国間交流事業共同研究に採択され（代表者：石井篤子）, 2024 年度よ

り現地を訪問しての社会実装を進めていく予定である。 

タイ, マヒドン大学医学部ラマティボディ病院とは, 2023 年度に学術交流 MoU を交わし

たほか, 同病院小児科 Anannit Visudtibhan 教授が会頭を務めて 8 月に開催されたアジアオ

セアニア小児神経学会（AOCCN2023）では, 発達に関するセミナーを企画し, 毛利育子准

教授が講演を行った（録画）。マヒドン大学小児科からは 2024 年 4 月に 2 名, 10 月に 2 名

の発達行動医学を専攻する専攻医が大阪大学医学部附属病院小児科で, 研修を行うことに

なっている。 

2023 年度には, 中国との連携も開始した。2023 年 10 月には, さくら招へいプログラム

により, 上海交通大学児童医院の若手研究者と若手医師を 1 週間にわたり受け入れた。2024

年度には同大学の出身者が連合小児発達学研究科大阪校に大学院生として入学し, 共同研

究を行っていく予定である。 

自治体との連携においては, 以前より行ってきた堺市, 池田市との受託研究事業に加え, 

吹田市とも連携強化をすすめ, 2023 年度より医療-福祉-教育を巻き込んでの地域に根差し

た発達支援システムの構築についての受託研究事業を開始した（詳細は評価項目４で記載）。 

令和６年１月 26 日には, 第５回 CRNACDD 国際シンポジウムを大阪大学と web のハイ
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ブリッド形式で主催し, 進行中の共同研究についての報告, 今後の方向性についてのディ

スカッション, 新たな共同研究の提案が参加各国からあった。 

 さらに前事業から始まった, マレーシア・マラヤ大学と弘前大学との共同研究である自閉

症についての web 教材の共同開発, さらに千葉大学とインドネシア日本人学校およびジャ

カルタ州立大学の発達障がいに関する国際共同研究に関して, 諸々の手続きを含めた助言

援助を行った。 

 

 

● 評価項目４ 先端的知見の社会還元実績（市民公開シンポジウム, 報道数, 

専門家研修, 教材作成等） 

各校が協働して実施した内容については，部会報告に記した。ここでは，各校が独自実 

施している内容について記す。 

 

【大阪校】 

  2023 年度は, 計 77 件の公開シンポジウム, 講演会, セミナー等を開催した。このうち, 16

件の市民を対象とした公開シンポジウム, 公開講座, 講演会等, 61 件は専門家向け講演会, 

セミナー等であった。また, 子どもの睡眠啓発アプリなど, 計 18 件の報道があった。     

大阪大学では, 従来より堺市, 池田市などの自治体との受託研究事業という形で先端的

知見を地域で生かし社会に還元する活動を行ってきているが, 2023 年度には本事業におい

て子どものこころの分子統御機構研究センターの地域支援・社会実装部門の強化を図り, 同

部門に谷池雅子特任教授が就任した。谷池特任教授が主導する子どもの睡眠啓発アプリの

社会実装研究に関連して, 計 15 件のシンポジウム, 講演会等での講演・啓発を行い, オンラ

イン記事を含め多数の報道があった。これらの周知活動を経て, 2024 年現在, 睡眠啓発アプ

リを導入したのは, 従来の加賀市に加えて新規に鳴門市が導入を決定, 導入が内定したの

が東大阪市, 導入を前提にトライアル中が吹田市, 検討中が和歌山県すさみ町, 旭川市であ

る。さらに自治体単位でなく, 保育園単位やクリニック単位での導入検討が各々１つずつ開

始されている。さらに自治体での睡眠指導専門家育成のための教材（オンラインコース, ８

回）を作成し, 睡眠啓発アプリ導入自治体からリリースを始めている。2023 年度より, 下野

准教授を中心に吹田市との受託研究事業が開始され, 吹田市発達支援センター・教育センタ

ー・保健センターと月 2 回の相談症例カンファレンスを開催し, そこでの検討症例を大阪大

学医学部附属病院小児科発達外来に繋ぐ, 地域で拾い上げた発達に懸念のある児を医療に

つなげる道筋を作ったほか, 地域のかかりつけ医との連携体制も構築した。発達支援センタ

ーにおけるペアレントトレーニングの指導を行い, 同センター職員自身でペアレントトレ

ーニングができるようになったほか, ソーシャルスキルトレーニングの指導など, 療育指



 

- 123 - 

導も行った。さらに谷池特任教授は, 吹田市教育委員として学校の視察や提言を積極的に行

い, 教育現場での発達支援の改善に貢献した。2023 年 11 月 26 日には吹田市市民公開講座

を開催し, 下野准教授（当時）が講演を行ったほか, 吹田市の学校教員や保健師・医師を対

象としたセミナーも開催した。 

池田市においては, 従来より子どもの発達と成長を記録し, 関係機関で共有するための

いけだつながりシート ikeda_s の開発と普及, およびその web 版 e-ikeda_s の開発を行って

きた。また池田市発達支援 MAP の作成, 池田市立発達支援センターにおける支援者及び養

育者に対するセミナーの開催などを行った。 

堺市においては, 長年にわたり市民の子育て広場（さかいっ子広場）での発達相談事業を

継続して行っており, 2023 年度も医師及び心理士を派遣して相談事業を継続した。合わせ

て, さかいっ子広場で医療受診が必要と判断された症例の受け皿として, 堺市立総合医療

センターに専門医を派遣して発達外来での診療を継続している。また, 4・5 歳児発達相談事

業を国が自治体での 4・5 歳児健診への支援を行うずっと以前から継続して行っており, 小

学校就学に向けての支援体制の構築に努めてきた。さらに堺市においてもコミュニティー

ベースの短縮版ペアレントトレーニングや, 早期療育などを実装し, 養育者指導用教材の

開発を行っている。 

この他に, 大阪府八尾市, 千早赤阪村, 兵庫県西宮市, 京都府長岡京市においても, 養育

者や市民を対象とした講演会やセミナーを開催, 講演を行い, 啓発イベントなども行った。 

2023 年 3 月に公表された文部科学省の不登校の原因調査事業では, 子どもの発達科学研

究所とともに吹田市におけるデータの収集, 解析に貢献した。 

この他, 小児科医を対象とした発達診療研修も行っており, KPI を上回る実績をあげること

ができた 

 

【金沢校】 

市民公開型イベントについては, 令和 5 年 4 月 2 日に Web 上で行われた「世界自閉症啓

発デー・Light It Up Blue in 金沢」を「みんなでブルーライトアップ実行委員会」と共催し

た。教員と発達障がいの当事者・その親族・支援者との交流を通じて, 研究成果を社会へ還

元するために取り組んできた自閉症サイエンスカフェを, 隔月で年 6 回開催した。発達障が

いの当事者・その親族・支援者など年間延べ 105 名が参加し, 順調に参加者数を伸ばしてい

る。令和 6 年 3 月 3・4 日には JST CREST 国際シンポジウム「What is an emerging interaction? 

― An exploration of the principle of emerging interactions in spatiotemporal diversity」を開

催し, 国際交流を図るとともに, 最新の研究成果の還元に努めた。令和 6 年 3 月 19・20 日

には第 5 回金沢大学子どものこころサミットを主催し, 震災関連特別企画をはじめ, 招待講

演 4 件・ポスターセッション・ムーンショット成果報告企画・シンポジウムを実施したとこ

ろ, 延べ 150 名を超える参加者が訪れた。 

報道は計 12 件で, 令和 6 年 1 月 1 日に能登半島で発生した地震に関するこころのケアに
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ついて解説した記事が多数掲載された。 

自閉スペクトラム症を持つ児童・生徒を対象としたアートワークショップ（東京藝術大学

共催）をリモート形式で 9 回開催し, 実証データの取得と市民への還元が融合したイベント

となった。石川県の小学生を対象としたイベントとして, 教室内でのコミュニケーションの

様相を測るムーンショットチャレンジを 6 回, リズム協調遊びを中心としたドラムサーク

ルを 3 回開催した。専門家研修（石川県教育委員会・金沢市教育委員会・いしかわ百万石文

化祭 2023応援事業フォーラム・いしかわ特別支援学校専門相談員研修会・全国大学保健管

理研究集会・NPO 法人アスペの会石川・金沢市鞍月小学校育友会・石川県立教育支援セン

ター・高槻中学校高等学校保護者勉強会）に講師またはオブザーバーとして参加した。 

 

【浜松校】 

 ＜目標＞ 地域自治体との連携案件を維持し，地域への貢献度を高め，地域特性に即した

子ども支援の拡充を目指した。 

＜活動と成果＞ 昨年度同様の地域自治体との連携案件を維持，拡大し，地域への貢献度

を高めた。また，報道数が前年に比してさらに伸びた。 

●公開講演会・当事者向けイベント 市民講演会（2023 年 4 月 5 日）をハイブリッドで主

催し，299 名が参加した。自閉スペクトラム症当事者向けのイベント（2023 年 2 月 25 日）

を浜松医科大学精神医学講座と共同でオンラインで主催し，16 名が参加した。浜松市子育

て支援ひろば講演会（2023 年 4 月 11 日，22 日，8 月 23 日，26 日）に招かれ講演を行っ

た。愛知県常滑市教育委員会家庭教育セミナー（2023 年 10 月 20 日）に招かれ講演を行っ

た。（計 2 件を主催，5 件の招待講演）  

●ペアレント・プログラムおよび専門家研修 浜松市精神保健福祉センター, 浜松市発達相

談支援センター ルピロ, 浜松市教育委員会等と共催で, 子育てに困難感をもつ保護者を対

象としたペアレント・プログラムの実施（計 6 回）と, プログラム実施者およびメンタルヘ

ルスサポーターの養成研修の講師・コーディネーターを務めた（計 10 回）。 

●発達に困難を抱える外国人の子どもと保護者の支援者向け研修会 浜松市多文化共生セ

ンターが主催する講演会に講師として招聘された（2023 年 10 月 21 日）。 

●浜松市教育委員会 小学校低学年ストレスマネジメント教材「こころすくすく教室」を作

成した。 

●浜松市からの委託を受けた「子育て支援行政」「保健行政」「いじめ問題」への助言・支援

者支援・直接支援を継続した。年間を通して浜松市発達障がい者地域支援体制検討委員会, 

浜松市市子どものこころの健康づくりワーキング会議, 浜松市発達支援広場, 浜松市教育

委員会いじめ問題第三者委員会において委員もしくは嘱託専門員を務めた。 

●報道 国内新聞・ネットニュース報道 12 件，国内テレビニュース報道 2 件（NHK 全

国，NHK 静岡），海外新聞・ネットニュース報道 373 件（CNN News, The New York Times

など）があった。 
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【千葉校】 

うつ，不安症，強迫症，摂食障害等の子どもの罹患しやすい精神疾患，あるいは自閉スペ

クトラム症，注意欠如・多動症等に伴う問題に対する有効性が国際的に実証されている心理

療法である認知行動療法（Cognitive Behavioral Therapy；CBT）を実施できる治療者を養成す

る千葉認知行動療法士トレーニングコースを 2010 年度より設けている。このコースは，CBT

治療者の絶対的な不足の解消に貢献する全国でも稀なものである。今年度は医師, 看護師, 

臨床心理士等 14 名を養成した。 

学校認知行動療法（勇者の旅）指導者養成研修会を, オンラインにて計４回（4 月に 1 回・

8 月に 2 回・12 月に 1 回）開催し, e-learning 研修と合わせて 226 名の指導者を新たに養成し

た。 

江東区立深川第三中学校教職員対象研修会「研究発表へ向けて」を実施した。 

学校認知行動療法（勇者の旅）指導者養成オンライン研修を行った。 

千葉県子どもと親のサポートセンター「子どものこころの不調の理解と対応」（保護者・

支援者 36 名）を実施した。 

不安症学会教育講演「ASD と不安の認知行動療法」を行った。 

千葉市教育センター専門研修（勇者の旅指導者養成研修）を行った。 

オールマイノリティプロジェクト取材１件, ・JST「オールマイノリティプロジェクト」

共済シンポジウム１件（基調講演）を行った。 

学校認知行動療法（勇者の旅）指導者養成オンライン研修を行った。 

千葉県子どもと親のサポートセンター「不安を抱えやすい子どもたちへの理解と対応」

（教育関係者 120 名）を実施した。 

習志野市発達障害講演会を行った。 

千葉県子どもと親のサポートセンター教育相談基礎研修「子どもの発達を考える」を行っ

た。 

墨田区保健所令和 5 年度うつ予防講演会「ストレスとの上手なつき合い方」墨田区在住・

在勤者 30 名程度を行った。 

江東区立深川第三中学校研究発表会講演「子どもの不安の問題の予防」を行った。 

札幌市発達障害講演会を行った。 

学校認知行動療法（勇者の旅）指導者養成オンライン研修（教育関係者 226 名）を実施し

た。 

県立千葉中学校・千葉高等学校 教育相談研修会「子どものメンタルヘルスの理解と対応」

（保護者・教職員 100 名程度）を実施した。 

鴨川市立安房東中学校「こころの不安を解消するための対応について」（小中学生とその

保護者 200 名程度）の講演会を実施した。 

千葉県高等学校教育研究会養護部会研修会「認知行動療法の活用へ向けて」（養護教諭 40
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名程度）を実施した。 

千葉県高等学校校長協会秋季総会・研究協議会「不安を抱える生徒たちの理解と対応」（学

校長 120 名程度）を行った。 

ジャパンライム養護教諭セミナー「発達特性がある子どものメンタルヘルスの理解と対

応」（養護教諭 130 名）を行った。 

「ASD に気づいてケアするプログラム」 (ACAT)の研修会の実施を実施した。 

令和 5 年度川崎市心理職臨床講義実施（心理職員対象）した。 

不安症学会のシンポジウム『認知行動療法で治療開始までに気をつけること～「強迫性障

害（強迫症）の認知行動療法マニュアル」に沿って～』を行った。 

例年実施している学校現場での「勇者の旅」研究において保護者評価によるプログラムの

効果検証を行ったほか, e-learning 版「勇者の旅」コンテンツを作成し, 学校外での実施可能

性研究を行った。これらの研究成果は 8th Asian CBT Congress で発表したのち論文としてま

とめ, 現在投稿準備中である。また, 「勇者の旅」指導者養成研修会を年 4 回開催したほか, 

小・中・高等学校教員や養護教諭等を対象にした「子どもの不安」や「認知行動療法」等に

関する研修会を 13 件担当した。 

「強迫症の認知行動療法マニュアル」の書籍化のための出版社との打ち合わせを終えて

おり, マニュアルについてのアンケートを踏まえて, 加筆中である。 

令和 5 年 5 月 20 日に東京で開催された日本不安症学会で, 中川彰子特任教授（千葉大学）, 

中尾智博教授（九州大学）, 村山桂太郎講師（九州大学）とともに WS を行った。 

強迫症の認知行動療法における遠隔スーパービジョンの有効性の検証を終え, 令和 5 年 6

月 2 日にソウルで開催された World Congress of Cognitive and Behavioral Therapies においてポ

スター発表を行い, 論文作成中である。 

令和 6 年 1 月 29 日に川崎市で川崎市の心理職対象に「強迫症の認知行動療法の実際」と

題された臨床講義を行った。 

これまで千葉大学で認知行動療法を受けた児童・思春期強迫症の強迫症患者を対象とし, 

長期的な強迫症状と社会適応に関する予後調査を行っている。令和 6 年 3 月 31 日時点で 12

名がエントリーしている。今後もリクルートと評価を継続する予定である。 

高等教育課程に在籍する学生に対する ASD の自己理解の CBT プログラムを現在まで実

施している。２９名がエントリーし, 介入を終了した。 

株式会社協和キリンと自閉症の認知行動療法アプリ（ACAT アプリ）を開発中である 

令和５年 4 月 23 日に法政大学にてオールマイノリティプロジェクトキックオフシンポジ

ウムを開催し, 本田秀夫教授（信州大学）, 野口明菜氏（一般社団法人 UNIVA）, 代表の大

島の 3 名で講演および対談を行い, ハイブリッドの参加で 1500 名ほどが参加した。 

支援者がマイクロアグレッションに気づいて行動変容を行えるようなアプリを株式会社

Awarefy と共同開発した。 

2023 年 8 月に, 習志野市の市民講座で発達症に関する講演会を行った。 
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慢性疼痛に対する家族参加の認知行動療法の有効性の検証については, レスキュー試験

も含め, 令和５年１0 月に全ての介入が終了した。現在データの整理と解析中であり, 令和

６年度に論文化の予定である。 

本研究の先行研究として, 身体症状症（Somatic Symptoms Disorder: SSD）の診断基準を

満たす 34,000 人を対象とし自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder：ASD）や注

意欠如・多動症（Attention-deficit/hyperactivity disorder：ADHD）などの発達特性のオー

バーラップや性格傾向の実態を検証した。その結果, 慢性疼痛患者の中で発達特性の指標が

カットオフ以上の者は身体的な訴え, 健康不安が強いことが示唆された。また痛みの訴えに

関与する発達特性の要素として, ADHD では「不注意」, AS 特性では「細部への集中」, 「勤

勉性」, 「協調性」, 「神経症傾向」が示唆された。この結果をもとに, 発達特性を持つ慢性

疼痛患者に対する CBT プログラムを開発し, その実現可能性を検証するパイロット研究を

開始した。このプログラムでは慢性疼痛患者の中で特に発達特性を持つ者をインターネッ

ト上で募集し, 発達特性と痛みのメカニズムをはじめとした心理教育と自身でできる対処

法（セルフヘルプ）をオンラインのショート動画で２週間学び, 評価するものである。現在, 

倫理申請中である。 

東南アジアの日本人学校等を対象に, 海外生活におけるメンタルヘルス状況やその支援の

状況を調査するものであり, マレーシア（クアラルンプール, ペナン）, 台湾（台北, 高雄）, 

インドネシア（ジャカルタ, スラバヤ）3 カ国合計６校に対し, リクルートを開始した。現

在のところ, マレーシアで目標の 30%, 台湾で 30%, インドネシアで 50％の回収率であり, 

引き続きリクルートを行っている。 

 メンタルヘルスケアのためのセルフヘルプコンテンツ（認知行動療法, 発達特性, マイン

ドフルネス, 東洋医学の４カテゴリーのショート動画リスト）を開発し, 安全性および実現

可能性を検証するパイロット研究を実施中である。現在, マレーシア（クアラルンプール, 

ペナン）での参加率は目標症例数の 40%, 台湾（台北, 高雄）で 30%, インドネシア（ジャ

カルタ, スラバヤ）で 485 であり, 引き続きリクルートを行っている。 

不眠症の患者を対象とした認知行動療法アプリの多施設共同研究を実施し, 令和 5 年 1

月 31 日に症例登録期間を終了した。9 例を登録し, 7 例が終了, 2 名が自己理由による中止

であった。脳波解析を行い, 論文化の予定である。 

WEB 上での子どものストレスチェックと高ストレス児童生徒への対処方法としての認知

行動療法的アプローチを教育相談で活用する方法について紹介し, 学校現場での活用を進

めている。 

令和 5 年度の WEB 上での子どものストレスチェックについては, 2 学期に 31,153 人の高校

生からのデータの提供を得て, 4,261 人が高ストレス A, 13 人が高ストレス B に該当し, 4274

人（13.7％）が高ストレス判定であった。また, 異なる質問項目となるが, ストレスチェッ

クを回答した中学生 1074 人からの提供を得て, 同様に高ストレスの判定を行うことができ

た。 
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適応障害の研究として, 「ストレス因関連障害, ストレス因関連うつ病へのオンライン認

知行動療法の待機リスト群を対照としたランダム化比較試験」について, 倫理審査委員会で

の承認後に, 文書での同意を得た 30 名の患者を対象に, オンラインでのイメージの書き直

しの認知行動療法の介入群と待機リスト群にランダムに割り付け比較する統計解析を行い, 

今後, 論文化していく予定である。適応障害, うつ病を含む患者の選択基準は, 1）過去には

っきりと確認できるストレス因に反応して, ３か月以内に情動面または行動面の症状が出

現して, 苦痛あるいは障害のエピソードがあり, 現在, ストレス因関連障害群（適応障害, 

類適応障害, 特定不能のストレス因関連障害）あるいは抑うつ障害群（うつ病, 気分変調症）

の診断を持つ者, 2）現在も, 過去のストレスフルな出来事のつらさ（改訂出来事インパクト

尺度（IES-R）の合計 25 点以上）を有する者とした。 

 

【福井校】 

市民公開シンポジウムとして, 3 件を実施した。ほか下記の専門家研修を行った。 

⚫ 福井大学子どものこころの発達研究センター講演会「子どもの発達をささえる」を

2023/11/5 に福井大学松岡キャンパス白翁会ホールにて開催し, 知見を発信した。 

⚫ 神奈川県臨床整形外科医会 市民公開講座「子どもたちの心と体の育成―もっとエンジ

ョイしようぜ！」にて友田明美が「子どもの脳を傷つけない子育て～マルトリートメン

トによる脳への影響と回復へのアプローチ～」と題した講演を 2023/5/20 に行った。 

⚫ 令和５年度白梅学園子育てセミナー, 中部児童家庭支援センター実務者会議にて友田

明美が「子どもの脳を傷つけない子育て～マルトリートメントによる脳への影響と回

復へのアプローチ～」と題した講演を 2023/10/11 に行った。 

⚫ 「地域こころの支援部門」を中心に専門家研修を行い, 地域支援を 30 件以上推進した。 

⚫ 6 名の専門家を招き, マルトリ予防士®育成オンデマンド講座を開催した。講座には 870

名の支援者から申し込みがあり, そのうち 410 名にマルトリ予防士®修了証が授与され

た。 

⚫ 福井県発達障がい児者支援センター「スクラム福井」が月１回配信する支援者向けのメ

ールマガジン「スクラムネット」の監修を担当した。 

報道は以下の 4 件があった。 

⚫ おじゃまっテレ-健康いちばん FBC テレビ「夏休み明けの体調不良に備えて」2023/8/29 

⚫ TBS ラジオ「ベビーのいる生活 ～迷える子育て応援 Podcast～」2023/9/25 

⚫ おじゃまっテレ-健康いちばん FBC テレビ「摂食障害について」2023/10/31 

⚫ TBS NEWS DIG「虐待経験者の脳皮質容積変化」2023/11/19 

教材作成は以下の 9 件があった。 

⚫ 東京都台東区要保護児童支援ネットワークマニュアルの作成に協力 

⚫ 東京都台東区要保護児童支援ネットワーク対応の手引きの作成に協力 

⚫ ＰＨＰ研究所子育て情報 WEB メディア「nobico ( https://family.php.co.jp ) 「子どもに
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『早く!! 』と言ってはいけないのはなぜ?」 

⚫ 全国の里親 12,000 人に「マルトリ予防®研究」の成果を啓発 

⚫ 『小児科学 第 11 版』加藤元博（編）．第 4 章 「脳の発達と発達心理」執筆担当 文光

堂．2023 年 4 月 12 日刊行 

⚫ 『今日の治療指針 2024 年版―小児の注意欠如・多動症 (ADHD)』（福井次矢, 高木誠, 

小室一成（編）．医学書院．2024 年 1 月 1 日刊行 

⚫ 『小児チック症診療ガイドライン』（日本小児神経学会チック症診療ガイドライン策定

WG 編）執筆・編集担当 診断と治療社．2024 年 2 月 15 日刊行 

⚫ 福井県教育庁義務教育課から監修を要請され, 福井県インターネットの適正利用に関

するリーフレット「デジタル社会を生きる子どもたちのために」作成に協力（2023 年

6 月） 

⚫ 福井県教育庁義務教育課から監修を要請され, 福井県家庭教育リーフレット「子どもが

自分らしく輝くために」作成に協力（2023 年 7 月） 

 

 

● 評価項目５ 若手研究者育成実績 

事業としては若手人材育成部会により, 若手研究者の育成を図っている（100～111 頁）。 

 

【大阪校】 

 2023 年度は海外で開催された学会・セミナーへの大学院生の派遣が３件（2 名）であっ

た。助教クラスの若手研究者を本事業関連の研究に参加させての海外派遣は 4 件あり, 若手

研究者が主体となって国際共同研究を行うためのプラットフォームが確立してきた。一方, 

タイ・プリンスオブソンクラー大からの視察団（准教授 1 名, 助教 1 名, 他若手研究者 7 名）

の受入れや, さくら招聘プログラムによる中国・上海交通大学からの若手研究者および若手

医師の研修の受入れ, タイ・マヒドン大学からの若手医師の研修受け入れなど, 積極的な若

手の人事交流を図った。また, タイのマヒドン大学関連施設からの児童思春期医学の若手医

師の日本での研修希望を受けて, 金沢大学精神科とマッチングを行うなど, アジアのハブ

としてアジアの研究者・医師の育成にも積極的に取り組んだ。 

また海外から講演者を招へいしてセミナーを開催し, セミナー後に大学院生が演者を囲

んでの交流会を開催し, 大学院生の海外留学や国際共同研究への意識づけを行った。実際に

大学院生からは, 事業で行っている国際共同研究に参加させてほしいという希望も上がっ

ており, 2024 年度はさらに若手研究者や大学院生の国際化に力を入れていく予定である。

また, 発達障がい診療ができる若手小児科医の育成と裾野の拡大を目的に, 例年行ってい

る小児科専攻医を対象とした発達障がい研修会を３回開催した。この項目についても KPI

以上の成果を達成できた。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年度 

 

   

 

【 資料 】 
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＜委員会等構成員一覧＞ 

 

 

推進委員会

氏　　　　名 所　　属 職　　　名

◎ 佐藤　　真 大阪校 研究科長・教授

片山　泰一 大阪校 副研究科長・教授

横山　　茂 金沢校 副研究科長・教授

土屋　賢治 浜松校 副研究科長・教授

平野　好幸 千葉校 副研究科長・教授

松﨑　秀夫 福井校 副研究科長・教授

◎　委員長

実行委員会

氏　　　　名 所　　属 職　　　名

◎ 佐藤　　真 大阪校 教授

片山　泰一 大阪校 教授

橘　　雅弥 大阪校 准教授

横山　　茂 金沢校 教授

土屋　賢治 浜松校 教授

千住　淳 浜松校 教授

平野　好幸 千葉校 教授

清水　栄司 千葉校 教授

友田　明美 福井校 教授

◎　委員長

広報委員会

氏　　　　名 所　　属 職　　　名

◎ 友田　明美 福井校 教授

　 片山　泰一 大阪校 教授

毛利　育子 大阪校 准教授

横山　茂 金沢校 教授

池田　尊司 金沢校 准教授

土屋　賢治 浜松校 教授

西村　倫子 浜松校 講師

大島　郁葉 千葉校 教授

山下　雅俊 福井校 助教

◎　委員長
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氏　　　　名 所　　属 職　　　名

◎ 橘　雅弥 大阪校 准教授

　 下野　九理子 大阪校 准教授

岡　雄一郎 大阪校 講師

廣澤　徹 金沢校 准教授

池田　尊司 金沢校 准教授

◎ 土屋　賢治 浜松校 教授

千住　淳 浜松校 教授

西村　倫子 浜松校 講師

浦尾　悠子 千葉校 講師

田口　佳代子 千葉校 助教

水野　賀史 福井校 准教授

西谷　正太 福井校 講師

◎　部会長

氏　　　　名 所　　属 職　　　名

◎ 清水　栄司 千葉校 教授

　 藤野　陽生 大阪校 准教授

田中　早苗 金沢校 助教

岩渕　俊樹 浜松校 助教

浦尾　悠子 千葉校 講師

國石　洋 福井校 助教

◎　部会長

氏　　　　名 所　　属 職　　　名

◎ 千住　淳 浜松校 教授

　 田中　早苗 金沢校 助教

藤野　陽生 大阪校 准教授

沼田　法子 千葉校 講師

松﨑　秀夫 福井校 教授

◎　部会長

共同研究推進・国際ハブ化推進・拠点化基盤推進部会

社会実装支援部会

若手人材育成部会
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                          （順不同） 

 

 

 

 

 

 

 

  

外部評価委員会

氏　　名 所　　　　　　　　　　　属

須田　史朗 自治医科大学　精神科　主任教授

丹野　義彦 東京大学　名誉教授・特任教授

眞弓　光文 前福井大学長

川﨑　聡大 立命館大学　産業社会学部　教授

十一　元三 京都大学医学部・人間科学科　教授

アドバイザリーボード

氏　　名 所　　　　属

田中　敏宏 大阪大学理事・副学長

大竹　茂樹 金沢大学理事・副学長

北川　雅敏 浜松医科大学副学長（研究担当）

竹内　比呂也 千葉大学副学長

上田　孝典 福井大学長

森　則夫 静岡県医療法人社団木野記念会福田西病院　病院長

「連合小児発達学研究科関連5大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成

とOUエコシステムアジア展開」事業
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＜関連規程一覧＞ 

〇 大阪大学「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる国

際拠点形成と OUエコシステムアジア展開」事業拠点形成・推進委員会等    に関する規

程 

 

(設置) 

第１条 大阪大学大学院大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小 

児発達学研究科（以下「連合小児発達学研究科」という。）附属子どものこころの分子 

統御機構研究センターに，「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究セ 

ンターによる国際拠点形成と OUエコシステムアジア展開」事業実施のため、「連合小 

児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成と OUエ 

コシステムアジア展開」事業拠点形成・推進委員会（以下「拠点形成・推進委員会」と 

いう。）を置く。 

(目的)  

第２条 拠点形成・推進委員会は、「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの 

研究センターによる国際拠点形成と OUエコシステムアジア展開」事業を、円滑に、か 

つ共創的視点のもと社会に還元しうる高い水準で実施することを目的とする。 

（事業実施体制） 

第３条 前条の目的を達成するため、拠点形成・推進委員会の下に、「連合小児発達学研 

究科関連５大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成と OUエコシステム 

アジア展開」事業実行委員会（以下「実行委員会」という。）、「連合小児発達学研究 

科関連５大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成と OUエコシステムア 

ジア展開」事業広報委員会（以下「広報委員会」という。）及び「連合小児発達学研究 

科関連５大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成と OUエコシステムア 

ジア展開」事業アドバイザリーボード（以下「アドバイザリーボード」という。）を置 

く。 

(拠点形成・推進委員会) 

第４条 拠点形成・推進委員会は、事業実施方針を策定し、事業内容を立案・計画する。 

２ 拠点形成・推進委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（１）連合小児発達学研究科長 

（２）連合小児発達学研究科副研究科長 

（３）その他委員長が必要と認めた者 

３ 前項第３号の委員の任期は、１年を超えない範囲内で委員長がその都度定める。ただ

し、任期は令和９年３月３１日を超えないものとする。 

４ 委員は、再任を妨げない。 

５ 拠点形成・推進委員会に委員長を置き、連合小児発達学研究科長をもって充てる。 

６ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 
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７ 委員長に支障のあるときは、あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代行す

る。 

８ 拠点形成・推進委員会は、委員の過半数の出席をもって成立するものとする。 

９ 拠点形成・推進委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のとき

は、議長の決するところによる。 

１０ 拠点形成・推進委員会では、委員長が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を

求め、その意見を聴くことができる。 

１１ この規程に定めるもののほか、拠点形成・推進委員会に関し必要な事項は、別に定

める。 

（実行委員会） 

第５条 実行委員会委員長は、拠点形成・推進委員会委員長が指名する。 

２ 実行委員会委員長の任期は、５年を越えない範囲で拠点形成・推進委員会委員長がそ

の都度定める。 

３ この規程に定めるもののほか、実行委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

（広報委員会） 

第６条 広報委員会委員長は、拠点形成・推進委員会委員長が指名する。 

２ 広報委員会委員長の任期は、５年を超えない範囲で拠点形成・推進委員会委員長がそ

の都度定める。 

３ この規定に定めるもののほか、広報委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

（アドバイザリーボード） 

第７条 拠点形成・推進委員会委員長は、共創的視点を有し子どものこころに関し広くか

つ高い見識を有する者をアドバイザリーボード委員として委嘱する。 

２ 前項の委員は、本事業の推進、計画、実施内容などについて、その専門性に基づき、

拠点形成・推進委員会委員長の求めに応じ、助言を行うものとする。 

３ アドバイザリーボード委員の任期は、拠点形成・推進委員会委員長が定める。 

（事務） 

第８条 拠点形成・推進委員会等に関する事務は、大阪大学医学系研究科事務部で行う。 

（雑則） 

第９条 この規程に定めるもののほか、拠点形成・推進委員会及び関連する委員会等に関

し必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この規程は、令和４年４月１５日から施行し、令和４年４月１日から適用する。 
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〇 大阪大学「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる国

際拠点形成とOUエコシステムアジア展開」事業実行委員会規程 

 

(趣旨) 

第１条 この規程は、大阪大学「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究

センターによる国際拠点形成とOUエコシステムアジア展開」事業拠点形成・推進委員会

等に関する規程第５条第３項に基づき、「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこ

ころの研究センターによる国際拠点形成とOUエコシステムアジア展開」事業実行委員会

（以下「委員会」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。 

（審議事項） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

（１）「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる国際拠点 

形成とOUエコシステムアジア展開」事業（以下「本事業」という。）の運営と実行に 

関すること。 

（２）本事業の予算執行計画、決算に関すること。 

（３）本事業の予算要求に関すること。 

（４）その他本事業の運営に関する必要な事項 

（組織） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。  

（１）委員長 

（２）参加大学における、子どものこころの研究センター長もしくは相当する組織の長、 

または子どものこころの研究センター長から指名を受けた者  

（３）共同研究推進部会、国際ハブ化推進部会、拠点化基盤推進部会、社会実装支援部 

会、若手人材育成部会の部会長  

（４）その他委員長が必要と認めた者  

２ 前項第４号の委員の任期は、５年を超えない範囲で委員長がその都度定める。 

（委員長） 

第４条 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

２ 委員長に支障のあるときは、あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代行す 

る。 

（部会） 

第５条 委員会に以下の部会を置く。 

（１）共同研究推進部会 

（２）国際ハブ化推進部会 

（３）拠点化基盤推進部会 

（４）社会実装支援部会 

（５）若手人材育成部会 

(事務） 
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第６条 委員会に関する事務は、大阪大学医学系研究科事務部で行う。 

（雑則） 

第７条 この規程に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この規程は、令和４年４月１５日から施行し、令和４年４月１日から適用する。 
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〇 大阪大学「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる国

際拠点形成とOUエコシステムアジア展開」事業広報委員会規程 

 

 (趣旨) 

第１条 この規程は、大阪大学「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究 

センターによる国際拠点形成とOUエコシステムアジア展開」事業拠点形成・推進委員会 

等に関する規程第６条第３項に基づき、「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこ 

ころの研究センターによる国際拠点形成とOUエコシステムアジア展開」事業広報委員会 

（以下「委員会」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。 

（活動内容） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議し実行する。 

（１）「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる国際拠点 

形成とOUエコシステムアジア展開」事業（以下「本事業」という。）の事業内容、 

成果などの広報に関すること。 

（２）本事業のホームページの作成、運営に関すること。 

（３）その他広報を通じて円滑な運営及び活動に資すること。 

（組織） 

第３条 委員会は次の各号に掲げる委員をもって組織する。  

（１）委員長  

（２）参加大学における委員長から指名を受けた者  

（３）その他 委員長が必要と認めた者  

２ 前項第３号の委員の任期は５年を超えない範囲で委員長がその都度定める。 

（委員長） 

第４条 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

２ 委員長に支障のあるときは、あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代行す

る。 

（事務） 

第５条 委員会に関する事務は、大阪大学医学系研究科事務部で行う。 

（雑則） 

第６条 この規程に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この規程は、令和４年４月１５日から施行し、令和４年４月１日から適用する。 
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〇 大阪大学「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる国

際拠点形成と OUエコシステムアジア展開」事業に関する各部会内規 

 

（趣旨） 

第１条 大阪大学「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによ

る国際拠点形成と OUエコシステムアジア展開」事業（以下「本事業」という。）実行委員

会規程第７条に基づき、本事業の部会に関し必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 本事業部会は、本事業を円滑に実施することを目的とする。 

（共同研究推進部会の業務内容） 

第３条 共同研究推進部会の部会長は実行委員長が指名し、部会長が各大学から若干名の

部会委員を指名して組織する。 

２ 共同研究推進部会は次の各号に掲げる事項を審議、実行する。 

（１）アジアコンソーシアムのハブ拠点化推進に関すること。 

（２）国内共同研究・交流の推進に関すること。 

（３）国際共同研究・交流の推進に関すること。 

（４）その他部会に関すること。 

（国際ハブ化推進部会の業務内容） 

第４条 国際ハブ化推進部会の部会長は実行委員長が指名し、部会長が各大学から若干名

の部会委員を指名して組織する。 

２ 国際ハブ化部会は次の各号に掲げる事項を審議、実行する。 

（１）本事業の国際ハブ化の推進に関すること。 

（２）その他部会に関すること。 

（拠点化基盤推進部会の業務内容） 

第５条 拠点化基盤推進部会の部会長は実行委員長が指名し、部会長が各大学から若干名

の部会委員を指名して組織する。 

２ 拠点化基盤推進部会は次の各号に掲げる事項を審議、実行する。 

（１）本事業の拠点化基盤強化にかかる先端的研究の推進に関すること。 

（２）その他部会に関すること。 

（社会実装支援部会の業務内容） 

第６条 社会実装支援部会の部会長は実行委員長が指名し、部会長が各大学から若干名の

部会委員を指名して組織する。 

２ 社会実装支援部会は次の各号に掲げる事項を審議、実行する。 

（１） 自治体等と連携した社会実装の支援に関すること。 

（２） 社会実装の国際展開支援に関すること。 

（３） その他部会に関すること。 

（若手人材育成部会の業務内容） 

第７条 若手人材育成部会の部会長は実行委員長が指名し、部会長が各大学から若干名の
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部会委員を指名して組織する。 

２ 若手人材育成部会は次の各号に掲げる事項を審議、実行する。 

（１）若手人材育成に関すること。 

（２）その他部会に関すること。 

（ワーキンググループ） 

第８条 各部会は、部会長の判断によりワーキンググループを置くことができる。 

（事務） 

第９条 部会に関する事務は、大阪大学医学系研究科事務部で行う。 

（雑則） 

第１０条 この内規に定めるもののほか、部会に関し必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この規程は、令和４年４月１５日から施行し、令和４年４月１日から適用する。 
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＜委員会議事要旨＞ 

① 拠点形成・推進委員会・実行委員会 合同委員会 議事要旨 

 

「連合小児発達学研究科関連 5 大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成と

OU エコシステムアジア展開」事業 

第１回 推進委員会・実行委員会 合同委員会 議事要旨 

 

日時：令和 5年 4月 6日（木）13時～13時 45分 

場所：各校にてオンライン（Zoom）にて開催 

構成員：大阪校 佐藤 真 研究科長（委員長）、片山泰一委員、橘 雅弥 委員 

    金沢校 横山 茂 委員 

    浜松校 土屋賢治 委員、千住 淳 委員 

    千葉校 平野好幸 委員、清水栄司 委員 

    福井校 松﨑秀夫 委員、友田明美 委員 

陪 席：大阪校 瀬戸、段家（事務局） 

 

議 事 

<報告事項> 

１．令和 4年度事業活動報告 

  各校、広報委員会、各部会より、【資料 2-1,2-2,2-3,2-4,2-5】に基づき、令和 4

年度の活動実績について、報告があった。委員長より、報告内容については、事

業報告書（冊子）にも記載する旨、説明があった。 

   

<審議事項> 

 １．令和 5年度予算配分案について 

   委員長より、【資料 3】に基づき、令和 5年度予算配分案について、説明があり、 

承認された。また、配分された予算については、使用用途、OUエコ事業への成果

等を改めてご報告いただく場合がある旨、説明があった。 

  

 ２．事業実施経費に関する覚書について 

   委員長より、【資料 4】に基づき、事業実施経費に関する覚書について、説明があ 

り、承認された。 

 

  ３．令和 5年度委員について 

   委員長より、【資料 5】に基づき、令和 5年度委員について、案が出され承認され    

た。                              以 上  
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「連合小児発達学研究科関連 5 大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形成と

OU エコシステムアジア展開」事業 

第 2 回 推進委員会・実行委員会 合同委員会 議事録 

 

日時：令和 5年 12月 7日（木）12時～12時 52 分 

場所：各校にてオンライン（Zoom）にて開催 

構成員：大阪校 佐藤 真 研究科長（委員長）、片山泰一委員、橘 雅弥 委員 

    金沢校 横山 茂 委員 

    浜松校 土屋賢治 委員、千住 淳 委員 

    千葉校 平野好幸 委員、清水栄司 委員 

    福井校 松﨑秀夫 委員、友田明美 委員 

陪 席：大阪校 段家（事務局） 

 

議 事 

 

１．令和 5年度 事業中間活動報告 

   各校、広報委員会、各部会より、【資料 2-1,2-2】に基づき、現在までの活動実

績について、報告があった。 

   委員長より、国際的な活動の観点から、欧米との活動実績があれば、項目「そ

の他」として記録するよう依頼があった。 

   

 ２．その他 

  ・国際青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプログラム）実施報告 

    橘委員より、10月に上海交通大学より 5名を受け入れた旨、報告があった。 

 研究科長より、海外の大学との活動現況について説明があり、今後の海外大学 

との活動開始等については、委員長に一任することが承認された。 

  ・第 5回国際シンポジウムについて 

    橘委員より、本年度の国際シンポジウムは 1/26(金)12時から実施予定である 

旨説明があり承認された。海外からの参加者は全員オンラインの予定、来年以降 

はマレーシア、フィリピンの順で開催していくと説明があり承認された。 

  ・アドバイザリーボードによる助言、評価の実施について 

    委員長より、本年度末もしくは次年度はじめにアドバイザリーボードによる助 

言、評価を実施予定である旨説明があり、その際には改めて本委員会を開催し、 

準備、決定していくこととなった。また、欧米との活動実績について、改めて 

協力の依頼があった。  

                                   以 上 
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 ＜部会議事要旨＞ 

共同研究推進・国際ハブ化推進・拠点化基盤推進部会 議事要旨 

 

令和 5 年度 メール審議（１） 

 

令和５年 4 月 20 日 

 

OU エコ 共同研究推進・国際ハブ化推進・拠点化基盤推進部会 

部会委員各位 

 

                   拠点化基盤推進部会 部会長 土屋 賢治 

             共同研究推進・国際ハブ化推進部会 部会長 橘 雅弥 

 

共同研究支援 メール審議について 

 

 下記議題につきまして、ご審議願います。 

４月 2４日（月）までに事務局宛（本メール返信）にご連絡のほどよろしくお願いいたしま

す。 

                  記 

 

１．       令和５年度共同研究支援採択結果について 

 

（説明） 

 各応募について、3 名ずつで評価し、12×3(名)=36 点満点の点数と、3 名の採否判定を

実施。 

（添付書類：令和 5 年度採点判定「集計結果シート」） 

 「不採択」という判断の数に重みづけ（不採択が１人の場合は点数に 0.9 掛、 

2 人の場合は 0.8 掛、3 人の場合は選考外）を行った後、点数による順位付けを実施。 

上位 3 名を採択とする。（添付書類：令和 5 年度採点判定「案１」） 

   

    氏名： 

   【  】承認する 

   【  】承認しない 

 

  承認しない場合には、その理由を、また別途ご意見等ございましたら、 

ご記載お願いいたします。 

  「           」                     以上 
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社会実装支援部会 議事要旨 

 

 

令和５年度 第 1 回 社会実装支援部会 議事要旨 

 

【OU エコ】（社会実装支援部会） 第一回 WEB 会議  

2023 年 7 月 10 日 

 

2023 年度 (令和 5 年度）連合小児発達学研究科関連 5 大学子どものこころの研究センタ

ーによる国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開 

 

千葉校 清水栄司 

大阪校  藤野陽生 先生 

金沢校  田中早苗 先生 

浜松校  岩淵俊樹 先生 

千葉校  浦尾悠子 先生 

福井校  國石洋 先生 

 

議題１：社会実装支援部会の今後の活動について 

 

"評価項目４ 

先端的知見の社会還元実績（市民公開シンポジウム、報道数、専門家研修、教材作成）"  

 

議題２：令和 5 年度の予算２０万円の使途について 

 

A４用紙２分の１から１枚 

タイトル「○○○○」 

研究者  ○○○○ 

目的・方法・内容    ４００文字から６００文字程度 

２０万円の使用用途  

国際的な社会実装（若手の方から年配の方） 

各校１つに絞ることはなく、７月 23 日までにメールで清水宛てにご応募いただいて、 

その後、部会委員の６人で選抜。 

一次選考の採点用紙を経て、最終選考をする。   

 

以上 
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若手人材育成部会 議事要旨 

 

 

 

令和５年度 第１回 若手人材育成部会 議事要旨 

 

 

「連合小児発達学研究科関連５大学子どものこころの研究センターによる国際拠点形

成と OUエコシステムアジア展開」事業  第 1回若手人材育成部会 議事要旨 

  

 
日 時：令和５年６月１日（木）11：30 ～ 12:03 

構成員：（浜松校） 千住 淳 教授 （部会長） 

    （大阪校） 藤野陽生 准教授 

       （金沢校） 横山 茂 教授（代理出席） 

    (千葉校)  沼田法子 助教 

    (福井校)  松﨑秀夫 教授 

陪  席 : 段家（事務局） 

欠席者：（金沢校） 田中早苗 助教 

 

審議事項： 

 

１． 本年度の若手人材育成部会の活動（若手研究者支援）について 

 

・支援人数については、昨年を踏襲し、複数人に少額支給ではなく、1 名に全額 

支給する。 

・公募の内容、選考基準、採点方法など、昨年通りに実施する。 

・応募申請書に、「外部資金獲得の有無」「応募要項の内容理解」の２項目のチェ 

ック欄を設ける。 

・各委員は、6 月 8 日（木）までに本年度の申請書様式を確認し、コメント等あ 

る場合は、部会長と事務局へ連絡する。 

   ・6 月 12 日（月）より公募開始、6 月 30 日（金）公募締切。7 月中旬までに採 

点、集計、採択者決定の流れで進める。（状況次第で、スタートが遅れたら、 

その分後ろへずらす。） 

                                          

以上 
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＜その他＞ 

本事業ならびに本報告書についてのご意見，ご質問等は 

大阪大学大学院連合小児発達学研究科 「連合小児発達学研究科関連 5 大学子どものこ

ころの研究センターによる国際拠点形成と OU エコシステムアジア展開」事業 拠点形

成・推進委員会委員長（〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-2）までお願いいたします。 

 

 

 

 


